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第

一
章

序

説

　
我

が
上
代
史
と
し
て
、
日
本
書
紀
の
第

一
の
正
史
た
る
べ
き
は
、
萬
人
の
倶
に
認
む
る
所
な
れ
ど
、

一
面
に
於

い
て
、
古
事
記
の
更

に
豊
重
す

べ
き
國
家
の
寳
典
た
る
こ
と
も
、

一
人
の
異
議
な
き
所
な
る
べ
し
。
紀
は
、
史
實
の
量
に
於
い
て
優
れ
ど
も
、
,潤
飾
に
過
ぎ
て
、
第

】
原
書
た
る

べ
き
資
格

に
缺
く
ろ
所
あ
り
。
記
は
,
繁
簡
粗
密
相
雜
れ
る
失
は
あ
れ
ど
も
、
眞
實
の
古
傳
を
得
た
る
は
、
根
本
の
吏
料
と
し
て
無
二
の
價
値
あ

る
所
な
り
。
更
に
之
を
狹
め
て
言
ふ
博
は
紀
の
失
は
、
其
の
漢
文
に
改
修
せ
る
所
に
存
し
、
記
の
長
は
阿
禮
が
ロ
誦
を
其
の
儘
に
撰
録
せ
る
所
に

在
り
。
事
あ
れ
ば
言
あ
り
、
言
あ
れ
ば
事
あ
り
。
假
言
に
依
り
て
兵
事
を
得
べ
か
ら
す
、
眞
事
を
得
る
に
は
必
眞
言
に
依
ら
ざ
る
べ
か
ら
す
。
古

事
記

は
實
に
其
の
言
事
の
筆
録

に
し
て
、
我
が
國
史
國
語
の
兩
者
に
逋
す
る
寳
典
な
れ
ど
も
、
史
實
の
解
し
が
た
き
者
多
き
が
如
く
、
其
の
讀
方
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に
至
り
て
も
、
幾
多
の
疑
な
き
こ
と
能
は
す
。
敢
へ
て
愚
見
を
述
ぶ
る
所
以
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

闘

古
事
記
の
文
體

古
事
記
に
は
大
體
二
種
の
文
體
あ
り
。

吾
者
到
於
伊
那
志
檠

上
志
許
米
姦

擁

穢
國

而
在
蠢

拠
聾

(
イ
)
　

　

　

　

,

　
　
八
貘

至
二于
心
前
凶啼
伊
佐
知
伎
也
腑
静
称
蜘
v雌
(
・
)
　

　

　

'

な

ど

は
、
誰

人

の
讀

方

も

、
大

差

な
か

ら

ん

。

さ

れ

ど

、

　

　

汝

心
之
清

明
何

以

知

(
ハ
)

　

　

名

二
其

子

一
云

二
木

俣

祕

入

二
)

　

　

妾

今

以

二
本

身

一爲

レ
産

願

勿

V
見

レ
妾

(
ホ
)
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

'

　
　
百
姓
之
榮
不
レ
苦
二役
使
-故
稱
二其
御
婁

謂
二聖
帝
世
也

(
へ
)

な
ど
を
見
ば
、
讀
方

は
如
何
に
も
あ
れ
、
唯
其
の
義
を
表
せ
る
漢
文
と
も
思
ふ
べ
し
。
撰
者
安
萬
侶
、
果
し
て
此
等
に
對

す
る

-
定
の
國
文
を
胸

中
に
思

ひ
け
む
や
。
い
で
安
萬
侶
の
上
表
文

(序
文
)
に
就
き
て
、
其
の
意
中
を
探
ら
む
。

　
　

(
皇
帝
陛
下
)
以
二
和
銅
四
年
九
月
十
八
日
-詔
二臣
安
萬
侶
一撰
ご録
稗
田
阿
禮
所
レ誦
之
敕
語
莓
辭

一以
獻
上
者
、
謹
隨

二詔
旨
凶子
細
探
糠
、
然

　
　
上
古
之
時
、
言
意
並
朴
、
敷
レ文
構
レ句
、
於
レ字
帥
難
、
已
因
レ訓
述
者
、
詞
不
レ逮
レ
心
、
全
以
レ昔
連
者
、
事
趣
更
長
、
是
以
今
或

一
句
之
中

　
　
交

二用
音
訓
軸或

-
事
之
内
全
以
レ訓
録
、
即
辭
理
巨
レ見
、
以
レ注
明
レ意
、
況
易
レ解
史
非
レ注

(
下
略
)

　
こ
ゝ
に

「
上
古
之
博
、
言
意
並
朴
、
敷
レ文
櫞
レ句
、
於
レ字
師
難
」
と
あ
れ
ば
、
安
萬
侶
は
、
文
句
の
潤
飾
を
ば
心
に
置

か
で
あ
り
け
む
。
「
已

因
レ訓
述
」
と
は
、
漢
字
の
義
の
み
に
由
り
て
記
す
こ
と
な
る
べ
く
、
さ
て
は
「
詞
不
レ逑
レ
心
」
+
分
に
意
を
逹
す
る
こ
と
能

は
ざ
れ
ば
、
そ
れ
も
せ

す
、
又

「
全
以
レ音
蓮
者
、
事
趣
更
長
」
く
、
今
謂
ふ
假
字
が
き
に
の
み
も
由
ら
す
、
音
訓
交

へ
用
う
る
(
甲
)
と
、
訓

の
み
を
以
て
す
る
(
乙
)
と

、

／
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の
兩
法
を
取
れ
り
と
い
ふ
説
明
な
り
。
之
を
實
例
に
充
つ
れ
ば
、
前
の

(
イ
)
(
ロ
)
は
、
昔
訓
併
用
の
甲
法
に
て

(
ハ
)
以
下
は
訓
單
用
の
乙
法

な
り
。
而
し
て
、
乙
法
は
完
全
な
る
漢
文
を
意
味
す
る
に
あ
ら
す
、
(
ホ
)
の

【、爲
産
L
(
へ
)
の

「
其
御
世
」
の
如
き
も
、
唯
訓
に
由
れ
り
と
い

ふ

の
み
。
訓
に
由
れ
ば
、
自
然
に
漢
文
流
の
指
字
法
と
な
る
な
り
。
甲
法
と
て
も
其
の
如
く
、
昔
を
交
ふ
れ
ど
も
、
訓

を
本
意
と
し
た
れ
ば
(
イ
)

の

「
在
祁
理
」
は
宣
命
風
な
れ
ど
、
文
首

に
は

「
到
於
」
と
い
ふ
漢
文
風
あ
り
。
(
ロ
)
は
、
イ
サ
チ
キ
と
音
に
て
文
末

の
語
を
結
び
な
が
ら
、
更

に

「
也
」
字
を
添

へ
て
漢
文
の
體
を
整

へ
た
り
。
次
に
「
辭
理
巨
レ見
以
レ注
明
云
々
」
と
い
へ
る
其
の
本
注
も
昔
な
る
に
は
必
注
し
、
訓
な
る
に
は

特
別

の
場
合
に
の
み
注
を
施
し
た
る
な
ど
、
す
べ
て
此
等
は
、
當
時
の
記
録
文
の
標
準
全
く
漢
文
に
あ
わ
し
よ
り
、
自
然

に
生
じ
た
る
現
象
な
る

べ
く
、
隨

つ
て
此
の

(
甲
)
(
乙
)
の
二
法
、
共
に
廣
義
に
於
け
る
漢
文
の
體
裁
を
離
れ
ざ
る
も
の
な
り
。

　

さ
て
も
、
阿
禮
が
ロ
誦
せ
る
勅
語
の
莓
辭
は
、
如
何
ば
か
り
固
定
せ
る
者
な
り
け
む
。
今
の
世
の
講
談
師
な
ど
の
口
演
は
、
三
遊
亭
圓
朝
な
ど

は
、

一
語

一
辭
も
違
は
ざ
り
き
と
も
云

へ
ど
、
大
要
は
同
じ
く
て
、
事
理
に
害
な
き
は
、
小
異
を
意
と
せ
ぬ
も
あ
り
。
俳
優
の
科
白
或
は
能
駐
言
,

の
文
句
等
も
、
時
に
因
り
て
は
、
隨
分
の
相
違
あ
る
こ
と
な
り
。
阿
禮
が
ロ
誦
、
も
し

一
字

・
一
句
も
動
す
ま
じ
き
樣
の
者
な
ら
ば
、
歌
な
ど
ゝ

同
じ
く
、
全
く
音
な
ら
で
は
記
さ
る
ま
じ
く
、
乙
法
は
固

よ
り
能
く
す
ま
じ
き
に
、
事
實
乙
法
の
用
ゐ
ら
れ
た
る
を
見
れ
ば
、
そ
は
多
少
の
融
通

は
あ

る
も
の
な
り
け
む
と
思
は
る
G

　
次

に
、
「
撰
録
」
と
い
ふ
語
の
意
義
は
、
今
の

「
筆
記
」
「
書
取
」
な
ど
に
當
る
べ
き
が
そ
れ
に
も
廣
狹
の
二
樣
あ
り

て
、
片
言
隻
句
も
違

は
ぬ

速
記

や
う
の
も
あ
れ
ば
、
大
要
を
記
せ
る
「
聞
書
」
「
打
聽
」
や
う
の
も
あ
り
。
古
き
物
ほ
ど
、
語
句
の
微
細
な
る
點
に
は
構
は
ぬ
や
う
な
る
を
、

此
の
安
萬
倨
の
は
、
如
何
ば
か
り
に
か
あ
り
け
む
。
前
の
甲
乙
の
こ
法
に
由
れ
る
上
に

「
意
況
易
レ解
更
非
レ
注
」
と
も
あ
る
に
見
れ
ば
、
今
の
遽

記
樣

の
者
に
は
あ
る
べ
か
ら
す
。
此
等
を
總
合
し
て
考
ふ
る
に
、
今
假
O
に
、
安
萬
侶
に
古
事
記
を
讀
み
返
さ
せ
ん
に
、
悉
く

-
定
せ
る
同
じ
語

に
は
讀
み
下
す
ま
じ
く
、
撰
録
の
際
に
も
、
詞
の
心
に
逑
ば
ざ
る
に
あ
ら
ざ
る
限
は
、
事
の
意
を
得
れ
ば
足
れ
り
と
し
思
ひ
け
む
處
も
あ
り
け
ん

か
し
。

■
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さ
は

い

へ
ど

、
昔

の
漢

文

讀

は

、

日

本
書

紀

・
文

選

な
ど

に

て
も

、

す

べ

て
所

謂
直

譯
流

に
は

あ

ら

で

、
極

め

て
國

語

に
深

切

な

り

し
巻

な

る

を
忘

る

べ

か
ら

す

。

而

し

て
古
事

記

の
漢

文
風

な

る

は

、
音

訓

併

用

の
純

古

文

な

る
と

相
調

和

す

べ

き

も

の

な

れ
ば

、
其

等

よ
り

も
更

に

一
層

用

意

を
深

く

し

て
讀

ま
ざ

る

べ
か

ら

す

。

鈴

屋
翕

が
記

傳

に

「
高

天

原

の
註

に
、

訓

二
高

下
天

-
云

一一阿

麻

一
と

し

る

し

、
天

比

登

都

柱

の
註

に
は

、
訓

レ
天

如

レ
天

な

ど

し

る

し
、

或

は
讀
聲

の
上

下

を

さ

へ
委

曲

に
示

し
渝

し

お

か

れ

た

る
を

や
。

か

丶
れ

ば

、
今

之
を

訓

ま

む

と

す

る

に
も

、

叉

上

の

件

の
意

を

よ

く
得

て

.

-
字

・

一
言

と

い

へ
ど

も

み

だ

り

に

は
す

ま

じ

き
も

の
ぞ
」

と

言

は
れ

た

る
は

、
漢

文
風

な

る

に

は
當

ら

す

。
且

委

曲

な

る

】
面

の

み

に
就

い

て

の
圭

張

に

て

は
あ

れ

ど

、

讀
方

の
馨
易

な

ら
ざ

る

は

、
誠

に
所

説

の

如
し

。

　

　

　

　

　

　

　
　

　

=

　

從

來

の

訓

點

本

　

今

は

古
事

記

と

い

へ
ば

、
重

に
鈴

屋
翕

の
古
訓

本

と
人

の
思

ふ
ば

か
り

、
最

普

及

せ

る
は

此

の
訂

正

古
訓

古
事

記

に

し

て

、
之

が
叉

比

較

的
良

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

丶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丶

き

本

な

り

。

此

は

、
享

和

三
年

の
發

行

な

る
が

、

そ

れ

よ

り

百

十
八

年

前

、

貞

享

四

年

に

度

會

延
佳

の
鼇

頭

古

事

記

あ

り

、

そ

の
四

十

四

年
前

部

寛

永

二
十

-
年

に

、
寛

永

版

と

稱

す

る
最
初

の
刊
本

あ

り
。

な

ほ
又

古

訓

本

の
後

に
は

、

明

治

に

至

り

て

、
敷

田

年

治

氏

の
標

註

古
事

記

七

卷

と

、

田

中
頼

庸

氏

の
校

訂

古

事

記

三
卷

あ

り

。
讀

方

を

比
較

研

究

す

べ
き

刊

本

は
、

ま
つ

此

の
四

種

な

る
が
寫

本

に

て

は

、
古

事

記

上

卷

抄

と

い
ふ
者

-
卷

、
尾

張

眞

福
寺

に
あ

り

。
鎌

倉

・
室

町

の
間

の
書

寫

な

る

べ
し

と

て
石

原

正

明

の
年

々
|隨
《
う
》筆

に
之

を
引

け

る
、

年

代

未
詳

な

が

ら

最
舊
ぎ

訓

點

な

る

べ
く

、

漢

文

讀

よ
り

は

、
數

等

國

文
風

に
讀

み
碎

け

る
所

、
參

考

と

す

べ

し

。
寛

永

本

は

、
誤

多

く
訓

も
悪

く

、
到

底

用

に
立

九
す

。

延

佳

本

は
舊

訓

を
集

め

て
大

成

せ

る
者

の
如
く

、
本

文

も

遙

に
寛

永

本

に
勝

れ

り

。

古
訓

本

よ

り
後

に

は

、
敷

田
氏

の
本

に
小

異

あ

り
。

田

中

氏

の

校

訂

本

は

、
文

字

の
校

訂

に
於

い

て
、
室

前

の
長

所

あ

れ
ど

も

、
武

斷

も

無

き

に
あ

ら

す

。
訓

法

に

も
特

色

あ

れ

ど

、

い
ま

だ

古
訓

本

を

壓
倒

す

べ

し

と

は
覺

え
す

。

以

下
事

實

に
就

き

て

、
諸

訓

を

對

比

す

る

こ
と

あ

る

べ
し

。

　

　

　

　

　

　

　
　

　

三

　

訓

點

異

同

辨

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
,

　

讀

方

の

一
斑

を
知

ら

む

と

し

て
、
卷

頭

の

五
十

六

字

を
檢

す

る
に

、
頗

讀

み
易

か
ら

ざ

る
も

の
あ

り

。

ま

つ

諸

家

の
訓

を
對

比

せ
む

。

、

O
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ア

メ

ツ
チ

ノ

ア

メ

ツ
チ

天

　

地

ア

メ

ツ
チ

ノ

'

ハ
ジ

メ

テ

ヒ

ラ
ク

ル
下

キ

ハ
ジ

メ

テ

ヒ

ラ
ク

ル
下

キ

初

發

之

時

ハ
ジ

メ

ノ
不

キ

ハ
ジ

メ

テ

ヒ
ラ

ク

ル

下

キ

ア

マ
ノ

ミ

ナ
カ

ヌ

シ
ノ

カ

ミ

下

マ
ヲ

ス

ア

メ

ノ

ミ
ナ

カ

ヌ

シ

ノ

カ

ミ

　

　

　

　

　

・斡

訓

一一高

下
天

一云

二

タ

カ

マ
ノ

ハ
ラ

ニ

タ

カ
ァ

マ
ノ

ハ
ラ

ニ

於

高

天

原

タ

カ

マ

ノ

ハ

ラ

ニ

ツ

ギ

ニ

タ

カ

ミ

ム

ス

ビ

ノ

カ

ミ

ツ

ギ
|
昌
《

、
》

;

ナ

リ

イ

ヅ

ル

カ

ミ

ヲ

ナ

ル

カ

ミ

ノ

ミ

ナ

ハ

成

紳

名

ナ
リ

マ
セ

ル
カ

ミ

ノ

ミ

ナ

バ

カ

ミ

ナ
リ

マ
シ
キ

ミ

ナ

ハ

　
厂

天

之

御

中

圭

煎

隊
痲

一
下
效
レ
此

次
高
御
産
集
日
祕
次

P

ナ

ラ

ビ

ニ
ヒ
ト

リ

カ

ム
ト

ナ
リ

マ
シ

　

　

　

ヒ
ト

リ

カ

ミ

ト

並

獨

紳

成

坐

・

ミ
ナ

ヒ

下
リ

ガ

ミ

、

カ

ム

ミ

ム

ス

ビ

ノ

カ

ミ

カ

ン

ミ

ム

ス

ピ

紳

産

菓

日

紳

カ

ミ

ム

ス

ビ

ノ

カ

ミ

コ

ノ

ミ

ハ

シ

ラ

ノ

カ

ミ

ハ

此

三

柱

紳

者
●

、

し

し

テ

ミ

ミ

ヲ
カ

ク

シ

マ
ス
(
・寛
永

本
)

…
…

ミ

ヲ
　

　

　

　

　
(
延
佳

本

)

而

隱

身

也

(
點

線

ハ
右

方

ノ
訓

二
同

ジ

キ

勤
表

ハ
ス
)

ミ
ミ

ヲ
カ

ク

シ
タ

マ
ヒ
キ
(
本
・居

氏

)

カ

ク

リ

ミ

ニ

マ
ス
(
田

中

氏
)

し

ナ

ラ

ビ

ニ

ヒ

}

リ

ガ

ミ

下

、

角

'

'

亀

6̀
ノ

、
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イ
|天
《

　
》
地

初
發

　
|之
《

(
》

を
テ
ン
チ
シ
ヨ
ボ
ツ
と
昔
讀
し
て
、
意
義
は
邇
す
べ
し
。
さ
て
は
悪
し
か
る
べ
き
か
。
安
萬
侶
の
|撰
《

へ
》
録

の
阿
禮
の
ロ
誦
を
速
記
的
に
し
た
る

に
非
ざ

る
べ
き
は
、
前
條
之
を
説
け
る
が
、
伊
邪
那
美
命
の
紳
避
の
段
、
須
佐
之
男
命
の
上
天
の
段
な
ど
、
す
べ
て
大
事
件
の
あ
る
所
は
、
假
字

が
き
多
く
、
如
何
に
し
て
も
速
記
的
に
思
は
れ
、
其
等
と
相
交
れ
る
は
、
漢
字
な
る
も
、
意
を
得
る
こ
と
を
本
旨
と
し
た
る
ら
ん
と
は
思
は
る
れ

ど
、
な

ほ
適
當
に
、
他
の
部
と
調
和
し
て
讀
み
下
し
得
る
も
の
な
り
け
ん
こ
と
、
亦
想
像
に
餘
あ
り
。
か
く
て
今
人
の
目
も
て
、
昔
讀
し
て
も
可

な
り
げ

に
見
ゆ
る
漢
字
は
・
全
篇
を
逋
じ
て
十
語
に
も
上
ら
ざ
る
べ
き
が
、「
修
恥
跡
伽
是
多
陀
用
幤
流
之
國
」
は
如
何
に
・「
轆
軸
其
上
者
」
は
如

何
に
、「
其
|客
姿
《

つ
　
》甚
麗
に
「
既
等
|天
皇
《

　
つ
》之
|鹵
薄
《

　
　
》」
な
ど
は
如
何
に
、
思
.諭
に

「
修
理
固
威

し
を
昔
讀
す
る
位
な
ら
ば
、タ

で
ヨ

ヘ
ル
と
假
字
に
は
せ
ざ

る
べ
く
、「
輾
轉
」
を
音
讀
す
る
に
は
、
下
の

「
者
」

の
字
あ
ま
の
に
和
習
を
帶
ぴ
す
ぎ
た
り
、「
容
姿
」
は
、
叉

「
形
姿
」

と
も
書
き
た
る
所
あ
る

よ
り
見
れ
ば
、
カ
タ
チ
ス
ガ
タ
な
ど
云
ふ
カ
タ
チ
に
、
容
と
も
姿
と
も
字
を
配
し
た
る
も
の
と
考

へ
ざ
る
べ
か
ら
す
。
天
皇
は
テ
ン
ワ
ウ
、
テ
ン

ナ
ゥ
、
亦
當
時
に
在
り
て
は
、
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト
と
言
ひ
な
れ
し
こ
と
著
し
き
に
、「
鹵
薄
」
の
み
は
其
の
頃
こ
れ
に
當

る
國
語
あ
り
け
む
や
、
疑
は

し
く
、
古
訓
本
の
ミ
ユ
キ
ノ
ツ
ラ
と
訓
め
る
も
、
校
訂
本
の
單
に
、丸
ユ
キ
と
訓
め
る
も
、
と
も
に
押
當
た
る
を
免
れ
ざ
れ
ど
、
さ
り
と
て
ロ
ボ
と

よ
み
て
は
前
後
の
文
に
調
和
せ
す
。
い
つ
れ
よ
り
見
て
も
、
古
事
記

の
中
に
音
讀
す
べ
き
漢
語
あ
り
と
は
覺
え
す
。
但
當
博
漢
字
に
當

る
べ
き
國

語
な
か
り
し
は
、
新
に
造
り
出
で
け
む
こ
と
、
大
正
の
今
日
の
如
く
な
る
べ
く
、
叉
、
玉
篇
類
に
見
ゆ
る
如
く
、

】
字
に

】
訓
或
は
靱
訓
の
固
定

し
た
り
き
と
も
思
は
れ
ね
ば
、「
鹵
薄
」
を

「
ミ

ユ
キ
ノ
ツ
ラ
」
な
ど
い
ふ
も
必
し
も
不
可
な
ら
じ
。「
修
理
固
成
」
と
て
も
然
り
。
延
佳
本
に

「
テ

サ
メ
カ
タ
メ
ナ
セ
」
と
訓
み
、
古
訓
本
に

「
ツ
ク
リ
カ
タ
メ
ナ
セ
」
と
訓
み
、
校
訂
本
に

「
テ
サ
メ
ツ
ク
リ
カ
タ
メ
」
と
訓

め
る
中
に
て
、
い
つ

れ
か
可
な
ら
む
。

　

「輾
轉

者
」
は
古
訓
本

「
コ
イ
マ
ロ
ビ
テ
バ
し
、校
訂
本

「
フ
シ
マ
ロ
バ
マ
」
、
「
奪
姿
」
は
古
訓

「
カ
ホ
」
校
訂
本

「
ス
ガ
タ
」
と
訓
め
り
。
こ

こ
に
立

ち
返
り
て

「
天
地
初
發
」
も
、
昔
讀
し
て
逋
す
と
思
ふ
は
、
字
昔
に
馴
れ
た
る
今
人
の
事
に
し
て
、

一
千
二
百
年
前
の
和
銅

の
昔
の
事

に

,

'
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あ

ら

ざ

る

は
、

少

し

く
古

書

を

讀

め

る
者

の

、
直

に
首

肯

す

る
所

た

ら

ざ

る

べ

か

ら
す

。

さ

ら
ば

其

の
訓

方

は

如
何

に
。

「
ア

メ

ツ
チ
」
の
訓

は

、

四

本

と
も

同

じ

き

が

、
延

佳

本

は

ノ
と

助
辭

を

入

れ

ぬ
相

違

あ

り

。

是

は

い
つ

れ

に

て

も
逋

す

べ

し

「,初
發

」

を

「,
ハ
ジ

メ
テ

ヒ
ラ

ク

ル
」

と
　訓

め

る
は

、
動

詞

と
見

た

る

に

て

「
ハ
ジ

メ
」

と
訓

め

る

は

、
名

詞

と
し

た

る
な

り

。

古
事

記

傳

の
設

に

「
ヒ
ラ

ク

ル
と

い

ふ

は
、

開

闢

な

ど

い
ふ

支

那

思

想

に

て

、
此

に

ふ
さ

は
す

。
萬

葉

集

に

は

、

天
地

ノ

ハ
ジ

メ

ノ
時

と

い
ふ

こ

と
多

き

が
、

こ

ゝ
も

そ

れ

に

て

、
發

も

ハ
ジ

メ

の
義

な

り
」

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

＼

と
あ

る
は

卓

見

な

り

と

い

ふ

べ
し

。
,但
當

時

に

も

、
天

地

開

闢

な
ど

の
思

想

は

あ

り
け

む

と
見

え

て

、
萬

葉

集

に

は

「
天

地

ノ

ワ
カ

レ

シ
時
」

と

い

ふ
語

も

あ

れ

ば

、
「
ヒ
ラ

ク

ル
」
と

い
ふ

も

由

な

き

に
あ

ら
す

。

叉

記

傳

に

「
事

の
初

を
起

り

と
も

云
ひ

、

又
俗

に
|初

發
《

シ
ヨ
ホ
ツ
》と

云

ふ
も

、
古

よ
り

波

自

米

と

い

ふ
に

、
此

の

二
字

を

用

ひ

な

れ

た

る

よ

り

出

で

た

る
な

る
べ

し
」

と

云

へ
る

も
、

や

ゝ
想

像

説

の
み

と
言

は

る

べ
け

れ

ど

、
我

は
な

ほ

記

傳

の
説

に
從

は

む

と
欲

す

。

(
動

詞

に
訓

ま
ば

、

ヒ
ラ

ケ

シ
と

過

去

に
言

ふ
べ

し
。
)

ロ
|高
《

　
》
《

の
》
|

天

原

　
《

(
》
|

む

寛

永

本

に

タ

カ

マ
ノ

ハ
ラ
と
|訓
《

　
》

め

る

は

、
舊

來

の
傳

に

し

て
、

延

佳

本

の
タ

カ

ァ

マ
ノ

ハ
ラ

は

、
本

註

の

「
阿
廨

し

に
依

れ

る

な

る

べ
し

。

さ

　

　
《

　

　

ら
》
|

む

て
も
俗

言

の

如

く
、

タ

カ

マ
ガ

ハ
ラ
と
訓

む

ま

じ

く

や
。

叉

ノ
を

去

り

て
、

タ

カ

ァ

マ
ハ
ラ

と

は
訓

む

ま

じ
く

や
。

古
書

に
假

字

が
き

の
證

と

す

べ
き

者

な

け

れ

ば

、
之

を

定

む

る
は

容

易

に

あ

ら

す
。

先

タ

カ

ア

マ

ハ
ラ
は

如

何

に
と

い
ふ

に

、・
此

の
語

は

、「
天

原
」

に

「、高

」

を

添

へ
た

る
者

な

る
こ

と

,

「
天

原
自

闇
」

な

ど

、
後

に
あ

る

に

て
も

知

ら

る

ゝ
が

、
其

の

「
天

原
」

は

、
萬

葉

集

に
五

言

の
句

に
用

ゐ

、
夊

「
安

痲
|乃
《
　
》波
良

」

(
褂
四
)
,「
安
寵

餮

」

(
+
五
卷

)
と
撃

が
き
に
ハ
を
添

へ
た
る
徴
證
あ
る
に
て
、
ζ

ノ
ハ
ラ
な
る
上
は
、
「
高
」
を
添

へ
て
も
、
ζ

ひ
フ
と

言

は
ざ

る

こ
と
明

な

り

。
(
|海

之

原
《

ウ

ノ
ハラ
》の
轉
|海

原
《

ウ
ナ
バ
ラ
》に
青

を

添

へ
て

も

、

ア

ヲ

ゥ

ミ

ハ
ラ

と
言

は
ざ

る

が
如

し

。
)

　

次

に

、

タ

カ

マ
ノ

ハ
ラ
は

本
註

に

も
叶

ひ

、
上

諡

そ

の
儘

に

て
正

中

を

得

た

る
か

と

い
ふ

に

、
記

傳

は
、
「
天

は

ア

メ
と
訓

む
ま

じ
き

爲

に
一

ア

マ
を

本

註

し

た

れ

ど

、

タ

カ

と
合

す

る

時

は

、

カ

の

ア
韻

に
合

し

て

ア

マ
の

ア
は
自

除

か

る

ゝ
に

て

、
阿

痲

の

二
字

に
泥

む

べ

か
ら

す

。
　
「
八

尺

鏡

し

の
下

に

「
訓

二
八

尺

-
云

二
八
|阿

多
《

つ

　
》こ

「
訓

レ
咫

云

二
阿

多

こ

の
誤

な

ら

む

と

の
説

)

と
あ

る
も

同

じ

く
、

八

咫

は

ヤ

ア
タ

に
あ

ら

で
、

ヤ

タ
と

、兀三

一二
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訓
む
べ
し
。
す
べ
て
、
本
註
は
本
文
の
訓
そ
の
儘
な
ら
ぬ
も
あ
る
こ
と
、「
男
建
釧
・饕

・諮

建
而
」
と
あ
る
も
、
是
は
タ
ζ

と
訓
ま
ぎ

Q
べ
か

ら
ざ

る

が
如

し
L

云

々
と
説

き

て
、

タ

カ

マ
ノ

ハ
ラ

と
訓

め

り

、.
夂

此

の
詭

を

難

す

る
者

は
、
「
八

咫

も

ヤ

ァ
タ

と
訓

む

が

最

正

し

く

、

タ

カ

ア

マ

を

タ

ヵ

マ
と
言

ふ
は

約
言

に
て

、

タ

ヵ

ア

マ
と
訓

び

こ
そ

正

言

な

れ

。

タ

ケ
ビ
を

多

祁

夫

と
註

ゼ

る
云

々

は
さ

る

こ
と

な

れ

ど

、
本

註

ω
儘

に

て

訓
ま
る
ゝ
者
耋

へ
初
め
て
は
、
何
處
ま
で
も
私
を
加
ふ
る
に
至
る
べ
し
。

「
求
二鍛
人
天
議

羅
-而

躔

レ　㌻

の
る
廠
畢

、

マ
ゥ
ラ
と
訓

め

る

な

ど

も
有

る
ま

じ

き

こ

と

な
り

」

と
言

ふ
。

こ
れ

も

面

白

け

れ

ど

,
當

時

は

タ

ヵ

マ
と
約

言

に

は
言

は
ざ

り

け

む

と

思

は
る

ゝ

徴

據

は

な

く
、
却
つ
て
前
述
の
「
海
原
」
を
萬
葉
集
に
宇
奈
波
良
・宇
奈
原

(卷五
)
阿
乎
宇
護

具

惓
ご

と

(
和
名
抄
に
漁
溟
高

孝

三
餐

と
訓
じ
た

る

は

、
何

ぞ

の
誤

か

)
記

せ

る

に
掾

れ
ば

、

タ

カ

マ
の
約

言

も

、

時

代

に
相

應

せ

る
者

と
言

は
ざ

る

べ
か

ら

す

。
然

れ

ば

、寛

永

本

の
訓

を

瑚

て
、

正

し
き

者

と
定

む

べ
き

な

り

。

タ

カ

マ
ガ

ハ
ラ

は
俗

耳

に
親

み

た

れ

ど

、

ア

マ
ガ

ハ
ラ

と
言

は
ざ

る
上

は
、

其

の
非

な

る

こ
と

論

な

し

。
然

る
を

何

時

程

よ
り

か

ガ
と

稱

へ
し

は

、

タ

カ

マ
を

、

一
個

ω
固

有

名

詞

の
樣

に
思

ひ

な

し

、

ガ

は

、

ノ

よ
り

も
雅

言

な
り

と
す

る
語
感

よ

り

の
事

な

る

が

如

し

。

さ

る

に

て
も

、
寛

永

本

の

博

代

は

、

一
般

に

タ

カ

マ
ガ

ハ
ラ
と

.稱

へ
し

樣

な

る

を

古

傳

を
失

は
ざ

り

し

ゆ

か

し

さ

よ
。

|

タ
ヵ

マ
《
ノ

カ
プ

け
ギ
》

　

但

、「
高

天

能

紳

王

高
御

魂

神

魂

命

能

(
出

雲

國

造

祕

賀

詞

)
」
の
、
紳

王

は

如
何

と

も
あ

れ

、
高

天

は

タ

カ

ア

メ
と

は
訓

み
難

く

、

な

ほ

タ

カ

マ

な

る

べ
く

、

此

は

、「、高

天

の
原

」

と
言

ふ
戒

語

の
耳

馴

れ
ロ
馴

れ

て

h、
の
原

L

を

省

き

て

も

、
意
直

に

と
ほ

る

や
う

に

な

り

た

る
爲

な

る

べ

し
。

さ

れ

ど

、

さ

る
例

乏

し

き

は

、

な

ほ

か

た
言

め
き

て
聞

ゆ

る

ふ
し

あ

り

け

る

に

や
。

高

と

天

と
熟

し

て
な

れ

る
語

と

、
單
純

に
は
説

き

す

て

が

た

し
o

ハ
|成
《

　
》

神

名

(　

四

本

皆

訓

を
異

に

せ

る

も
無

理

な

ら

す

。

此

の
文

字

の
記

法

、
實

は

不

深
切

な

り
。

記

傳

に

、
全

篇

の
記

法

よ
り

考

へ
て
訓

を

下

さ

れ
た

る

,

さ

る
事

な

り

。
「、成

」

を

っ
ナ
リ

イ

ヅ

ル
L
「
ナ

ル
」

と
訓

め

る

は

、
上

の

「
發
」

を

コ
ヒ
ラ

ク

ル
L

と
訓

め

る

に
相

應

し
た

れ

ど

、
完

了

態

に
言

は

で

は
語

を

成

さ
す
。

(
「
所

し

と

い

ふ
字

は

無

く

と

も

)

且

「,イ

ヅ

ル
」

と
訓

み
添

へ
た

る
も

、

記

中

に
例

な
き

こ
と

な

り

。

古
訓

本

「
ナ

リ

マ
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セ
ル
L
は
、
払剛
肇

逋
べ
し
記
蕩

説
に
由
り
て
難
な
し
。
校
訂
本
の

「
震

量

ご

と
訓
め
る
は
、
査

都
蛬

の
段
に

「
所
レ諜

於
レ

黥
鑼

生攣
欝

趣
云穩

鬘

鑓

郵
覆

㎏てり蘿
髴

嚢

歴

す
.
且

「
粢

禦

某
塑

ナ
リ
)」
と
あ
.⇔
に
も
封
を
成
さ
で
否

ハな
れ
ば
、
如
何
あ
る
べ
き
・
「
・茗

ハ
」
圭

格
名
詞
に
訓
む
は
三

本
及
敷

田
氏

の

袤

す
の。
所
に
て
、
下
文
に
も
ト
oく
鏤

nす
れ
ば
、
こ
れ
を
可
圭

し
。
咨

「
神
」
の
字
を

客

」
に
續

く
る
か
・
截
る
か
の
鰻

あ
り
.
ζ

ゼ
續
.＼
.⇔
時
は
、
全
文
の
形
式

「
云
々
ナ
ル
神
ノ
名

ハ
穿

」
轟

名
を
詭
明
す
る
の
み
に
て
・葵

原
二
神
ノ
生
リ
マ
セ
ル
L
藩

醤

畿

謎

藩
糶

細」.轡
纖

鸞

驀
露

雛
一,携
暴

蕪

り
.
校
訂
本
、
外

の

「
所
締

名
」
の
犖

ぞ
、
す
べ
て
左
樣
に
訓

レ
な
夸

、
庇
處

の
み

夛

;

キ
L

と
芸

は
・(「
震

祕
」
は

「
震

D

マ
、ン
キ
」
と
訓
毒

e
る
こ
と
込醐
な
し
.)
此
に

「
所
」
字
な
け
れ
ば
、
證

法
に
訓
む
き

朞

と
定
め
た
る
に
や
・
然
り
・
記
中
用
字
の

仮
と
し
て
、
證

の
動
詞
は
、
上
に

「
所
」
字
な
け
れ
ば
、
下
に

「
之
」
字
あ
る
こ
と
+
中
の
九
な
れ
ど
須

簍

娼
男
命
の
子
孫
の
系
統
の
段
の

如
き
は
、
明
に
庇
の
例
に
反
せ
り
.
古
訓
本
に

「
叉
娶
天

山
簀

紳
妾

名
樊

市
比
攀

享

大
年
攀

迦
之
御
魂
神
こ
と
あ
る
星

子
」

を
、
校
訂
本
は
羇

に
、「
ウ
、弋
マ
セ
ル
掣

」
と
訓
め
る
は
怪
む
べ
し
.
と
も
あ
れ
、
我
筈

訓
本
の
訓
よ
り
は
・
校
訂
本
寄

な
り
と
す
。
此

爪の
段
の
終
に

「
鑿

二刺
國
大
上
神
妾

名
刺
國
蓖

垂

.尹

國
圭
神
亦
名
謂
二大
穴
牟
遲
雲

々
「』
と
あ
る
生
子
な
ど
も

享

何
ま

灘
欝
潺

鱗
謬籍
講
辮
鵜
爨

此
の
訓

篷

に
從
ふ
べ
か
ら
す
。
殘
一わ
二
訓
は
、
言
説
を
以
て
是
非
し
難
き
を
思

ひ
・
此
に
之
を
こ
と
わ
ら
す
・

『
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|二
《

　
》天
之
御
中
圭
紳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　,

(　

寛
永
本

の

「
ア
マ
ノ
」
の
不
可
な
る
こ
と
は
、
本
註

に

「高

ノ
下
ノ
天
テ
訓
ミ
テ
、
阿
痲

ト
云
フ
」
と
特
に
言

へ
る
に
て
明
な
り
。
さ
て
、
ア

メ
と
ア
Σ

幾
何
の
蒙

あ
る
ら
む
。
何
故
に
誓

よ
り
し
て
ア
メ
を
ア
マ
と
誤
り
け
む
。
國
生
の
段

に
、

「
歪

登
都
柱
レ舶
.聾

.嫌
レ測

及

「
天

一
根

嫺
欸

」
と
註
せ
る

「
天
」
は
、
ア
メ
と
訓
む
べ
し
と
記
傳
に
云

へ
る
が
2
篆

本

・
延
佳
本
は
、
之
を
も
ア

マ
と
訓
め
る
は
、
本
註

の
意

を

解

し
得

ざ

り

し

な

り
)

同

じ

く

ア

メ
と
訓

む
此

の

「
天

に

、
本
註

を

加

へ
ざ

る
は
何

ぞ

や

。

之

に

つ
き

て
記

傳

に
曰

は

く
、

　

　

凡

べ

て

、
天
某

と

あ

る

に

、

四

つ
の
訓

あ

り
。

-
つ

に

は
、

ア

メ

の
|某
《
ナ
ニ
》。

一
一
つ

に
は

ア

マ
ノ
某

。

三

つ
に

は

、

ア

メ
某

。

四

つ
に
は

、

ア

マ

　

　

某

な
り

。

(
中

略

)
本
註

の
例

、

ア

メ
ノ

を
訓

む

べ
き

を

ば

註

せ
す

。

ア

メ
某

と
直

に
連

け

て

「
ノ
」

と
訓

む

ま

じ

き

を

ば

、
訓

レ
天

如

レ
天

と

　
　

註
し
、
ア
マ
ノ
と
訓
む
べ
き
註
は
見
え
す
。
其
は
た
ま
く

記
中
に
然
註
す
べ
き
處
は
、
(
の
カ
)無
き
に
や
あ
ら
む
×
別
段
)
下
卷
檜
鋼
宮

　

　

　
の
段

に
、「
石

比
賣

命

嫺
縮

な

ど

も

あ

り

。

　

然

り

。
「
天

之
」
と

あ

る

は

、
「
ア

メ

ノ
」

と
訓

む
者

に

て
尋

常

の
事

な

れ

ば

注

せ

す

。
　
「
天
」
よ
り

直

に
名

詞

に
續

き

て

ア

メ
と
訓

む
者

に

は

、

「
如

レ
天
」

と

注

し

た

る
者

の

如

し
。

さ
れ

ど

、
案

す

る

に
、

此

の
説

は
足

ら
ざ

る
所

あ

り

。

「
天

」

と
あ

り

て

「
ア

メ

ノ
」

と

訓

む

べ
き

に
も

、

「
|天
《
　
》」
の
|下
《

　

　

　
》

に
|動

詞
《

　

つ

　
》

あ

る

か

、
|音
《

　

　

　

つ
》

の
|字

廓

假

字
《

つ

　

　

　

　
》

あ

り

て
も
|本
註
《

　

　

　

　

む

　
》

は
|無
《
ロ

つ
》

き
|例
《む

む
》

な

る

こ

と

、
|印
《

　

　

　
》

「
|天
照
《

ア
マ
テ
ラ
ス
》

し
「
|天
降
《

ア
マ
ク
ダ
ル
》

」

「
|天
津
《

ア
マ
ツ
》」

「
|天
兒
《

プ
メ
ノ
》屋
」

「
|天

手
《

ア
メ
ノ
》力
男

」

の

如

し
。

是

は

ア

メ
と

い

ふ
が
國

語

の
當

時

の
本

體

な

れ

ば

、

そ

の
儘

な

る

は
注

せ

ざ

れ

ど

、
「
天

比
登

都

柱
」
な
ど

は

「
天

津
〔

の

ア

マ
に
紛

る

ゝ

故

に
注

し

、

ア

マ
と

轉

す

る
も

「
天
照

」

「
天

ッ
し

な

ど

は
語

法

上

の
自

然

な

れ

ば

注

廿
ざ

る
な

る

べ
し

。
(
天

神

を

ア

マ
ッ

カ

ミ
と
訓

む

に
註

な

き

は
、
極

め

て
人

に
熟

れ

た

る
語

な

れ

ば

な
り

)
此

の
説

に
し

て
誤

ら

す

ぼ

、

古
訓

本

の

中

に
改

め

ざ

る

べ

か
ら

ざ

る
者
頗

多

く

、
左

の
如

き

も

、

校

訂

本

に

皆

ア

メ

ノ
と
訓

め

る

に
從

ふ

べ
き

な

り

。
　

　

　

　

　

　
-
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

,

　

　

　
|天

御
《

ア
マ
ノ
》盧

塞
豐

秋
津

根

別

　

　

　

　

　
|天
《

ア
マ
》之
|石

位
《

イ
ハク
ラ

リ
》

　

　

　
|天

逆
《

ア
マ
ノ
》手
　

　

　
|天
《
ア
ノ
》若

日

子
　

　

　

　
|天

佐
《

ア
マ
ノ
》具
賣

噛
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|天
沼
《

ア
マ
ノ
》矛

　

　

　
|
天

浮
《

ア
マ
ノ
》橋

　

か

く

て

夲
安

朝

に
至

り

て
、

天
若

日

子

と
言

へ
る

も
、

丹

後

の
天

の
橋

立

と

い

ふ
も

、
天

之

岩
門

と

い

ふ
も

、

天

兒

屋

根
命

、
甚

し

き

は
|天

児

屋
《

ア
マ
コ

ヤ
ノ
》命

な

ど

い
ふ

ア

マ
は

、
皆

訛

稱

な

る
を
悟

る

べ
き

な

り
。

(
|此
《

　
》
の
法

則

、
雨

・稻

・
種

・風

な

ど

の

ア

ェ
列

の
變

に
も

應

用

す

べ
き

が

如

く

、コ
風
木

津
別
之
怨
男
神

調
緬

脂
勧

邪
凶「
な
ど
あ
る
も
、
ガ
ザ
と
訓
む
甥

注
芸

な
り
。)

ホ
|紳
《

　
》

産

菓

日
神

(　

「
カ

ム
ミ

ム

ス

ピ
」

は

、
書

紀

の
神

産

靈

奪

の
訓

を
其

の

ま

ゝ
に
取

れ

る

な

る

べ
く

、

延
佳

本

の
は

、
其

の

昔

便

に
撥

ね
た

る
な

り

。
記

傳

に

「
ミ
」
な

く

て
可

な

り

と

し

て

、
他

書

の
例

を

擧

げ

た

る
は

、
從

ふ
べ
け

れ

ど

、

カ

ミ

ミ

の
同

昔

の
約

な

れ

ば

、

カ

ム
と

は
言

ふ

べ

か
ら

す

と
説

き

た

る

は
、

如
何

あ

ら

ん

。
泥

め

る
心

ち

す
。

へ
|並
《

　
》

獨

神

成

坐

而

隱

身

也

(　

「
並

」

は

「
ナ

ラ

ビ

ニ
」

と
訓

み

て

は
、

後

世

の
訓

な

り

と

て

、

ミ

ナ

と
訓

め

る

は
、

一
理

あ

れ

ど

、

な

ほ

如
何

あ

ら

む

。
「獨

紳
」
を

熟

語

と

見

た

る

、
寛

永

本

は
舊

傳

な

る

べ
く

、
　

但

濁

音

に

「
ヒ
ト

リ

ガ

ミ
」

と
訓

め

る

が

よ

し
。
「
獨

」

を

「
成

」

の
副

詞

と

見

た

る

は

、

下

の
偶

神

に

對

し

て

意

を

な

さ
す

。

さ
れ

ど

、

古
訓

本

の

「
ト
」

と

い
ふ
助

辭

を
削

れ

る
は

、
「
|帥

集
《

ツ
ド
ヒ
》々
フ
」
な

ど

の
例

に

や
。

祕

集

は
、

連

用

言

「
副
詞

」

な

れ

ば

よ

け

れ

ど

,
「
獨

帥

」
と

い

ふ
名

詞

が

「
成

」

に

か

ゝ
る

は

、
何

格

と

見

ら

れ

た

る
に

や
、
逋

す

べ

し

と

も
覺

え
す

。

是

は

必
、
二
L
或

は
「
ト
」

を

添

へ
て
、

副
格

と

せ
ざ

る

べ
か

ら

す

「、隱

身

」

の
訓

は

、

過

去

に
訓

め
る
古

訓

本

に
由

る

べ
し

。

(
讒
長

け

れ

ば

、
次

項

に

い

ふ

べ

し
)
校

訂

本

は

私

な

り

。
上

に

「
而
」

の
字

あ

る
を

見

れ

ば

、
〕
隱

身

L
の
用

言

た

る

べ
き

こ

と
明

な

り

。
「
也
」
を

「
マ
ス
」

と
訓

ま

せ
た

る
は

、

牽
強

な

り
。

敷

田

氏

の
標

註

本

は

、
す

べ

て
古

訓

本

に
掾

り

な

が

ら

、

此
處

の

み

、
上

に
私

に

「
治
」

字

を

補

ひ

て
、「
カ

ク
リ

ミ

テ

シ

ロ
シ

メ
ーシ

キ
」

と
訓

め

る

は
暴

の
至

れ

る
者

な

り
。

ト
=

『『下
【
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第

二
章

　

語

法

上

の

問

題

其

の
一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
一　

接

頭

敬

語

「
ミ
」

イ
|用
《

　
》

言

に
附

け

る
「
ミ
」
　

　
膨

(　

伊

邪

那
岐

命

と
須

佐

之

男

命

と

の
段

に
、

　

　

拔

下
所

二
御

佩

-
之

十
奉

劍
上
　

上

+
二
丁
と
上
二
+
九

丁

と

い

ふ
文

あ

り
。
「
所

御
佩

」

を

古

訓

本

・
延
佳

本

・
校

訂

本

共

に

「
ミ

バ
カ

セ

ル
」

と
讀

め

る

に

、
寛

永

本

の

み

は

、
「
バ
カ

セ

ル
」

と
讀

み

て

、

「
ミ
」
を

添

へ
す

。

叉

大
國

主

紳

の
段

に

、

　

　

思

愛

而
寢

と

あ

る
を

、
延

本

は

「
イ

ツ

ク

シ
ト
思

シ
テ

イ

ネ

マ

ス
」

と

讀

み
、

古

訓

は

「
ハ
シ

ク
思

シ
テ

ミ

ネ

マ
シ
キ
」

と
讀

み
、

校

本

は

門.イ

ツ

ク

シ

ミ

テ
イ

ネ

マ
ス
L

と

讀

み
、

　

　

所

寢

大

紳

を

、

延
本

は

「
|所
《ノ
》レ
|寢
《ル
》」

と

よ

み
、
古
訓

は

「
ミ

ネ

マ

セ

ル
」

と

よ

み
、

校

本

は

「
イ

ネ

マ
セ

ル
」

と

よ

め

り

。

叉
處

々
に

あ

る
、

　

　

婚

(
某

々
紳

)　

　

　

相

婚

　

　

　

　
御

合

な

ど
を

動

詞

に
讀

む

に
、

延

本

は

「
メ

ト
リ
」

「
ミ

ア

ハ
セ

シ

テ
」

な

ど

ゝ
し

、

古
訓

は

「
ミ

ア

ヒ
.マ

シ

テ
」

又

は

「
ミ

ア

ヒ
テ
」

な

ど

ゝ
し

、
校

本

は

「
娶
」

は

「
ア

ヒ

テ
」

と

「、
、丸
」

を
削

り

、
「、
御

合
」

信

、
國

生

の
段

は

「
ミ

ア

ヒ

シ
テ
」

と

し

、
忽

穗

耳
命

の
段

は
古

訓

と
同

じ
。
さ

て
寛

永

本

は
、
國

生

の
段

に

「
ミ

ア

ハ
セ

テ
」

と

よ

め

り
。

「
ミ
」

は

、
我

が
古

文

に
數

多

き

敬

語

な

る
に

、
其

の
用
法

、

此

の

如

く
區

々
な

る

は

、
揚

合

々

々
に
因

り

て

、
人

々
の
所

見

異

な

る
が

爲

に

や
。

校

本

「
婚

」
に

は

「
ア

ヒ
」

と

し

て

、
「
御

合
」
に

は

「
ミ

ア

ヒ

マ
シ
」

と
讀

め

る

は
、「
御
」

,

!
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の
字

に

つ
き

て
訓

を

下

せ

る

に

て
、
讀

浜

甚
簡

單

な

れ

ど

も

、
至

れ

り

と

は
覺

え
す

。

抑

此

の

三
種

の
訓

は
、
皆

動

詞

な

る
に

、
動

詞

の
頭

に
「
、弋
し

を

添

へ
た

る
例

、

い
つ

く

に

か
あ

る
。
ド
「
御

行

」
と

い
ふ
名

詞

は

あ

れ

ど

、「
ミ
行

ク
し

と

い
ふ
|動
《

'
》

詞

の
あ

る
を
聞

か

す

。
「
御

榮
」

「
榮

エ

マ
ス
」

は

あ

れ

ど
、
「
ミ
榮

ユ
」
は

な

し
。

後

世

に

至

り

、「
大

御
」

「
オ

ホ

ン
」

「
オ

ン
」

「
オ
」

と

變

じ

て
も

、

乃

至

「
御

」
の
字

を

「
ゴ
」
「
ギ

ョ
し
と

音
讀

し

.
て

も

、
す

べ
て
體

言

に

の

み
添

ひ

て
、

用

言

に
は
添

は

ぬ
定

な

る
を

見

よ
。
」
、
御

出

ナ

サ

レ
L
「,
御

心
配

遊

バ

ス
ナ
」

な

ど

は

「、
出
」
「
心
配

」
と

い

ふ
體

言

に
添

へ
る
者

を

、
「
ナ
サ

レ
」

「
遊

バ

ス
」

に

て
活

か

せ

た

る
者

に

て

、
更

に
紛

ふ

べ
き

節

な

し
。

か

く

て

「
ナ

サ

レ
」

「
遊

バ

ス
」
は
體
言

、

に
附

け

ど
も

、
「
マ

ス
」
「
タ

マ
フ
」

な

ど

は

、
「
成

リ

マ

ス
」

「
生

ミ

マ
ス
」

と

や
う

に

、
蓮

用
言

な

ら

で

は
添

ふ

こ
と

能

は

ざ

る

も

の

な
れ

ば

、

「
ミ

ネ
」

蝋、
ミ

ア

ヒ
L

と

い
ふ
罷

言

に
附

く

こ

と
な

き

も

明

な

り
。

強

ひ

て
言

は

ゞ
、
無

き

語

に
は

あ

れ

ど

、
「
ミ

ネ

セ
ザ

ス
し

「
ミ

ハ
キ

セ
サ

ス
し

と

は
言

は

る

べ
く

や
。
「
ミ

ア

ヒ

シ

マ
ス
」

「
ミ

ネ

シ
|給
《

O
　
　
　
　
　
　
　
　
　O
》
フ
」

と

や

う

に
言

ふ

は

、
差

支

な

き

語
遒

な

り

。

「
ミ

ァ

ハ

セ

シ
テ
」

は

、
拙

の
極

に

し

て
意

味

も
異

れ

ど

も

、
語

法

だ
け

は
誤

ら
す

。

さ

て
、
第

一
の

「
所

御

佩
」

も

、
舊

本

に
從

は
ざ

る

べ
か

ら

す

。
　
「
佩

」

は

「
バ
ク
」

な

る
を

、

サ
行

四

段

に
活

か

せ

て
、
「
バ
カ

ス
」

と

い

へ
ば

「
御

佩

し

な

り

、

そ
れ

に

「
所
」

の

字

を
添

へ
て
完

了

態

に

し
た

る
は

、

「
バ
カ

シ
タ

ル
」
「、
バ

カ

セ

ル
」

に
て

、

文

字
邁

に
敬

意

も
整

へ
る

に
、

何

と

て

、

無

用

の

【、
ミ
L

を
ば

添

へ
た

ら

む

。
[、佩

刀

L

な

ら

ば

こ
そ

、
名

詞

ゆ

ゑ

「
バ
カ

シ
し

と

も

「
ミ

バ
カ

シ
」

と

も

い
ふ

べ
け

れ

、
動

詞

に
添

へ
た

る
は

、
先

賢

の
千

慮

の

-
失

な

り

o

ロ
|體
《

　
》

言

に
附

け

る
「
ミ
」

　
|
是
《

(
》

は

、
語

法

上

難

な

き
事

な

が

ら

、
「
御
」

の
字

無

き

に

.
な

ほ
|諸
《ゆ
》本

の
如

く

「
ミ
し

と
添

へ
て
訓

む

べ
き

か

の
論

な

り

。
例

へ
ば

、

　

　

生

二
|子
《
　
》水

蛭

子

一
此
|子
《
　
》者

入

一一葦

船

一而

流

去

、
次

生

二
淡

島

一
是

亦

不

レ
入

ご
|子
《
　
》之
例

一　

上
四
丁

　

　
(
紳

産

欒

日
祕

)
答

告

、

此
者

實

我
|子
《
　
》也

、
於

二
子

之

中

一
自

二
我

手
俣

凶
久

伎
斯
|子
《
　
》也

　

上
四
+
五
ず

此
等

は
諸

本

皆

「
ミ

コ
」

と
讀

め

る

に

、

　

　

所

威

坐

祕

名

八

十

禍

津

日
紳

　

上
+
五
丁
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の

「
名
」
は
、
他
本
は

「
ミ
ナ
し
と
よ
め
る
に
、
校
本
は
渦
津
口
紳
な
る
故
と
て
、
「
ナ
」
と
よ
め
る
、
上
に

「
成
坐
」

の

「
坐
」
を
も
削
り
去
り

延
い
て

「
宇
氣
比
」

の
段
に
、「
所
成
紳
御
名
」
と
若
干
あ
る

「
御
」
を
も
す
べ
て
創
り
去
れ
り
。
是
校
本
の
武
斷
的
讀
法
に
て
、
簡
單
な
る
は
都

合
よ
け
れ
ど
、
し
か
單
純

に
も
あ
る
ま
じ
き
由
あ
り
。
即
記
傳
に
、

　
同
言

の
幾
處
に
も
あ
る
を
、

一
つ
は
委
し
く
書
き
、

一
つ
は
字
を
略
き
た
る
は
、
委
し
き
方
と
相
照
し
て
、
略
け
る
方
を
も
、
辭
を
添

へ
て
訓

む
べ
き

な
り
。
其
の
例
を
言
は
ゞ
、
「
成
坐
流
紬
…之
御
名
者
」
と
い
ふ
語
を
、
「
成
紳
名
」
と
も

「
所
成
坐
紳
名
」
と
も

「
所
成
紳
御
名
」
と
も
書
き

た
る
が
如
き
、
「
所
」
の
字

「、坐
」
の
字

「
御
」
の
字
互
に
略
き
も
し
、
詳
し
く
も
書
け
る
に
て
、
皆
同
語
な
り
。
夂
上
卷

に
、
天
照
大
御
紳
の
詔

に

「、如
レ拜
二吾
前
こ
云
々
。
中
卷
に
大
物
圭
紳
の
御
言
に
、
「
令
レ祭
二我
|御
《
む
》前
一者
」
云
々
。
是
も

「
御
」
の
字
略
け
る
方

に
も
、
必
添

へ
て
訓
む

べ
き
こ
と
著
し
。　
凡
て

「
御
」
「坐
」
「
賜
」
「
奉
」
な
ど
の
字
は
、
多
く
は
略
け
る
に
、
往
々
夂
添

へ
て
も
書
け
る
處
の
あ
る
を
も
て
、
餘
を
も

准

へ
訓
む
べ
し
L
と
言
は
れ
た
る
は
、
田
中
氏
の
正
反
對
の
説
な
る
が
、
此
方
味
ふ
べ
き
が
如
し
。
さ
れ
ど
叉
思

へ
ば
、
傳
の
読
に
從
ふ
陪
は
す

べ
て
の
敬
語
を
、
紳

々
に
野
し
て
添

へ
で
叶
は
ぬ
事
と
な
る
べ
き
に
、
本
文
或
は
記
し
或
は
略
せ
る
は
、
不
規
律
千
萬
な
る
書
例
に
て
、
謹
嚴
な

る
べ
き

こ
の
記
に
は
あ
る
ま
じ
く
も
覺
ゆ
る
を
、
さ
り
と
て
本
文
の
文
字
に
の
み
從
ひ
て
は
、
輕
重
鐔
卑
の
階
級
を
失
す
る
事
實
も
あ
り
て
、
校

本
の
如
き
私
削
私
加
を
敢

へ
て
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
に
至
る
べ
く
、
い
つ
れ
に
し
て
も
、
此
の
問
題
は
決
し
易
か
ら
す
。

之
を
極

め
て
輕

々
に
考

ふ
る
時

は
、
安
萬
侶
に
も
粗
漏
も
あ
る
べ
く
、
叉
前
後
の
關
係
に
て
、
敬
語
を
添
ふ
べ
き
處
は
、
分
る
も
の
な
り
な
ど
言
ひ
濟
し
置
か
む
か
。
何

分
に
も
、
原
則
は
立
て
が
九
き
樣
な
り
。
こ
ゝ
に
は
、
私
斷
を
避
け
む
。

叉
前
の

「
御
合
」

の
如
き
も
、
大
國
主
神
の
段
に
、

　
　
故
其
夜
者
|不
《
ズ
ア
ハ
》

レ
|合《
サ
》而
明
日
|夜
爲
二
御
合
一
《

シタ
マヒ
ミ
マ
ヒキ
》也
　
上
四
+
丁

と
古
訓

の
よ
め
る
、
客
詞
に

「,御
合
」
と
し
、
動
詞
に

「、合
」
と
せ
る
は
、
「
不
合
」
を
ば
校
本
の
如
く

「
ア
ハ
ズ
」

と
敬
語
を
略
せ
る
な
り
や
、

は
た
古
訓
の
如
く

「
ア
ハ
サ
ズ
」
と
|意
《

○
》

を
見
て
訓
む
べ
き
に
や
雙
方
に
道
理
は
存
す
る
な
り
。
(漢
字
の
「
御
し
は
、
本
來
動
詞
に
て
、
他
の
動
詞

ツ
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の
上

に

來

る

こ

と

,
「
御

覽
」
の
例

の
如

し

。

國

語

の

「
ミ
」

の
用

語

と
混

す

べ

か

ら
す

。

故

に
.

前

に
も

「
御
合

」

と

い

ふ
動

詞

の
あ

り

つ

る
は

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　
ゆ

漢

文

の
正

し

薄

用
法

な

り
。
)

.
「
マ

ス
し

「
タ

マ
フ
」

の
事

も

、
「
ミ
」

と
同

じ
く

論

す

べ
き

な

れ

ど

,

重
複

の
嫌

あ

れ

ば

、

本

項

に
附

帶

せ

る
者

と
見

て

、
以

後

も

説

か

す
。

　

　

　

　
　

　

　

　

　

二

　

「
日

バ

ク

一去

々

」

　

「
日

は
く

云

々
」

の

下

に

、
「
ト

云

ヘ
リ
」
「
ト
」

な

ど

あ

る

と

、
何

も

な

き

と

、

三
種

の
言

方

世

に
行

は

れ
た

る
を

、
何

れ

か
正

し

き

な

ど

、

屡

人

の
思

ひ
惑

ふ

こ
と

な

り

。

古

事

記

を
讀

む

に

も

、

此

の
事

、

ま
つ

沙

汰

し
置

か

ざ

る

べ
か

ら

す

。

イ
|本
《

　
》

居
翕

の
説

(　

宣
長

翕

の
説

は
、

古

事

記

傳

第

一
卷

に
詳

な
り

。

其

の
要

「
詔

之
し

「
告

之
」

「
白

之
」

「
告

言

」
「
問

日
」

「
答

言

」

「
議

云

」

な

ど

を

、

字

の
儘

に
、
蕁

常

の

如
く

訓

ま

む

に

は

、
(
「
問

ヒ
テ
日

バ
ク
」

ナ

ド

ナ

ル

ベ

シ
)
古

語

の
樣

に
あ

ら

す

。
「
詔

之
」

【、
告

之
L

な

ど
は

。
續

紀

の
宣
命

に
コ
詔

賜
|都
良

久
《

ツ

ラ

ク
》L

「
勅
|豆
良

久
《

ツ

ラ

ク
》」

な

ど
あ

る

に
依

り

て
訓

む

べ
く

、
「
白

之
」

「
自

言
」

な

ど

は

、

上

卷

に

「
白
|都

良
久
《

ヅ
ラ

ク
》」

と

あ

る

に
依

り

、「
議

云
し
な

ど

は

、
宣

命

に

「、
|
謀

家
良

久
《

ハ
か
リ
ヶ
ラ

ク
》」
と
あ

る
に

よ

り

て
訓

む

べ
し

。

之

に
准

へ
て

「
問

日
」

は

「
ト

ピ
ケ

ラ

ク
し
、
「
誨

告
」

は

「
テ

シ

ヘ
タ

マ
ヒ

ツ
ラ

ク
」

な

ど
訓

む

べ
し

。.
「
ケ

ラ

ク
」

「
ツ
ラ

ク
」

と

い
ひ

て
煩

し

か
ら

む

處

は

、
「
|詔

之
《

ノ
リ
タ
マ
ハ
ク
》
」
「
|白

言
《

マ
ヲ
ナ
ク
》
」

と
訓

ま
む

も

宜

し

。
叉

「
|答

詔
《

ノ
リ
タ
マ
ハ
ク
》
」
「
|答

白
《

マ
プ
ザ
ク
》」

と

「
答

」

を

省

き
訓

み
て

も
宜

し
。

叉

短
き

詞

な

る
は

,
「
|詔

二
之
《

ノ
リ
タ
マ
フ
》云

々
こ

問

二
口

云

々
こ

な

ど

ゝ
も
訓

む

べ

し
。

　

凡

べ
て

「
詔

云

々
」
「
日

云

々
」

な

ど
あ

る
文

を

訓

む
に

は

、
先

初

に

、
「
詔

バ
ク
」

「
日

バ
ク
」

と
訓

み

て

、

そ

の

云

々

の
語

の
終

に
夂

再
「
ト

ノ

リ

タ

マ
フ
」

「
ト

イ

ヘ
リ
」

な

ど

ゝ
い

ふ
辭

を
訓

み
附

く

る
ぞ

、
古
語

の
格

な

る
。

古
書

は

、
皆

漢

丈
絡

に
書

け

る
故

に
、
終

に

は
其

の
字

を

置

か

ざ

れ

ど

も

、
古

語

の
儘

に
書

け

る
物

に
は

、

皆

此

の
辭

あ

り

。

　
　
嚢

「豐
葦
原
斈

秋
長
吾

秋
之
水
齧

云
々
有
祁
蠱

轟

幣

需

瀟

砧
麗

　
　
聾

屁

地
者
云
垂

・地
」
詣

而
桐
誤

一一一

i
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乃
大
穴
持
命
之
|申
給
久
《

)
0
0
》云
々
ト
申
天
叢

調
造

　
　
諸
爨

集

爨

「天
膂

命
乎
遐
寒

囈

」
鑒

(遷
却
祟
親

詞
)

　

　

云
|天

在

良

久
《

　

つ

　

　
》
「
云

々
」
ト
|云

利
《

　

む
》(
續

紀

宣
命

)

　

　
|謀

家

良

久
《

つ

Q

O

つ
》
「
云

々
」
ト
|謀

家

利
《

ヨ

　

　
》
(
同

上
)

　

　

是

東

人

波
常

爾
|云

久
《

O

O
》「
云

々
」
ト
|云

天
《

　

む
》(
同

上

)

　
　
吾
妹
兒
爾
蔀

灘

「云
ご

難

憲

嘉

黶

　
　
里
人
之
吾
丹
|告
樂
《

ヅグ
ラ
ク
》「
云
々
」
|登
《
ト
》人
曾
|告
鶴
《

ゆ
デツ
ル
》同士
ニ

　
　
乎
登
賣
良
我
伊
米
爾
|都
具
良
久
《

ヅ
グ
ラ
ク
》「
云
々
」
|等
《
ト
》曾
伊
米
爾
|都
氣
都
流
《

ツ
ゲ
ツ
ル
》同
+
七

中
古
文
に
も
、
此
の
格
多
し
。

　
　
親

王
の
云
d
け
ら
く
、
狩
し
て
天
の
川
原
に
至
る
と
い
ふ
心
を
よ
み
て
、
盃
は
指
せ
と
云
ひ
け
れ
ば
(古
今
集
)

　
　
楫
取
の
い
ふ
や
う
、
黒
き
鳥
の
も
と
に
白
き
波
を
よ
す
と
そ
い
ふ
(
土
佐
日
記
)

　
　
此

の
男
ど
も
を
呼
ぴ
取
り
て
語
ら
ふ
こ
と
刷
、
思

ふ
樣
に
な
り
な
ば
、
同
じ
心
に
勢
を
か
は
す
べ
き
こ
と
な
ど
語
ら
ふ
に
へ
源
語
王
葛
)

　
さ
れ
ば
、
今
文
章
を
書
か
む
に
も
、
必
此
の
格
を
違

ふ
ま
じ
き
な
る
に
、
今
の
世
の
人
の
心
に
は
、
首
に
既
に
置
き
た
る
辭
を
、
夂
終

に
も
再

言
は
む
は
、
同
言
の
重
り
て
煩
し
く
拙
き
ぞ
と
思
ひ
て
、
終
な
る
を
ば
省
き
て
、
唯

「
ト
」
と
の
み
訓
み
と
ち
む
め
り
。
其
は
中

々
に
、
近
世
の

漢
籍
訓

の
さ
か
し
ら
に
て
非
事
な
り
。
漢
籍
も
、
古
き
訓
點
の
本
に
は
、
皆

「,
ト
イ

ヘ
リ
」
な
ど
ゝ
訓
み
附
け
た
る
を
や
。
唯

「
ト
」
と
の
み
云

ひ
と
ち
め
た
る
は
、
古
今
集
に

「
此
の
歌
は
或
る
人
の
云
は
く
、
柿
の
本
の
人
丸
が
な
り
と
」
|叉
《

　
》
「
奈
良
の
帝
の
御
歌
な
り

と
し

こ
れ
ら
,
|一
《

　
》

つ
二

つ
の
み
な
り
。
抑
此
等
は
、
歌
の
左
の
註
に
て
、
其
の
下
に
語
な
け
れ
ば
、
な
ほ
聞
き
苦
し
く
も
あ
ら
ぬ
を
、其
の
下
に
な
ほ
語

の
あ
る
處
を
「
ト
し

と
の
み
云
ひ
て
は
、
上
も
下
も
調
は
ぬ
語
と
な
る
ぞ
か
し
。
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ロ
|飯
《

)
》

田
武
郷
氏
の
詭

(　
校
訂
古
事
記
の
例
言
に
、
其
の
読
を
收
め
た
り
。
田
中
氏
は
、
之
を
精
確
の
論
と
し
、
千
古
の
疑
團

】
博
に
氷
釋
す

と
い
ひ
て
、
其
の
讀
法
の

楷
式

と
な
せ
り
。
其
の
要
は
、

　
古
事
記
の
讀
法
は
、
序
丈
に
音
訓
並
用
云
々
と
あ
る
を
要
訣
と
す
。
本
居
氏
、
も
は
ら
古
語
を
拾
ぴ
、
參
す
る
に
物
語
の
用
語
を
以
て
し
て
、

之
が
訓
詁
を
作
し
、
或
は
二
字
か
併
せ
て

一
語
と
し
、
或
は
棄

て
ゝ
訓
ま
す
、
臆
に
率
ひ
て
章
を
成
す
に
至
れ
り
。
故

に
其
の
文
理
脈
絡
支
離
し

て
合

は
す
、
撰
者
の
意
と
背
馳
す
る
者
多
し
。
而
し
て

「
臼
云
々
」
の
文
格
の
論
、
拘
泥
極
れ
の
。
其
の
證
と
せ
る
中
に
、
祝
詞
・宣
命
は
、丁
寧

反
復

し
て
紳
人
を
感
動
す
る
を
要
と
す
れ
ば
、
吏
法
の
記
事
と
同
じ
か
ら
ざ
る
は
論
な
く
、
叉
萬
葉
集
の
如
き
も
、
歌
な
れ
ば
特
別
な
り
。
中
古

文
に
は
、
數
種
あ
り
て
悉
く
土
佐

・
源
氏
と
同
じ
き
に
あ
ら
す
。
其
の
徴
は

(諸
風
土
記
に
も
、
此
の
絡
あ
れ
ど
姑
く
置
き
つ
。
)

　
　
(
高
橋
氏
文
)
大
后
譽
給
比
弖
|詔
久
《

　
　
》「
甚
味
清
造
、欲
レ供
二御
食
こ

　
　
(
詔
字
ナ
シ
)
介
レ時
磐
鹿
六
猫
命
白
久
云
々

　
　
(
倭
姫
命
世
記
)
|詔
日
《

O
O
》「
御
供
從
|爾
仕
奉
哉
《

ニサカ
へけコツ
ラム
ヤ
》
」
|答
日
《

　
つ

ッ
》
「
|仕
奉
《

カ
ヘマ
ッラ
》
《

ム
》
|

」

　
　
(
大
同
本
紀
)
有
二
一
帥
一奉
二御
饗
一印
問
二其
地
名
一
|
答
《
　
》、「白
濱
眞
名
胡
國
」

　
　
(
竹
取
物
語
)
大
納
言
起
き
出
で
ゝ
|宣
《
む
む
》
は
く

「
|赫
《

む
》

夜
姫
て
ふ
大
盜
人
の
奴
が
人
を
殺
さ
む
と
す
る
な
り

け

り
」
家

に
少
し
殘
り
た
り
け
る
物

　
　
ど

も
は
龍
の
玉
を
取
ら
ぬ
物
ど
も
に
賜
ひ
つ

　
　
(
筌
穗
俊
蔭
)

山
の
圭
大
に
驚
き
て

「
こ
れ
は
何
ぞ
の
人
ぞ
」
俊
蔭
|答
《
　
む
》
ふ

「
清
原
の
俊
蔭
ま
ゐ
り
來

つ
る
事
は
、
|云
《
シ
カジ
カ
》

々
宣
は
せ
し
か
ば
な
む
」

　
　
そ

の
時
に
山
の
あ
る
じ

「
云
々
し

な
ど
、
指
屈
す
る
に
勝

へ
す
。
本
書
應
問
の
處
、
そ
の
字
句
の
間

に
語
を
訓
み
附
く
べ
き
は
、
相
當
の
記
載
例
あ
り
。

　
　
伊
邪
那
岐
命
|告
《
　
》二桃
子
一
(
中
賂
)
落
二苦
瀬
一而
患
惚
時
、
|可
《シト
》
レ助
ク
|告
賜
《

ノリタ
マ
ヒ
》
レ
|名《
テ
》號
二
意
富
加
牟
豆
美
命
'

、
寫
重
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速

須

佐

之

男

命

白

二
于

天

照

大

御

紳

一
(
中

略

)
|自

我

勝

云

而
《

ナ
ノ
ザ
カ
ラ
ア
レ
カ
チ
ス
ト
ぜテ
シ
テ
》

　

　

八

十

紳

(
中

略

)
|云
《
　
》
(
中
略

)

若

不

二待

取

者

、

必
|將
《ムト
》
レ
|殺
《サ
》レ
|
汝

云
而
《

ヲ
イ
ヒ
テ
》

　

　
|詔

之
《

ノ
リ
タ
マ
ハ
ク
》

「
(
中

略

)

故

此

地

甚

吉

地

」
|詔

而
《

ト
ノ
リ
タ
マ
ヒ
》
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

'

|

マ
テ
シ
タ
マ
ハ
ク
《

マ
サ
ム
ト
　

ハ

ト
マ
ナ
シ
テ
》

　
　
(雄
略
天
皇
)
　
白
恐
我
大
紳
有
二宇
都
志
意
美
-者
不
レ覺
白
而

　
　
伊
邪
誕

大
黥

.窮

略
)
吾
者
爲
二禦

之
磔

唾

到
ρ坐
竺
紫
島

之
橘
小
門
之
阿
護

钁
聾

塵

而
.

　
　
於
|是
詔
之
上
《

ノリ
タマ
ハク
》瀬
者
瀬
速
、
下
瀬
者
瀬
弱
|而
《トテ
》
、初
於
二中
瀬
-隨
迦
豆
伎
而

　
　
大
御
紳
詔
、
汝
者
不
可
在
此
國
|而
《トテ
》
、
紳
夜
良
比
夜
良
比
賜

　
　
沙
本
毘
古
王
|謀
日
《

　
　
》汝
寔
思
レ愛
レ我
者
、
|將
三
《

ムト
ス
》吾
與
レ汝
治
二天
下
-
|
而
《トテ
》
、
㎝

　
　
於

レ
|是
詔
《

ノリ
タ
マ
》
、
|茲
《

ハク
》山
紳
者
徒
手
|直
取
而
《

タ
が
ニにラ
ムト
》
、
|騰
《

テ
》
二其
山
一之
時

　
　
大

日
下
王
不
レ受
-勅

命
一
|
日
《
○
》「
己
妹
|乎
僞
二
《

ヤ
ナ
クム
》等
族
之
下
席
こ
|而
《トテ
》

　
右
の
如
く

「
云
々
ト
云
ヒ
テ
」
と
讀
む
べ
き
と

「
云
々
ト
テ
」
と
讀
む
べ
き
と
二
種
あ
る
な
ど
、
安
萬
侶
の
撰
録
の
文
法
な
⇔
。
何
ぞ
、
文
外

の
辭
を
求
め
て
古
史
を
飾
ら
む
や
。
　
(以
上
原
漢
文
な
る
を
見
易
き
樣
に
改
め
、
且
例
證

に
誤
あ
る
を
正
し
、
語
句
を
も
補

へ
り
。
)

γハ
兩
説

の
批
判

(　
飯
田
浅
即
田
中
氏
の
校
訂
本
の
詭
は
、
安
萬
侶
の
序
文
の
語
を
如
何
程
に
解
釋
せ
る
に
や
明
瞭
な
ら
ざ
れ
ど
も
、
字
あ
れ
ば
必
之
を
讀
み
字
な

き
に
は
語
を
添

へ
て
は
讀
ま
す
と
す
る
直
譯
流
と
も
言
ふ
べ
し
。
　
さ
れ
ど
、
此
に
例
を
引
け
る
中
に
も

「
云
」
を

「
マ
テ
シ
」
「
有
」
を

「
マ
サ

ム
」
と
訓
み
、
「
詔
之
」
の

「
之
」
を
讀
ま
ざ
る
如
き
類
は
、
本
居
翕
の
説
に
從
ふ
も
の
に
て
、
「
御
し
「
坐
シ
」
【、賜
フ
L

な
ど
も
、
多
く
讀
み
添

へ
た
る
よ
り
言

へ
ば
、
五
十
歩
を
以
て
百
歩
を
笑
ふ
者
と
言
は
ざ
る
べ
か
ら
す
。
「
其
與
二史
法
記
事
一不
レ
同
、固
不
レ待
レ論
」
と
い
へ
る
は
、
古
事

記
を
支
那
流
の
叙
述
骰
の
史
書
と
見
た
る
よ
り
の
僻
見
に
て
從
ふ
べ
か
ら
す
。
叉
其
の
證
と
せ
る
中
に
も
、
慥
な
ら
ざ
る
あ
り
。
大
同
本
紀
の
は

画
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「
云

々
加
操

却
」

と
も

訓

む

べ
・丶

(
倭

姫

命

世

紀

の

も

)
竹

蚊
物

語

の
は

如

何

な

る

惡

本
を

ば
見

け

む

、
【、
ナ

リ

ヶ

リ
L
の
下

に

「
家

ノ

ァ

タ

リ

グ

二
今

ハ
逋

ラ

ジ
男

ド

モ

モ
ナ
歩

キ

ソ

ト

テ
」

と

あ

れ

ば

、
|本
《

　

　
》

居
翕

の
説

を

固

む

る
料

と

こ
そ

す

べ

き

な

れ
。

(
竹

取
物

語

は

、
全

篇

コ
ト
云

フ
L

と

打

返

し
言

ふ
文

法

な

り

。

但

し

、
群

本

、

百
頁

に

「
翕

イ

ハ
ク
云

々
」

と

、

と

い

ふ

な
き

が
あ

り

。
)
　
次

に

「
ト

テ
」

の
例

の
第

三
及
第

六

は
、

古
訓

本

の
如

く

、

　

　

大

御

紳
|詔

一
《

ノ
リ
か
マ
》

「
|汝
《
ヒ
》者

不

可

在

此

國

』
|而
《テ
》　

上
+
九
丁

|

イ
ヒ
《

テ
》

　
　
不
レ受
二勅
命
-日
三「
已
妹
乎
僞
二等
族
之
下
席
こ

而
、
取
二横
刀
之
手
上
-而
怒
歟
　
下
二
+
五
丁

|

ノ
リ
タ
マ
ハ
ク
《

ヒ

ト
テ
》

と
訓

む
べ
く
。
第
五
例
は
古
訓
本
も

「
詔
」
と
訓
み
た
れ
ど
、
是
も

「
詔
二茲
山
祚
者
徒
手
直
取
-而
」
と
訓
む
べ
く
、
第

-
例
も
少
し
長
け
れ
ど
、

|

テ
《

ノ
リ
ゴ
チ
タ
マ
ヒ

ト
》

亦
能

は
ざ
る
に
あ
ら
す
。
　
(
古
訓
本
は
、
第
二
例
を
も

「
詔
二
之
云
々
-而
」
と
訓
み
た
れ
ど
、
全
篇

の
例

に
、
下
よ
り
返
ゐ
場
合
に

「
之
」
の
字

を
ば
用
ゐ
ざ
る
が
如
し
。)

　
本
居
翕
の
説
は
、
大
體
に
於

い
て
動
く
ま
じ
き
な
れ
ど
、
拘
泥
し
過
ぐ
る
も
如
何
あ
ら
む
。
飯
田
氏
の
擧
げ
た
る
塞
穗
の
例
の
如
き
は
、
固
よ

り
希
有
な
ら
す
。
源
氏
物
語
帚
木
の
卷
中
川
の
宿
の
段
に
、

　
　
(
源
氏
日

バ
ク

「
あ
は
れ
の
事
や
、
こ
の
姉
君
や
眞
人
の
後
の
親
」
。
(紀
伊
守
)
「
さ
な
ん
侍
る
」
と
申
す
に
、
(
源
)
「
似
げ
な
き
親
を
も
設

　
　
け
た
.り
け
る
か
な
。
上
に
も
聞
し
め
し
お
き
て
、
宮
仕
に
出
し
立
て
む
と
漏
し
奏
せ
し
こ
と
、
い
か
に
な
り
に
け

む
と
、

い
つ
ぞ
や
宣
は
せ

　
　
し
、
世
こ
そ
定
な
き
も
の
な
れ
」
な
ど
い
と
お
よ
す
け
宣
ふ
。
(
紀
)
「
不
意
に
か
く
て
物
し
侍
る
な
り
。
世
の
中
と
い
ふ
も
の
、
さ
の
み
こ

　
　

そ
今
も
昔
定
り
九
る
こ
と
侍
ら
ね
。
中
に
つ
い
て
も
女
の
す
く
世
は
淨
び
た
る
な
ん
あ
は
れ
に
侍
る
」
な
ど
聞
え
さ
す
。
(源
日
バ
ク
)
「
伊

　
　
豫
の
介
は
か

し
つ

く

や
。
君
と
思
ふ
ら
ん
な
」
。

(紀
)
「
い
か
ゞ
は
、
私
の
圭
と
こ
そ
は
思
ひ
て
侍
る
め
る
を

、
好

々
し
き
こ
と
ゝ
某
よ

　
　
り
始
め
て
う
け
ひ
き
侍
ら
す
」
な
ど
申
す
。
(源
)
「
さ
り
と
も
、
ま
う
と
逹
の
つ
き
づ
き
し
く
今
め
き
た
ら
ん
に

お
ろ
し
た
て
ん
や
は
。
か

　
　

の
介
は
い
と
由
あ
り
て
け
し
き
ば
め
る
を
や
」
な
ど
物
語
し
給
ひ
つ
ゝ

(源
)
「、
い
つ
方
に
ぞ
」
。
(紀
)
「
皆
下
屋

に
下
し
侍
り
ぬ
る
を
,
え
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や
罷
り
下
り
あ

へ
ざ
ら
む
L
と
聞
ゆ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　

.

と
あ
る
、
源
氏
物
語
は
叙
述
體
の
物
な
れ
ど
、
中
に
は
對
話
體
に
言
は
ぬ
に
あ
ら
す
。
叉

「
ト
し
と
い
ひ
て

「
イ
フ
」
を
略
す
る
こ
と
は
、
國
語

修
辭

の
法
と
し
て
極
め
て
自
然
な
り
。
少
し
後
に
は
あ
れ
ど
、
今
昔
物
語
な
ど
に
は
特
に
多
し
。

　
　
(百
濟
川
成
)
或
ル
高
家

ノ
下
部
テ
雇

ヒ
テ
語
ラ
ヒ
テ
圏

州
刻

{、己

レ
ガ
年
來
使

ヒ
ッ
ル
從
者
ノ
童
既

二
逃
グ
女
リ
。　

コ
レ
尋
ネ
テ
捕

ヘ
テ

　

　

得

サ

セ

ヨ
L

ト

。
　

下

部

ノ

云

バ

ク

「
安

キ

事

ニ

ハ

ア

v
ド

モ

、

童

ノ

顏

ラ

知

リ

タ

ラ

バ

コ

ソ
搦

メ

・
ド

、

顏

ラ
知

ラ

ズ

シ

テ

ハ

ィ

カ

デ

カ

　

　

搦

メ

ム
」

ト
。

　

さ

て

、

本

居

翕

の

説

は

此

の

如

き

に

、

實

地

に

は

「
日

バ

ク

云

々
」

と

、
「
ト
し

を

も

添

へ
ざ

る

は

、

過

失

な

る

べ

き

か

、

或

は

多

少

の

融

逎

を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ

ば

承

認

せ

ら

れ

九

る

に

や

。

　
　
天
照
大
御
蝶

問
讙

肇

命

略
)
亦
鶴
」綿

乏
士9

璽

釜
神
管

鞋

九
丁

　

　

天

照

大

御

紳

詔

之

「
亦
|遐

二
曷

紳
《

シ
テ

ノ
テ
》一
|
者

吉
《

バ

ケ
ム
》
」

爾

云

々
|罫
《
のリ
》士

二
丁

　
　
故
先
逡
λ

咫
轟

戦

兀
献

、
今
天
鶸

婁

行
、
汝
等
化
金

L
於
是
云
々
擢

　

此

等

は

、
古

訓

本

の
中

に
は

異

數

な

れ

ど

、
我

は
飯

田

氏

の
説

の
如

く

,
之

を

可

な

り

と

す

。
　

夂

「
歌

日

云

々
」

「
御

歌

日

云

々
」

と

い

ふ
揚

合

は

、

歌

詞

の
下

に

「,
ト
云

フ
」

を

添

ふ

る

こ

と
殆

絶

無

に

し

て

、
「
|歌
《
ウ
ク
》日
」
「、
|
歌

日
《

ウ
タ

ハ
》」
、
|御

歌
《

ミ
ウ
タ
》日
L

な

ど

訓

み
、
或

は

「
|御
《

ミ
ゥ
タ
ヨ
》

　
|歌
《
ミ
シ
タ
マ
》

　
|日
《
ハク
》」
「
|歌

目
《

ウ
タ
ヒ
タ
マ
ハ
》
」
《ク
》
|

と

訓

み

て

も

、
な

ほ
歌

の

み

に

て
止

め
た

る
、

此

も

可

な

り

。

　
　
璽

ハ御
火
燒
髪

人
續
-御
歌
-齢

毬

云
々
轄

手

　
　
此
時
御
病
甚
急
爾
御
歌
|日
《
ラ
》「
を
と
め
の
床
の
べ
に
我
が
誓

し
劒
の
太
刀
そ
の
太
刀
は
や
」
|歌
竟
即
《

ト
る
ヘテ
》崩
胴
+
五
丁

　

前

者

は
拙

な
り

。

後

者

は
更

に
拙

な

り

。

な

ど

「
|御
《
ミ
ウ
タ
ヨ
》

　
|歌
《
ミ
シ
テ
ノタ
》

　
|日

云
《

マ
ハ
ク

ト
》

々
|歌

竟
《

ウ
タ
ニ
ァ
ヘ
》
」

と

は
|訓
《

ケ
》

ま
れ

ざ

り

け

む

。

　

　
故

爾
|詔
《
ノ
リ
ク
マ
》

「
|吾
《
ハク
》者

爲

二
日
瀞

之

御

子

一向

レ
日

而
戰

不

良

、
故
|負

二
賤
《

レゆツ
ル
》奴

之
痛
|手

一自
《

ヲ
ナ
モ
》今

者
行

廻

而

背

二
負

日

一
|以

撃
《

ト
チ
ギ
リ
》
」
|期

而
《

タ
マ
じ
テ
》、自

二
南

方

一
廻
幸

之

時

(
中

'



=.一_二

鞭 一難

略
)。
認
ハ㍗
負
二墅

嘉

・チ
餮

・罵
二男
謙

萠
沖
惓
三
丁

も
、
「
詔

バ
ク
」

の
下
に

【、ノ
ル
L
と
い
ふ
語
を
略
し
て
、
單
に

「
噸

ζ

還

シ
テ
」
と
畿

た
る
・
訓
者
の
原
則

に
當
ら
ざ
れ
ど
赤

可
な
り
。

(「
痛
手
ヲ
ナ
モ
」
「
イ
ノ
チ
ス
ギ
ナ
ム
」
は
、
田
中
氏
に
攻
馨

ら
る
ゝ
所
月
)
か
く
て
本
翳

の
訓
法
は
・
我
奮

文
の
撃

褒

麟

鸞

飜

灘

蟷
禍　議
韓

籌

饗

鱒
鬢

官』臨

裁
鱗

て
、
祀
詞
.宣
命
の
如
く

「申

ン
キ
」
「
云

ヘ
リ
」
「
謀
客

ど

と
終
止
芸

揚
僉

る
は
・

;

も
な
き
饋

怪
し
む
べ
し
Q

ま
こ
と

貢

ク
」

の
語
法
は
馨

な
る
に
、
慥
に

「
占

ヒ
キ
」
と
讀
み
添

ふ
べ
き
よ
し
発

ど
る
べ
き
記
鼕

の

裔

所
だ
に
無
き
は
・
豈
怪
む
べ
き
限
に

は
あ
ら
す
や
。
本
翳

は

「其

は
轡
田
時
の
常
習
な
れ
ば
特
記
す
る
必
要
な
か
り
け
む
」
室

一面
は
ゑ

け
れ
ど
・
我
は
・
其
の
御
代
に
さ
や
つ
に

漢
文
讀
の
、
定
り
て
行
は
れ
け
む
と
は
信
じ
得
す
・
さ
れ
ば
・

　
　

伊
邪
那
美
|傘
《ノタ
マ
》
p
へ、
|
愛
《

ハク
》
我
那
勢
命
、
爲
二如
些

者
、
汝
國
之
人
草

百

絞
二殺
千
頭
こ

上
+
三
丁

　
　

霧

邪
那
岐
命
|詔
《
ノリ
㌘
マ
》
「
|愛
《
ヒキ
》我
那
邇
妹
命
、
汝
爲
レ礬

、
五
三

旻

手

五
纂

尽

」
上
+
ご一丁

と
や

つ
に
、此
の
兩
樣
の
讀
方
に
依
れ
9⇔
に
あ
る
ま
ぎ

か
。
我
は
窿

に
嘗

て
は
、飯
田
氏
の
説
・田
良

の
訓
法
に
賛
せ
む
と
す
()
而
し
て
ら

そ
れ
に
は
夂
い
..
ゝ
か
籬

あ
り
。

「
日

云
々
如

昔

」
と
い
ふ
形
式
の
文
の
蓼

は
、

一
ま

古
誰

餔

か
ば

・
直
ち
に
注
意
せ
ら
η⇔
べ

し
.
其
の
形
式
に
て

「
云
々
」
に
て

亘

切
れ
て
、
後
更
に

「
如
昔

」
と
言
ひ
起
す
な
り
や
・
は
琴

の
呈

賄
に

「
莠

云
々
p
・
サ
ウ
日
ツ

タ
」

と

い

ふ
如

く

、

一
連

に
續

く

な
り

や
。

騨
|
羅

講
《

ノリタマヒキ
》鑠

鑼

　
嶽
繭
雛

糠

眤蝿

比
・聽

如
此
流
嫐
刀
鐸

上
三
丁

菟

(露

)
欺
二海
和
藝

　
ク「
(中
略
)
於
レ
是
籔

與
二
叢

歎

い
〕
.
・妃
些

韓

バ上
三
+
二
丁
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於
レ
是
亦
郎
為
諺
亦
我
子
有
二建
御
名
方
神
一除
v此
者
無
也
L
如
臨
郎
忽
彫
,
.
『
五
+
五
丁

　
　
|答
白
之
《

ヘ
マサ
ラク
》「
僕
子
云
々
違
紳
者
非
也
」
如
此
之
白
而
　
上
五
+
六
丁

　
前
の

二
例
は
、

古
訓
本
は
か
く

【,玉

ヒ
キ
L
と
切
o
た
れ
ど
、
後
の
三
例
は
、
噺
續
兩
樣
に
見
ら
る
べ
く
、

而
も

「
如
此
」
の
上
に

「
ト
云

フ
」
と

い
ふ
類
の
語
を
略
せ
る
は
、
是
亦
本
居
翕
の
矛
盾
な
る
べ
き
が
、

(
田
中
氏
校
本
は
、
皆

「
詔
リ
玉

バ
ク
」
「
言

バ
ク
」
と
や
う
に
訓
め

り
)
此
亦
可
な
り
。

　
　
天
讀

雀

鯉

、傭
衝

ナ
ζ

汝
兄
於
朝
夕
美

饗

不
參
出
來
専
汝
藩

蠶

い
,".マ。.鸚

嘉

此
如
踊

聾

後
饕

ハ丁

　
　
其
御
組
息
長
帶
日
賣
命
醵

律
酒
噌巌

、
爾
其
御
㍊
韆

日

「
云
ご

如
レ此
歌
而
獻

天
御
酒
硝炯
仕
六
丁

　

後

例

は

「
歌

日
」

な

れ

ば

、
特

別

な
り

と

や

せ
ら

れ

け

む
。

さ

れ

ど

道
理

は

、
前

の

と
同

じ

こ

と
な

り

。
　

後

例

の

訓

方

に

從

ひ

て

、

前
例

の

「
ト

ノ
リ

タ

マ
ヒ
キ
」

を

削

る
か

、

叉

は

「
ト
」

を

殘

し

て

「
ノ

リ

タ

マ

ヒ
キ
」

を

創

り

去

る
べ

し

。
　

此

の
類

「
日

バ
ク
」

の
讀

方

に

つ
き

て
忘

る

べ
か

ら
ざ

る
材

料

な
り

。

　
　
　
　
　
　
　
　

第
三
章
　

語
法

上

の
問

題
　
其
の
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時

　

の
　

論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　

概

説

　
歴
史

は
過
去
に
存
せ
し
事
の
記
録
な
れ
ば
、
其
の
動
作
は
、
悉
く
過
去
時
な
る
は
言
を
俟
た
す
。
さ
れ
ど
是
は
事
實
上

の
こ
と
に
し
て
、
言
語

も
悉
く
、
過
去
時
を
用
ゐ
て
之
を
表
さ
ざ
る
べ
か
ら
す
と
い
ふ
に
は
あ
ら
す
。
言
語
の

「
時
」
と
、
事
實
の

「
時
」
と
全
然

-
致
す
る
も
の
に
あ

ら
ざ
る
は
、
今
日
日
常
の
語
に
就
い
て
考

へ
て
も
、
容
易
に
之
を
知
り
得
べ
し
。　
例

へ
ば
講
談
の
如
き
は
、
過
去
の
詭
話
な
れ
ど
も
、

一
文

一

章
、
す

べ
て
過
去
に
言
ひ
九
ら
む
に
は
、
間
ぬ
る
く
も
あ
り
、
且
は
聽
者
の
目
前
に
事
實
を
髣
髴
た
ら
し
む
る
こ
と
難
け
れ
ば
、
演
劇
な
ど
の
如

一

、
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く
、
現
在
に
言
ひ
な
し
て
感
興
を
起
さ
し
む
。
之
に
反
し
て
、
お
伽
話
の
如
き
は
、
兒
童
に
了
解
せ
し
む
る
爲

に
、

-
文

一
章
悉
く

「
云
々
シ
タ

ト
サ
」
と
や
う
に
、
過
去
辭
を
添

へ
て
語
り
な
す
な
り
。
此
の
如
く
、
過
去
の
事
を
談
す
る
に
、
既
に
二

法
あ
る
上
は
、
之
を
文
に
記
す
に
も
、

亦
二
法
あ
る
べ
し
。
部
そ
の
講
談
式
な
る
を
叙
述
體
と
い
ひ
、
事
實
を
叙
述
す
る
こ
と
を
主
と
し
、
現
在
時
を
用
ゐ
て
、
事
實

の
現
在
の
推
移
と

共
に
、
讀
者
の
位
置
を
推
移
せ
し
む
る
樣
に
仕
組

め
る
、
所
謂
歴
史
現
在
な
り
。
お
伽
話
式
な
る
を
對
話
髏
と
い
ひ
、
聽
者
を
眼
前
に
置
き
て
、

過
去
に
あ
り
し
事
φ92
、
此
に
轉
説
す
る
な
り
。
竹
取
・伊
勢
・源
氏
な
ど
の
物
語
は
、
大
體
叙
述
體
に
し
て
、
語
部
の
口
誦

、
神
に
白
す
覦
詞
、
此

の
古
事
記
、
大
鏡
、
候
文
の
記
録
な
ど
は
、
野
話
體
に
屬
す
。
吾
人
の
言
語
は
、
固
よ
り

此
の
兩
體

の
ー
を
精
密
に
擇
び
取
る
に
あ
ら
す
。
　
時

に
は
、
兩
體
を
混
じ
用
う
る
こ
と
あ
り
と
雖
、
語
氣
に
於

い
て
、
兩
體
の
際
や
か
に
分
れ
た
る
は
爭
ふ
べ
か
ら
す
。
か
く

て
、時
に
關
す
る
助
動
詞

を
兩
體

に
配
す
る
キ
・
ツ
は
對
話
體
に
、
ヶ
リ
・
ヌ
は
叙
逋
體
に
お
ほ
よ
そ
に
分
れ
九
る
を
、
い
で
本
文
に
就
き
て
細
説
せ
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
　

地

の
文

の
時

　
地

の
文
は
、
阿
禮
が
ロ
誦
に
て
、
語
り
繼
ぎ
言
ひ
繼
ぐ
さ
ま
に
物
せ
し
野
話
體
な
り
。
安
萬
侶
が
撲
録
の
際
に
、
之
を
叙
述
鱧
に
改
め
け
む
と

は
、
想
像
す
べ
き
餘
地
な
し
。
さ
る
は
、
所
謂
音
を
以
て
せ
る
假
字
書
に
、

　
　
(須
隻

男
命
天

鬚

至
二于
心
前
㌦隔
伊
佐
知
嘗

枯
裸

上

　
　
(
八
百
萬
神
共

二
議
リ
テ
須
佐
之
男
命
ヲ
)
祕
夜
良
比
夜
良
比
|岐
《
つ
》同

二
+
六
丁

　
　
故
其
八
上
比
賣
者
如
二先
期
一美
刀
阿
多
波
志
|都
《
　
》同

三
+
七
丁

　
　
(
紳
産
菓
日
命
答

フ
)
自
ご我
手
俣
-久
岐
|斯
《
つ
》子
也

同

四
+
五
丁

　
　
其
美
人
驚
而
立
走
伊
須
須
岐
|伎
《
つ
》同
中

+
丁

な
ど

、
爭

ふ
べ
か
ら
ざ
る
證
徴
あ
れ
ば
な
り
。
又
他
方
面
よ
り
見
る
に
、
本
書
の
文
段
は
甚
瓣
く
、

そ
れ
を
繋
ぐ
に

「
故
」
「
爾
」
「
於
是
5
帥
」

「
爾
即
」
「
是
坦
」
「
故
爾
」
「
故
是
以
」

な
ど
の
語
を
、
う
る
さ
き
ま
で
用
ゐ
た
り
。
　
此
等
の
接
續
的
副
詞
は
、
《
。
の
ロ
語
の

「
デ
し
「
ソ
コ
デ
」
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な
ど
岳

る
も
の
に
三

灘

體
の
特
難

り
・
簍

朝
罐

の
叙
講

な
る
源
氏
物
語
な
ど
に
、
砦

恕

語
の
極
め
て
壅

昼
一。
は
、
文
章
修

、　
　　
　
　　
　
　
　
ー

　　
　ク

辭

の
大

進

歩

と

見

る

べ
き

な

り

。

イ
|文
《

ヘ
ノ
》
末

の
時

(
文
賚

就
き
て
謡

家
の
勢

寛

む
・
ま
つ
'前
項
暴

げ
し

「
隱
髢

」
は

「隱

=
ぞ
動
詞
に
訓

し
と
す
れ
ば
、
「
隱

シ
キ
」
叉
は
「隱

シ
タ

マ
ヒ
キ
」
と
爵

轗

の
過
芒

禦

外
あ
る
べ
か
ら
す
・
寛
永
本
・霍

本
の

「
隱
シ
マ
ス
」
に
て
は
、
後
世
の
姿

讀

の
如
く
、
ユ剛
蝎
ω
撃

書
の
条

の
耐
な
る
に
・
調
ふ
べ
く
も
あ
ら
す
・
凡
、
か
あ

恕

条

を
、対
と
訓
め
・⇔
は
本
居
翕

の
大
卓
見
に
し
!し
、
.要

の
姿
も
、
此
に
因

り
て
始

め
窺

れ
乞

も
の
な
り
・
然
る
に
、
田
中
氏
の
校
訂
査

、
後
世
の
婆

雰

に
馴
戔

る
心
よ
り
、
痛
く
之
を
攀

つ
者
の
如
し
。

鄂

「、伊
佐
知
伎
也
」

の
下
を
、　
　
　
　
　
　
　
　
　

、

　
　

蓋

装

青
山
如
糖

霧

河
響

悉
泌
権

鑑

(
中
略
)
萬
物
之
妖
悉
聾

,
故

(
中
略
)
乃
袈

髭

爾
夜
髭
|
賜
也
《

タ
マヒキ
》。
(
中
略
)

　

　

山

川

悉
動

、
國

土

皆
|震
《
フ
ル
フ
》
。
|爾
《
コ
コ
ニ
》(下
略

)

上
+
八
丁

と
訓

め

る

・

こ
れ

は
・
寛

永
本

●
延
佳

套

ど

の
蕉

訓

に

は
、
「
乾

」

を

「
カ

バ
三

カ

ス
」

「
發

」

を

「
オ

コ

ル
」
「
テ
(
オ
)
コ

ス
」
「
賜

」
を

「
タ

マ
フ
」

「
震
」

を

ヲ

ル

フ
L

と
訓

め

暑

な

り

軌

之

を

、
本

居

翁

は

「,ホ

シ
キ
」
「
オ

3

キ
」
「
タ

マ

ヒ
キ
」
「
ユ
リ
キ
」

と
訓

め

る
を

、

田

中

氏
は
巽

の
中
の
二
つ
は
そ
れ
に
從
ひ
・

-
つ
篝

訓
に
、

;

鱗

し
邑

己
の
犖

を
出
し
て
、
か
く
訓
み
定
め
た
る
,
必
想

田
の
欝

あ

り
て
な
る
べ
け
れ
ど
・
我
は
警

、
之
を
發
見
す
る
こ
と
能
昼

グ
。
更

に
、
須
隻

男
命

塞

行
の
段
は
、

　
　

・,諦
・.戦

.悳

.(藻

ナ摘

覬

藹

はモ
韲

悪
轟

韈

後
)不
止
麟

.天
奨

御
墾

二己心服
曇

中
略
)
天
衣
織
境

籥

於
・

　
　

穩

塗

舞

.(剤
難

)故
於
是
民
照
大
御
鷲

帰̂閉
二天
石
屋
磊

刺
莓

理
踵
晦
磐
璧

食

中
略
)
弗咼
妖
悉
發
、
.疋以
八

　
　
　
百
萬
紳

(
下
略
)
上
二
+
四
丁

と
訓

め

る

・

こ
れ

は

「
轉
」

は

・
篆

杢

,ウ

タ

・
莚

佳

杢

』
ウ

タ

・
ス
L

奮

餮

「
ウ

タ

一ア
ァ

リ
」
、
「
死

」

は

、

本
居

翕

「
、て
ウ

セ
キ
」

'
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勲
加田
氏

「
ミ
ウ
セ
ニ
キ
し

寛

麺
本
は

「
カ
ミ
サ
リ
ヌ
」
、
「
坐
」
は
、
刺

・酬
酬
同
訓
、
寛
了
廻

「
マ
ス
」
、「
發
」
は
、
払剛
段
の
如
く
宵
湘.延

「
オ
コ
ス
」

「
テ
コ
ル
」
掴

「
オ
コ
リ
キ
」
と
訓

め
る
者
な
り
。
案
す
る
に
、
「
轉
」
と

「、發
」
と
の
文
末
よ
り
下
文
に
續
く
關
係
を
見

る
に
、
「
轉
」
の
方
慥
に

切
れ
、
發
の
方
下
文
に
續
く
勢
強
し
と
は
、
誰
人
も
思
は
れ
ざ
る
べ
き
に
あ
ら
す
や
。
而
し
て
事
實
は
む
し
ろ
反
對
に

「
轉
」
の
方
は
下
文
に
續

き
、
「
發
」
の
方
は
慥
に
切
れ
た
り
。

其
の
故
は

「
發
」
の
下
は

「
是
以
」
と
い
ふ
接
續
の
語
あ
る
に
、
「
轉
」
の
方
は
無
き
こ
と
是

-づ

、「
轉
」

は
形
容
詞
な
れ
ば
、
制
と
い
ふ
過
去
は
略
す
べ
き
に
、
「
發
」
は
動
詞
に
て
、
然

る
こ
と
能
は
ざ
る
是
二
つ
。
更
に
言

へ
ば
、
「
轌
」
は
下
に
續
く

語
氣
強
く
、
蓮
續
せ
る
物
語
體
の
處
な
れ
ば
、
こ
ゝ
は
少
し
叙
述
體
の
語
氣
を
交

へ
て
、
「
ウ
タ
テ
ァ
リ
」
と
本
居
翕
の
訓
め
る
、
最
適
中
せ
る

も
の
を

や
P
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

,

　
次
に

「
死
し
を

「
カ
ミ
サ
リ
ヌ
」
と
訓
め
る
、
織
女
の
上
に
は
、
ま
つ
此
の
語

ふ
さ
は
し
か
ら
す
。
叉

「
ヌ
し
と
完
了
に
言

へ
る
も
、
舊
訓
に

は
例
あ
れ
ど
も
、
全
體
の
文
の
封
話
體
な
る
よ
り
見
て
極

め
て
當
ら
す
。
此
の
外
、

　
　
璽

礎

.(古
訓
「
ヲ
ヱ

コ
ヤ
セ
ル
」)
禦

悉
寤
起
之
(箪

3
.
)
帖
諜

　
　
耋

二
兄
槧

弟
師
杢

蒔

禦

慧

(古
訓
「
ツ
カ

レ
タ
リ
キ
」)爾
瞥

同
九
丁

　
　
(
多
簾

毛
埋
)
謚

麩

也
(詁
劃

シ
繭

+
二
丁

　

此
等

も

、
皆

文

の
慥

に
切

れ

た

る
處

に

て

、

キ

と
あ

る

べ
き

な

り

。
|徂
《

ー
》

古
訓

の

「
サ

メ
タ

リ

キ
」

の

「
タ

リ
」

は
|如
《

む

　
》

何

あ

ら
む

。
　
「
サ

メ

オ

キ

キ
」

と
訓

ま

ゝ
ほ

し

く

、
「
惑

伏
し

も

惑

ヒ
伏

シ

シ
」

と

あ

る
べ

く
|覺
《

　
》

ゆ
。

こ

ゝ
に
、

古

訓

に

心
得

ぬ

「
ヌ
」

一
つ
あ

り

。

　
　
因
レ生
-庇
チ

蒹

姦

毒

見
レ灸
而
病
臥
寒

絞
課

N
)多
具
理
飆

鱧

生
帥
名

(中
略
)
故
伊
邪
饗

神
喬

レ生
二火
紳
邃
紳
避
坐

　
　

也

上
八
丁

　

此

の

「
カ

ム
サ

リ

マ
シ

ヌ
」

は

、
|校
《

○
》

訂

本

も

、
敷

田
本

も

之

に
從

ひ
た

れ
ど

も

、
必

本

居
翕

の
過

失

に

て

、
「
マ
シ
キ
」
と

あ

る

べ
き

處

な

る

べ

く

思

は

る

。
前

の

「
ヤ

ミ

コ
ヤ

セ

リ
」

は
、

下

に

「
其

の
時
」

と

や

う

に
續

く

處

な

れ

ば

、

是

に

て
宜

し

く

、

キ
と

は
言

は
れ

ざ

る

な

り
。

「
ツ
」

.
一
一
-
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も

と
い
ふ
文
末
あ
る
は
、
前
の
假
字
書
の
例
に
て
明
な
る
が
、
そ
は
八
十
祕
の
八
上
比
賣
を
婚
は
む
と
し
て
云
々
と
い
ふ
よ
り
、
大
國
主
紳
の
成
功

ま
で
の
長

き
物
語
を
し
て
、
八
上
比
賣
の
事
は
忘
れ
て
結
末
を
せ
ざ
る
に
因
り
、
こ
ゝ
に
改
め
て
説
明
的
に
再
之
を
提
出

し
、
さ
て
下
に

「
故
其

八
上
比
賣
者
雖
二
率
來

こ

と
續
く
る
、
承
前
起
後
の

一
文
に
て
、
他
の
事
實
と
同
樣
に
語
れ
る
者
に
あ
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
之

と
同
じ
き
は
、

　
　
天
若
口
子
持
一一天
紳
所
賜
天
之
波
士
弓
天
之
加
久
矢
一射
二
|殺
其
《

シツ
》雉
～
爾
其
矢
自
ご雉
胸
-逋
而
逆
射
上
|遽
下
《

リ
キ
》
坐
二天
安
河
之
河
原
-天
照
大
御
紳
高

　
　
木
紳
之
|御
所
《

ミロセト
ニ
》
上
上
五
+
丁

に
て
、
「、射
殺

シ
ッ
」
よ
り
直
に
「、其
ノ
矢
」
に
續
き
て
、
今
の
文
の

「
射
殺
シ
ツ
ル
|其
《

○
○
》
ノ
矢
」
な
ど
い
ふ
言
樣
の
處
に
當

る
に
て
、
諸
訓
の
都
べ

て

一
致
せ
る
も
奇
な
り
。
(
但
、
「
遽
」
を
延
本

「
オ
ヨ
ベ
リ
」
校
本

「
イ
タ
ル
」
と
訓
め
る
は
非
に
て
、
そ
れ
に
て
は

「
殺

シ
ツ
」

の
訓
、
殺
さ

れ
果
つ
る
な
り
。)

叉
、　

　
　

ヰ
校
本

|

ヲ
《

レ
ソ
ル
》

　
　
吾
心
恒
負

自
レ虚
翔
行
黙

衾

足
不
得
渉
琳
+
四
丁

は
共

に
非

な

り
。
「
オ

モ

ヘ
リ
し

と

よ

む

べ

し
。

さ

れ

ど

、

　

　

如

レ
庇

歌

而

拔

レ
刀

一
時
|打

殺

也
《

コ
ロ
シ
ツ
》。

然

後

將

ード撃

一
|
脊

美
《

　

く
》毘

古

-
之

時
歌

日

中
八
丁

　

　

(
本

牟

智

和

氣

王

の
段

)

引

ご
越

御

舵

-逃
|上

行

也
《

ノ
。ボ
",イ
ブ
マ
シ
》
。
|於
《

ツ
》
是

覆

奏

言

な

ど

は

、
敷

田

氏

・
田

中

氏

の

一
致

す

る
所

な

れ

ど

も

、
諾

ひ

が

九

し
。

一
段

の
話

の
切

れ

た

る
處

に

て

、

必

キ

と

云

ふ

べ
き

な

り

。

叉

、

　
　
還
來

尾
窗

天

二
|
坐
告
《

マシツ
》
所
期
美
夜
受
比
責
之
計

於
レ
是
獻

天
饗

乏

璽

皿
+

　

こ

の
方

は

、
古
訓

あ

し

く

、
校

本

よ

し

と

い
.幽
べ
し

。
「
ヶ

リ
」

を

地

の
文

に
用

う

る

こ

と
有

る

べ
き

か
。

古

訓

本

に

　
　
故
爾
於
季

陪
弼

峯

迦
轟

臟

垣
㌫
或

弟
毒

斯
二
人
故
鑑

二八
咫
烏
-問
三

入
白

中
手

　

　

(
熊

襲

の

弟

建

を

)

印

如

ご
|熟
《
ホ
マソ
チ
》
㌦瓜
一
振

拆
|而
《バマ
》
…
|殺

也
《

ロ
シ
タ
マ
ヒ
》
。
|故

自
《

キ

ヨ
リ
ゾ
》一甲其

時

一
稱
…二
御
|名

一
謂

二
《

マ
サ
シ
ケ
ル
》倭

建
|命

一
《

ト　ハ
》中

四

十

八
丁

'
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と

あ

る

「
有

」

は

、
田

中

氏

の

「
ア

リ
」

と
訓

み

た

る

は

、
聞

ゆ

る

や
う

に
も

あ

れ

ど

、

な

ほ

「
ア

リ

キ
」

と

す

る
が
穩

當

な

ら

す

や
。
　
「
ア
リ

ヶ

リ
」

は

叙
述

體

な

る
を

、
全

鱧

の

キ
の
中

に

、

=

-取

り

交

ふ

る
理

由

は

、
何

處

に

か
あ

ら

む
。
考

へ
得

す

。
「
謂

」

も

田

中
氏

「
マ
テ

ス
」

と

訓

み
、

延
佳

本

は

「
謂

フ
」

と

せ
り

。

と

も

あ

れ

、

此

は
事

柄

と

し

て
説

明

す

れ
ば

足

れ

る
處

な

れ

ば

、
田

中

氏

の
訓

に
從

ふ

べ
し

。

も

し
過

去

に
言

は
む

と

な

ら

ば

、

な

ほ

「
マ
テ

シ
キ
し

と

あ

る

べ
き

な

り
。

序

に
云

ふ

「
其

ノ
時

ヨ
リ

ゾ
」
「
|倭
《

O
》

建
命

ト

ハ
」
の

ゾ

ハ
の
|類
《

　

　

ぞ
し
》

は

、
本

居

翕

好

み

て
用

ゐ
た

れ

ど
臭

味
あ

り
。

さ
樣

に
訓

む

べ
き

者

な

ら

ば

、

よ

も

.
此

の
如

き
漢

文

に
は
物

せ

ざ

ら

ま

し
。

無

く

て
叫

は

ぬ
助

辭

な

ら

ば

、
漢

文

に
仕

立

て

ゝ
も

、
國

人

の
目

に

は
明

に
認

め

ら

る

ゝ
譯

な

れ

ど
、

さ
も

な

き

ハ
ゾ
な

ど

、

最

尋
常

な

る
國

文

に

は
無

く

て
逋

ず

る
者

ま

で

、
添

へ

て
訓

む

べ
き

理

由

は
萬

々
あ

る

ま

じ
き

な
り

。

　

田

中

氏
校

訂

本

、
大

體

は
寛

永

本

・
延

佳

本

に
傚

ひ

て
、

文
末

を

動

詞

の

み

に

て
結

び

た

る
者
多

し

。

事

柄

と

し

て
叙

べ

た

る

は

、
固

よ
り

然

あ

る

べ
き

こ
と

な

れ

ど

、

　

　

(
兄

宇

迦
斯

を

)
爾

即
控

出
|斬

散
《

ハフ
リ
キ
》
。

故

其

地

謂

ご
宇

陀

之

血

原

一也

中
六
丁

　

　

妹

豐

鉦

比
賣
|命

拜

二
祭
《

イ
ツ
キ
マ
ッ
リ
タ
マ
》

　
|伊
《
ヒ
キ
》勢

大

紳

之

宮

一也

(
中

略

)

次

倭

日

子
命

此

王

之

時
始

而

於

レ陵
|立
《
タ
テ
キ
》
ご
人

垣

一
(
古

訓

「
タ

テ
タ

リ

キ
」
)
中
ご
+
六
丁

　

　

(
印

色

入

=
子

命
)

部
坐

三
其

宮
|一

定

二

河
《

サ
ダ
ノ
タ
ロたヒ
キ
》上
部

一
也

中
三
+
三
丁

　

此
等

を

し

も

【、
イ

ツ

キ

マ
ッ
リ

タ

マ
フ
L

「
立

ッ
」

「
定

ム
」

と
訓

め
る

類

は

、
改

悪
退

化

な

り

。

さ

て

「
拜
祭

」

を
倭

比
賣

命

の
段

に

、
古
訓

本

に

は

、
前

と
同

じ
く

「
祭

リ

タ

マ
ヒ
キ
」

と

あ

る

に
、
記

傳

の
方

に

は

「
マ
ッ

リ

タ

マ
フ
」

と

あ

る

は

、
何

ぞ

の
誤

な

る

べ
し

。

又

岩

屋

戸

の

段

に

「
因

レ
此
而

常

夜

徃

」
と

あ

る

「
ユ
ク
」
は

、

諸

本

一
致

せ
る
訓

な

る

が

(「
常

夜

」

は
、

延

佳

本

は

「
ト

コ
ヤ

ミ
」
)

其

の
可

否

を

、

理

由

と

共

に
、
今

研

究

中

に

あ

る
を
以

て

,
此

に
言

は
す

。

ロ
|文
《

丶ノ
》

の
中

の
時

!丶　
文
の
中
部
連
體
法

.
前
提
法
そ
の
他
に
用
ゐ
た
る
助
動
詞
も
、
文
末
な
る
と
異
な
る
筋
は
無
け
れ
ど
、
本
末
の
み
の
沙
汰
に
限
る
こ
と
な
ら
ね
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ば

、
聯

此

に
言

は

む

と

す
。

古
訓

本

に

、

　

　

故
|其

所

神
避
《

カ
ム
サ
リ
マ
シ
シ
》之

伊
邪

那

美
|紳

者

葬
《

サユ
ロカ
ク
シ
マ
ツ
》
・
|出
《
キ
》雲

國

與

二
伯

伎

國

一堺

比

婆

之

山

上
也

上
九
.丁

　
　
黒

,謬

者
富
良
富
驫

響
外
鬚

夫
須
義

縲

如
レ些
・蟻

葦

暮
議

蓼

麩

蔑

壑

爾
蛬

咋
・持
其
鳴
鏑
纂

而

　
　
蕃

(中
略
)菱

大
神
奮

"ぎ

懇

↓出
二韮

野
裁
犯
+

　

　
|所
《
ツ
ケ
タ
》
ご
|
著

針
《

リ
シ
バ
いノ
》
一
|魔

者
《

ヲ

ハ
》
云

々

中
二
+
八
丁

　

　

如
レ
此

逗
留

之

問
|其

所
《

ハ
ラ
マ
セ
》
レ
|姙
《
リ
シ
》之

御

子
|既

塵

中
《

ア
レ
マ
シ
ス
》
三
+
六
丁

　

　

倭

建

命

自

レ
河

先

上

取

二
佩

出

雲

建

之
|解

置

横
《

ト
キ
オ
ケ
ル
》刀

-而

中
四
+
八
丁

な

ど
あ

る
中

に
、
「
紳
避

リ

マ
シ

、
」

は
過

去

に

て
可

な
り

o
「
來

テ
云

ヒ
ヶ

ル

ハ
」
は

、
校

本
「
云

バ
ク
」
と

あ

る

に

て
事

足

れ
ど

、
「
ケ

ル
」

必

否

な

る

に

は
あ

ら

す

。

但

下

を

「
|言
《
　

　
》

フ
故

二
」
と

訓

ま

ば

、
上

も
「、云

バ
ク
」
と
あ

る
方

整

へ
り

。
　

其

の
,下

は

「
踏

メ
バ
」
「
落

チ
隱

リ
入

ル
問

二
」

と

も
訓

む

べ
く

、
「
入

リ

ヌ
ル
」

と

、
唯

完

了

に

も
言

ふ

べ
し

。
「,身

失

セ

ヌ
ト
思

シ

テ
'

は
、
此

の
外

に
訓

法

な

く
難

な

し
。

「
針
著

ヶ
タ

リ

シ
《
　
》
|
」

「
ハ
ラ

マ
セ

リ

シ
」

の

シ

は

、
|共
《

.○
》

に
非

な
り

。

過

去

に

せ
し

動

作

を

言

ふ
場

合

に
あ

ら

す

。
　

校

本

に
「
著

ヶ

タ

ル
」

「
ハ
ラ

メ

ル
」

(
夂

は
コ
ハ
ラ

マ

セ

ル
L
)

と
訓

め

る
そ

よ
き

。

「
解

キ
置

ヶ

ル
構

刀

」

は

よ
し

。
　

延

佳

本

は
「
ト
キ

オ

キ

シ
」
と

あ

る

も

言

は

る

ゝ
所

な

れ

ど

、
古
訓

の
方

勝

れ

り

。

　

　
　

　

　

　
　

　

　

三

　

詞

の

文

の

時

　

叙

逋

體

の
文

中

に
あ

る

「
詞

」

は

「
地
」

と
異

な

る
處

多

け

れ

ど

、
本

書

の
如

き

は
、

兩

者

の
懸

隔

少

き

な

り
。

さ

れ

ど

、

ま

た
注

意
を

要

す

る

こ
と

あ

り

。

今

は
、

助
動

詞

を

標

準

と

し

て
言

は
む

に
、

イ

「
シ
《

　
》
|

」

(　
「
シ
」

の
誤

用

は

、

諸

家

の
訓

に
、
前

段

と
等

し
く

之

あ

り

。

古

訓

本

に
、

　

　

於

是

こ
柱
紳

議

云

今
吾
|所
《
ウ
メ
リ
》
レ
|生
《
シ
》之

子
不

良

(
校

本

【三
生

メ

ル
L
)
上
四
丁
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伊
邪
那
岐
命
語
詔
之
、
愛
我
那
邇
妹
命
吾
與
レ
|
汝
所
作
《

ツク
レリ
シ
》之
國
未
作
竟

(校
本

「
ツ
ク

レ
ル
し
)
上
+
一
丁

の
類
は
、
校
本
の
訓
正
し
。
過
去
の
動
作
に
あ
ら
す
。

　
　
(
埀
仁
)
夂
問
二其
后
-日
、
汝
|所
《
カ
タ
メ
》
レ
|堅《
シ
》之
美
豆
能
小
佩
者
誰
解

4、
三
+
七
丁

の
如
き
場
合
に
こ
そ

「
カ
タ
メ
シ
」
と
は
言

ふ
べ
け
れ
。

の

「
キ
」

(　
封
話
體
な
る

「
詞
」
に
、
過
去
を

「
キ
」
と
い
ふ
は
當
然
な
れ
ど
、
多
く
の
場
合
に
、
自
己
の
上
な
ら
で
他
事
な
る
に
注
意
す
ぺ
し
。
自
己
の

動
作
に
つ
け
て
言
ふ
博
は
、
そ
れ
に
對
す
る
現
在
動
作
必
存
す
る
に
て
,
然
ら
ざ
る
は
、
實
に
言
語
上
の
過
去
に
あ
ら
ざ

る
證

と
も
す

べ
き
な

り
。
吉
訓
本
に
、

|

ヒ
タ
マ
ヒ
チ
《

ツ
リ
シ
ム
ナ

ヒ
テ
キ
》

　
　
爾
火
遠
理
命
以
二
海
佐
知

一釣
レ魚
、
都
不
レ得
ニ
ー
魚
↓
亦
其
鉤
失
レ海

(中
略
)
火
遠
理
命
答
日
、
「
汝
鉤
者
釣
レ魚
不

・得
二
一
魚
一逾
失
レ海
」

　
　
,,嬬
.葵

髞

遵

鬣

繋

鬣

)
上
六
+
手

と
あ

る

は
如

何

・・
前

の
地

の
文

は

三
人

稱

の
記

事

に

て

「
失

ヒ
タ

マ
ヒ
キ
」

と

あ

る

は
難

な

け

れ

ど

、

後

の

詞

の

一
人

稱

の

に

「
釣

リ

シ
|一
《

　
》こ

も

「
失

ヒ

テ
キ
」

も

、
|思
《

∩

○
》

ひ

切

り

て
誤

ら

れ

た

る

も

の

な

り
。

少

し

く

冷

靜

に

此

の

文

を
讀

ま
ば

、
誰

し
も

、

何

と

な

く
落

着

の
惡

し
き

を
覺

え
む

。

そ

は
「
無

ク

シ

マ

シ
タ
」
「
無

ク

シ

マ
シ

テ

ゴ
ザ

イ

マ
ス
と

い

ふ
現

在

完

了

を

「
無

ク

シ

マ
シ

タ

ッ

ヶ
」

と

、
他

人

の

上

の
噂

に

い

ふ
過

去

に
誤

り

た

る
な

り

。

之

を

文
語

に

は

「
魚

釣

リ

ッ

ル

ニ
」
「
失

ヒ

ッ
し

と

い

ふ

べ
し

。

此

と
同

類

の
詞

を

、

古
訓

本

は
、

大
抵

誤

な

く

「

ツ
」

と
訓

め

る

も

の
を

や
。

　

　

伊

邪

那
美

命

答

日

(,中

略

)
「
吾

者
冖
|
爲
《シツ
》
二
黄

泉

戸

喫

こ

上
十

-
丁

　

　

冊
ワ邪
{.邦
…美

命

-言

「
A
つ
レ
|見
《

セ
ツ
ト
ミ
》し
|辱
《
ハヂ
》
レ
五
|口
《
ニ
》し
上
十
二
丁

　

　

(
小

碓

命

＼
|答

白

廴
《

マ
フ
シ
タ
マ
ヒ
キ
》
、
|
既

爲

二
《

ニ
ツ
ト
》罪
.疑

一
也

」

(
父

天
皇

)

叉
詔

-「
如
|何

渥

疑

囀
《

ネ

ヤ

ツ
ル
》之
」

申
四
+
六
丁
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此
等

を

「
シ
キ
」

「
見

セ

キ
」

な

ど
言

憾

ゞ
如
何

な
ら

む

・

釋

本

は

、
終

の
を

「
、不
ギ

や
」
「
、不
ギ

%
」

と
訓

め

る
、

是

は

ま
た

、

妊
抽き

手

、望

出
し
て
失
策
せ
る
も
の
な
り
。

・↓
.疑

耳
命
)
詔
嚢

蓮

養

五
百
秋
之
水
翼

篆

鬘

蕪

継

特
)
理
㌻
鐸

上
四
+
八
丁

　
　
天
若
早

髪

亦
萎

皆
哭
云

「我
子
者
憂
|

嘱
《
　
》瀞
|照
《ク
》我
君
者
不
レ
|
死
坐
那
《

マシ
ケリ
》理
」
上
五
+
手

ケ

　

リ
r

て謙
欝

鑽

撮
靆
臍轗

糠

繋

提
『轄

べ
魏

.一
)
と

三

)
の
覊

●
阿
理
那
理
を
と
り
三

三

を
嘉

は
叢

寫
毒

正
倉
院
薑

南
蹇

文
・て
の
他
)
に
見

え
砦

萬
葉
撃

奪

餘

簡
三

蓁

不
之
天
阿
梨

利
L
と
あ
る
を
霧

に

「
ケ
リ
」
竺

切
な
し
と
も
菅
p
ふ
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
章
　
特
殊
な
る
漢
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲

概
　
　
説

訓
法

に
就
耄

の
議
論
は
・
い
ま
だ
盡
き
ざ
れ
ど
も
・
婆

と
漢
字
と
に
て
記
述
せ
る
辜

記
は
、
漢
字
の
用
法

ぞ
知
ら
ざ
れ
ば
、
其
の
讀
方

も
議
論
す
べ
か
ら
ざ
る
者
あ
り
・
こ
ゝ
に
、
章
耋

へ
て
、
も
つ
ば
ら
、
攀

の
方
面
斎

究
す
べ
し
。

も鞭
雛

蝶

襲

瀚
ビ矯

鍵

繕

擁

磊
=艶
罎
の癌
難
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用
ゐ
て
、
我
が
言
語
を
寫
し
、
我
が
吏
跡
を
記
す
は
、
難
中
の
難
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
す
。
而
も
、
安
萬
侶
能
く
莓
辭
を
撰
録
し
て
、
三
卷
の
大
文

字
を
成
せ
る
、
そ
の
筆
力
偉
な
り
と
謂

ふ
べ
し
。
安
萬
侶
の
漢
文
に
於
け
る
學
力
は
、
上
表
の
文
に
見
る
べ
く
、
本
文
の
用
字
例
に
は
、
長
く
後

世
の
範
と
な
れ
る
者
あ
り
。
叉
後
世
の
用
法
よ
り
は
、
却
つ
て
漢
字
の
眞
義
を
得
た
る
者
も
無
き
に
あ
ら
す
。

　
而

し
て
、
其
の
誤
用
と
見
ゆ
る
者
、
奇
用
と
驚
か
る
ゝ
者
も
、
そ
れ
ゐ
丶

、

一
種
の
意
義
あ
る
が
如
く
、
國
語
と
漢
字
と
の
關

係

を
辿

る
に

は
、
究
竟
最
古
の
材
料
た
ら
す
ん
ば
あ
ら
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　

同

訓

異

義

　
否
定
副
詞
に
、
「
不
」
「
勿
」
を
適
用
す
る
は
、
漢
文
に
そ
の
例
あ
り
。
「
サ

・
グ
」
と
い
ふ
國
語
に

「
捧
=」
「
螫
已
「
指
擧
」
な
ど
の
字
を
用
う
る

も
難

な
し
と
い
へ
ど
も
、
「
亦
」
「
夊
」
を
混
じ

「
有
」
「
在
」
を
誤
る
が
如
き
は
、
漢
字
を
用
う
る
道
に
あ
ら
す
。
然
る
に
古
事
記
の
本
文
は
、
正

格
な
る
漢
文
を
準
的
と
す
る
者
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
同
訓
異
義
の
字
を
同

】
に
用
ゐ
て
、
少
し
も
憚
ら
ざ
る
風
あ
り
。
蓋
當
時
に
あ
り
て
は
、
意
義

用
法

の
明
な
ら
ざ
る
も
あ
り
け
む
こ
と
、
千
餘
年
を
經
た
る
今
日
の
實
況
よ
り
し
て
も
想
像
せ
ら
る
。
國
文
に
於
け
る
漢
字
に
は
、

-
個
特
殊
の

用
法

を
認
定
す
べ
き
者
な
る
べ
し
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

.　
　
　
　
　
　
　

.

　
　
然
坐
|者
恐
立
奉

上
《

カ
シ
づシタ
テマツ
ラ
ム
》二
+
八
丁

　
「
恐
」
は
動
詞
な
り
。
「
カ
シ
コ
ム
」
と
訓
す
る
は
さ
も
あ
れ
ど
、
形
容
詞

「
カ
シ
コ
シ
」
に
用
う
る
は
張
ひ
た
る
者
な
り
。
「
可
恐
」
と

「
可
し

を
添

ふ
る
が
、
漢
字
の
法
な
り
。　
「
畏
」
の
方
は
、
稍
形
容
詞
に
近
か
る
べ
き
か
。
凡
漢
字
は
、
動
詞
に
も
形
容
詞
に
も
、
同
形
に
て
相
轉
用
す

る
看
多
き
よ
り
、
我
が
國
人

の
、
今
も
此
の
區
別
を
眼
中
に
置
か
ざ
る
者
多
き
は
、
却

つ
て
漢
字
の
本
義
に
叶

へ
る
に
も
や
あ
ら
む
。
此
の
類
の

用
例

は
、
事
煩
し
け
れ
ば
他
は
措
き
つ
。

　
　

亦
僕
子
等
百
八
十
沸
者
、
印
八
重
事
代
主
紳
爲
二祕
之
御
尾
前
-而
仕
奉
者
、
|違
紳
者
非
《

フ

ヘ
アラジ
》也

上
五
+
六
丁

"

,
「
何

二
非
ズ
」
と
副
格
名
詞
を
受
く
べ
き

「
非
」
を
、
圭
格
よ
り
直
に

「
不
有
之
」
老
續
く
場
合
に
用
ゐ
た
る
、
今

の
初
學
者
も
往

々
す
る
誤

麑　
-　聿
誇　　
p
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な
り
Q

　
太

子
憲
法
第
+
二
條
に
、
國
|非
《
つ
》二二
君
一民
無
二兩
主
-と
あ
る
非
の
字
も
,
同
用
法
な
る
が
、
太
子
傳
李
氏
勘
文
に
は
、
靡
に
作
れ
り
。
然
ら
ば

「
國
二
君
な
く
」
と
|訓
《

O
Q
》

む
べ
し
。

承
安
三
年
書
寫
の
三
千
院
藏
本
に
は

「
非
」
と
し
て

「
爪
」
と
右
下
に
訓
し
た
る
は

「
ア
ラ
ズ
」
と
訓
め
る
な

り
。
大
系
本
は

「
非
」
と
し
、
水
戸
校
本
は

「弗
」

に
作
る
。

　
　

n
子
番
能
邇
邇
藝
命
將
二天
降
-之
時
、
居
二天
之
八
衢
一而
上
光
二高
天
原
一下
光
一・葦
原
中
國
一之
紳
|於
《ニ》レ
|是
有
《

ココアリ
》
、
故
爾

天
照
大
御
紳
高
木
祕
之

|

レ
《

ニ
》

　

　

命

獄

、

謂

二
天

宇
受

賣

紳

-汝

者

雖

レ
有

二
手

弱

女

人

一
與

二
伊
牟

迦
布

神

-
面

勝

紳

上
五
+

八
丁

　

記

傳

に

「
於

是

有

は
左

二
于

些

の
意

な
り

、

上

に
既

に
居

天

之

八
衢

而

と
あ

り

て

、
叉

か
く

云

へ
る

は
、
於

是

て

ふ
言

衍

り

て
聞

ゆ
。

古

語

に

は
、

か

く

も

云

ひ

し

に

や
」

と
あ

り

。

在

于

此

の
意

を
於

是
有

と
書

け

る

な

ら
ば

、
下

の

「
雖

有
」

の

「
有

」

の
字

と
共

に
誤

れ
り

。

(
漢

文

は

,

雖

手

弱

女

と

あ

る

べ

き

な

れ

ど

、

こ

ゝ
は

「
タ

テ

ヤ

メ

ニ
ア

レ
ド

モ
」

と
|直
《

O
O

O
》

譯

せ

る

な
り

)
案

す

る
に

、

此

の

「
於

是
有

」
の

「
於

是
」
二
字

、

衍

な
り

と

い

ふ
説

を
受

け

た

る

に

や
。

田

中

頼

庸

氏

は
、

私

に
割

除

し

池

れ

ど

,
諸

本

皆

此

の

二
字

あ

り

。

も

し

は

「
於

是
」

は

強

め

の

副

詞

に

て

、
【、有

L
は

【、
有

云

々
之

紳
L

と

い

ふ
意

に

て
、
「
在

」

の
誤

に
は
非

ざ

る

べ

し
.、
(
尤

「
有

」

「
在
」

の
混

用

は

、
此

外

に

も
例

多

し

。

　

　

解

ご
開

其

姨

倭

比

責
命

之
|所
《ル
》レ
|給
《ヘ
》嚢

ロ

ー而

見
者

、

火
打
|有

二
《

ア
リ
》其
|裏
《ニ
》-中
五
+
丁

　

　

其

御

火

燒

之

老
翁
|續

二
《

ッ
ギ
》御
歌

-
|以
《テ
》云

々
是

以
|譽
《ホノ
》
一其

老

人

一部
|給

二
《

ヒ
キ
》束

國
|造
《ヲ
》-也

中
五
+
二
丁

　

「
賜
」

は

「
タ

マ
フ
」

と

訓

す

。
記

中

、

大
抵

「
タ

マ
フ
」

に

は

「
賜

」

を

用

ゐ
た

る
に

、

こ

ゝ
に

「
給

」

と
書

け

る

は

め
づ

ら

し

。
「
給
」

は

「
支

給

」

「
給
與

」

「
家

給

人

足
」
の

「
給

」

な

れ
ば

、

敬

語

に
は

あ

ら
ざ

る

を

、
給

す

る
人

は

、
多

く

在

上

の
長

者

な

る
よ

り

、
敬

語

と

心
得

し

に

や
。

今

俗

の
用
法

も

、
淵

源

遠

し

と
謂

ふ

べ
し
。

夊

【、
續

L

は

「
續

松
」

な

ど

の
博

は

「、
ツ
グ
」

と
訓

め

ど

、
概

し

て

は

「
ツ

寸
ク
」

な

る
を

、

こ

ゝ

に

は

「
次

」

「
嗣
し

の

「、
ツ
グ
し

に
用

ゐ

た
り

。

(
ツ

"
ク
テ

・
ッ

寸
キ

テ

な

ど

も
訓

む

べ
け

れ

ど

、

な

ほ
然

ら

じ
)
。
「
譽

」

も

「
賞

」

の
方

當

る

べ
し

。
　

　

　

　

.
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橘
比
費
書

之
・
妾
易

御
孔
瀞

入
二海
虫

御
子
者
所
レ繊芝

政
途
監

.零

.慰

薯

±

丁

　
上
卷
の

「
易
一-子
之

】
木
-乎
」
の

「
易
」
は
さ
も
あ
れ
ど
、
こ
ゝ
の

「
易
御
子
」
は
、
思
ひ
切
り
た
り
。
さ
れ
ど

「
變
」
「
易
」
「
替
」
逋
用
す

る
例

は
、
萬
葉
に
も
見
え
た
る
事
な
り
。
「
應
」
も

「
宜
」
か

【、須
し
に
て

「
所
遣
」
の
上
に
在
る
べ
し
。

「
應
」
「當
」
「
司
」
「
宜
」
な
ど
、
混

じ
誤

る
こ
と
、
昔
も
今
も
同
じ
と
見
え
弛
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
　

位

　

　
置

　
漢

文
は
、
文
字
の
位
置
に
因
り
て
意
義
定
る
。
顳
倒
法
に
誤
あ
り
て
は
、
聞
え
ぬ
な
る
を
此
の
記
は
昔
訓
並
用
な
れ
ば
か
、
訓
に
由
り
た
る
漢

文
樣

の
處
に
も
、
位
置
の
誤
れ
る
者
少
か
ら
す
。
鎌
倉
獄
後
の
漢
文
の
崩
れ
た
る
者
の
如
き
觀
あ
る
は
、
亦

】
奇
な
り
。

　
　
久
羅
下
那
洲
多
陀
用
幤
琉
之
時
、
如
二葦
牙
一因
|二
《
リ
》
萠
|騰
之
物
《

エ
ル

ユ
》一
|
而
《テ
》成
帥

上
一
丁

ユ

カ

を

ト
《

ノ

リ

,、
マ

ヒ

ソ

ル
》
|

テ

　
　
伊
邪
那
岐
命
詔
之
、
愛
我
那
邇
妹
命
乎
謂
下易
二子
之

】
木
一乎
上
乃
匍
二匐
御
枕
方
一云
々
上
九
丁

　
　
|汝
《ヲ
》所
三
"
|使
二
《

セ
ル
》葦
原
中
|國
《ニ
》一|
者
《ハ
》
、
|言
《
コトム
》
ご
|趣
和
《

ケ
ヤ
ハセ
》其國
之
荒
振
紳
|等
《ト
》-|之者
《

ナ
リ
》也

上
五
+
丁

　
　
天
紳
御
子
之
命
、
|雖
《
F
モ
》二|雪
零
《

アノ
リ
》風|堕

恒

如
《

ケ
ト
コシ
ヘナ
ルゴト
》
レ
|石
而
《

イ
ハノク
》
常
堅
不
動
坐

(中
略
)
宇
氣
比
弖

上
六
+
三
丁

　
「
如
葦
牙
」
は

「
萠
騰
」

に
係
る
語
な
れ
ば
、
「
因
し
の
下
に
在
る
べ
き
が
、
そ
れ
も
、
漢
文
と
し
て
は
い
か
が
な
り
。

「萠
縢
」

の
下
に
在
り

て
も
可
な
り
。
此
の
如
き
國
文
を
、
漢
文
に
直
譯
す
る
は
難
き
故
に
、
日
本
書
紀
に
は

「
有
レ物
若
二葦
牙
一生
二於
筌
中
-因
レ此
化
帥
云
々
」
な
ど

や
う
に
記
せ
り
。
次
の

「
謂
」
は
、
伊
邪
那
岐
命
の
御
動
作
と
見
え
た
れ
ば
、
「
乎
し
の
下
か

「
詔
」
の
下
に
在
る
べ
き
な
り
。
さ
れ
ど
叉
、
こ
の

文
を
正
し
と
す
れ
ば
、
「
な
に
も
の
命
や
子
の

一
木
に
易

へ
た
り
と
謂

ふ
か
」
と
見
て
、
「
謂
」
を
伊
邪
那
美
命
の
御
動

作
と
解
す
べ
き
な
り
。
次

に

「
汝
し
を

「
汝
テ
」
と
訓
み
た
る
從
來
の
諸
家
は
、
此
文
を

「
所
獄
使
|汝
《
　
》於
葦
原
中
國
」
と
解
し
た
る
に
て
、
位
置
誤
れ
る
も
の
な
り
。
さ
れ

ど
、
今
本
文
の
儘
に
訓
す
る
時
は

「
汝
が
葦
原
の
中
つ
國

に
使
せ
る
所
以
は
、
そ
の
國
の
荒
ぶ
る
祕
等
を
言
趣
け
和
さ
む
と
な
り
」
と
な
り
て
《

　
　
》
|

、

亦
邇
す
べ
し
。
余
は
本
文
を
助
け
て
訓
み
置
か
む
と
欲
す
。
次
は
記
傳
の
訓
な
る
が
、
田
中
氏
な
ど
は
内
字
に
從
ひ
て

「
雨
降
り
風
吹
く
と
も
恒
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に
石

の

如

く
L
と
訓

め
り

。

-
見

す

る
に

、
後

説

難

な
き

が

如
く

な

る
を

、

本

居
翕

は

,

わ

ざ

と
國

文
的

に
解

し

て

「
如
卞
雖

二
雨

零

風

吹

-恒

石
と

の
意

な

り

と

せ

ら

れ

た

り
。

余

は

、
是

も
本

文

に
從

は
む

と

欲

す

。

此

の
外

に

、

　

　
天

紳

之

御

子

私

不

レ
可

レ
産

上

六
十
四
丁

　

　
佐

久

夜

一毘
喫買
|一
宿

哉

妊

同
《

ヒ
ト
ヨ
こ
ヤ
ハ
ラ
メ
ル

っ
》

　

　
春

二
佐
那

葛

之
根

-
取

二
其

汁

滑

一而

。
塗

二
其
船

中

之
簀

椅

一
|設
《ナ
》二
|蹈

應
《

こ
テ
ペ
ク
》
す
|仆

而
《

ル
テ
》中
七
+

六
丁

の
第

一
の

は

「
不

可

私
産

」

の
誤

な

る

こ
と
論

な

き

が

、
次

の

は

、
國

文

を

其

の
儘

漢

文

ら

し
く
直

譯

せ

る
も

の
、

(
さ

く

や
姫

、
-
宿

妊

其

乎

ナ

ド
)
。

「
設
蹈

應

仆

」

ま

弛
純
國

文

な

れ

ば

、
其

の
位

置

も

,
彼

此

と
論

す

べ
き

に
あ

ら

す

。

　

　

天
|皇
《
イ
ト
カ
ナ
》

　
|不

三
忍
《

シ
トロオ
モ
ホ
シ
キ
》
　

其

后

　
|
懷

二
《

ハ
ラ
マ
シ
テ
サ
ヘ
》

　
|妊
《
ァ
ル
イ
ト
》

ー
|及
《
ヲ
ウ
ツ
》

　
|
愛
《

ク
シ
ミ
ゴ
モ
》

　

　
|重
《

くシ
タ
マ
ソ
コ
》

　

　
|至
《

モ
ナ
リ
ヌ
》
レ
|
于
《

ル
ニ

ニ
》
二
三
年

・
中
三
+
六
丁

に
到

り

て

は
、
殊

に
、
奇

妙

な

る
書

き
樣

な
り

。

さ

れ

ど

、

古
訓

も

亦

、
頗

疑

は

し

き
訓

み
様

と
言

,幽
べ

し
。

或

は

「
ソ
ノ
后

ノ

ハ
ラ

マ
セ

ル
テ

オ

モ
オ

シ
タ

ヘ
ズ
。
|及
《
ツ
タ
》ミ

ゥ

ツ

ク

シ

ミ

モ
三

年

ニ
ナ

リ

ヌ

レ

バ
」

な

ど
讀

む

べ
き

に

や
。

　

　
　

　

　

　

　

　

　

乙

各

　

　

論

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
辱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　

「
者
」

の

字

五
|冖
《
ハ
》者一爲
二黄
泉
-戸
喫
一
上
十
一
丁

|

是
《ハ
》者
草
那
藝
之
大
刀
也

上
二
+
九
丁

此
二
紳
者

所
二到
其
穢
繁
國
-之
時
、
因
二汚
垢
一而
所
レ成
樹
醐
者
也

上
+
五
丁

此
駲
劃
國
主
等
獻
二大
贄
一之
時

々
、
恒
至
レ于
レ今
詠
之
歌
者
也

中
七
+
四
丁

天
照
大
御
紳
以
二
爲
怪
一細
二開
天
石
犀
戸
一而
、
|内
告
者
云
《

ヨサ
ノリク
マ
ハク
》々

上
二
+
五
丁
ー
二
+
亠ハ
丁

ノ
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、

　

　

(
垂

仁

)

天

皇

…
-
…
|宣

者
取
《

ノ
リ
タ
マ
レ
ツ
ラ
ク
》二其

御

子

-之

時

、
乃

掠

二
取

其

母

王

-
中

三
+
六
丁

　

　

御

祗

命
|哭
乍

求
者
《

キ
ツ
ツ

ゲ
バ
》得

レ
見

上

三
+
四
丁

　

　

高

木

紳

取

二
其

矢

一
|見
者
《

ミ
ソ
ノ
ハ
セ
》
、
|血
《

バ
》
著

二其

矢

勿

凶
上
五
+

-
丁

　

「
者
」

は

.
本

來

汎

稱

の
名

詞

な

り

。
　

そ

れ
他

の
名

詞

の
下

に
添

ふ
時

は

、
上

の
名

詞

を

、

更

に
詭

明

的

に
取

り
立

て

ゝ

「
O

O

ト

云

フ

コ
ト

ハ
」

「
○

○

ト

ハ
」
「
○
○

ソ
ノ
者

ハ
」

な

ど

い

ふ

文

主

、

叉

は

「
○

○

ト
云

フ

コ
ト

ナ
リ
」

「
○

○

ト

云

フ
者

」

な

ど

い
ふ
他

の
成

分

に

な

る
な

り
。

此

の
點

に
於

い

て
、

主
格

の
場

合

に

は

「
者

」

と

、
我

が

「
ハ
」
辭

と
相

當

る
所

あ

り

。
前

四
例

即

是

な

り
。

さ

れ
ば

、

記

中

に

「
○

○

ハ
」

と
訓

む

べ

き

に

「者

」

の
字

な

き

は

稀

に

、
「
者

」

の
字

あ

り

て

「
ハ
」

と

訓

む

ま

じ
き

は
な

し

。
次

に
、
例

三

の

「
瀞

之

者
」

は
其

福

寺

本

・
延

佳

本

・
寛

永

本

・戸

田

本

の
字

面

に
し

て
、

古
訓

本

は

「
之

紳

者

」

に
作

れ

り
。

例

四

の

「
之
歌

者

」

に
比

す

れ

ば

、
「
之
神

」

の
方

是

な

る

に
似

た

れ

ど

い
ま
だ
遽

斷

す

べ

か

ら

す

。
之

を
解

説

す

れ
ば

、
「
成

レ
ル
紳

ソ
ノ
者

」
「
詠

フ
歌

ソ

レ
ナ

リ
」

な

ど

ゝ
な

り

て
、

圭

の

「
者
」

を

此

の
叙

述

の

「
者

」

に

て
受

く

る
な

り
。

さ

て

も

、
此

の
叙

述

の

「
者
」

は

丁

寧

す

ぎ

て
煩

し
く

、
叉

其

の
用

例

も
極

め

て
稀

な

る
が

如

き

も

、
古

事

記

中

に

は
屡

見

受

く

る
用
法

な

り
。

思

ふ

に

、
此

の
法

盛

に
行

は
れ
す

し

て
止

み

た

る

も

の

か
。
長

き

文

の
後

に

「
者

」

を
附

し

て

「
テ

ヘ

レ
バ
」

と

訓

す

る
者

、

こ

の
變
形

に
は

あ

ら

じ

か
。

漢

文

に
も

類

例

は
あ

る

な

り
。

動
詞

の

下

に

「
者
」

を
添

ふ
れ

ば

、
「
論

者
」

「
仁

者
」

な

ど

、

叉

名
詞

に
な

る

は
當

然

な

る

が

、
其

の
外

に

、
體

言

副

詞

を

作

る
我

が
國

語

の

「
曰

は
く
」

「
す

ら

く
」

の
如

き

用

法

あ

り

。
　
「
詔

リ

タ

マ

ハ
ク
」
「、告

グ

ラ

ク

ハ
」

な

ど

、
記

中
數

多

き

例

に

て

、
之

を

{,
者

L

字

な

き

に

比
す

る

に

、
我

が

「
日

バ
ク
」

の

「
日

フ
」

に
於

け

る

が
如

き
關

係

あ

り
。

今

の
「
啓

者
」

「
陳

者
」

は

、
印

是

に

し

て

「
啓

ス

ラ

ク
」

「
啓

ス
ル

ニ
」

「
陳

ブ

レ
バ
」

「
陳

プ

ル

ハ
」

な

ど

、

四
種

の
語

尾

あ

る
者

な

り
。

　

最

後

の

二
例

は

、
前

の
副

詞

的

な

る
を

、
前

提

的

に
變

じ

た

る
者

な

る
が

、
漢

文

に
は
恐

ら

く

此

の
例

無

か

る

べ

し
。
國

語

に
て

「
ハ
」

「,
バ
」

は

、
別

物

な
る

が

如

く

な

れ
ど

、
實

は

同
源

の
辭

な

れ
ば

、
名

詞

の
下

は

「
ハ
」
、
動

詞

の
下

は

「
バ
」

と
無

造

作

に
邇

用

し
け

む

と

も
思

は

る

れ

ど

、
「
求

ム

ル
者
」

「
見

ル
者
し

と

云

ひ

て

も

、
其

の

下

に

肉、
ソ
ノ
時

ニ

ハ
し

と

い

ふ
意

を
含

む

れ

ば

「
禽
前

提

に

な

り
得

べ
き

理

な

る
を

も
思

ふ

σ
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べ
し
。
　
(
古
訓
本
、
記
傳
に

「
見
者
」
を

「
ミ
ソ
ナ
ハ
ス
レ
バ
」
と
訓
み
た
る
は
、
四
段
活
を
う
か
と
下
二
段
に
誤
の
た
る
な
り
。
さ
て
此
の
如

く

「
バ
」
と
係
る
漢
文
は
、
逋
常
則
字
を
用
う
る
が
定
な
る
に
、
記
中
に

一
の

「
則
」
だ
に
無
き
は
、
怪
し
き
や
う
に
て
實
は
怪
し
か
ら
す
。
何

と
な
ら
ば
、
國
語
の

「
バ
」
は
、
上

の
語
に
附
く
に
、
漢
文
の

、則
L
は
、
下
句
の
下
に
添

へ
る
副
詞
な
れ
ば
、
意
義
は
同
じ
く
て
も
、
語
の
形

式
に
は
、
大
に
懸
隔
あ
れ
ば
、
同
じ
く
は
、
上
句
に
添

へ
る

「
者
」
字
を
用
う
る
方
親
し
き
こ
ゝ
ち
せ
ら
る
べ
け
れ
ば
な
り
。

　
　
令
レ
祭
レ吾
者

、
則
立
李
矣

(崇
神
紐
七
年
)

　
　
令
レ祭
莪
御
前
者

、
紳
築

レ起
國
寒

鱗

麒

を
比
べ
見
る
時
は
、
自
ら
納
得
せ
ら
る
べ
し
。

　
か
く

て

「
者
」
は

「
ハ
」
「
バ
」

と
訓
じ
、
假
字
と
同
樣
に
用
ゐ
ら
る
ゝ
に
至
れ
る
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二

「
之
」

の

字

　
「
之
」

の
字
、
「
往
」
「
至
」
「
就
」
な
ど
訓
す
る
は
本
義
な
れ
ど
、
國
文
に
は
、
昔
よ
り
用
ゐ
す
。
兩
名
詞
の
接
辭

と
し
て
用
ゐ
た
る
は
、
之
を

「
の
」

と
訓
み
て
、
今
は

「
の
の
字
」
と
い
ふ
ば
か
り
に

「
我
が
國
人

の
漢
文
に
は
、

之
を
濫
に
多
く
用
う
る
こ
と
、
支

那
人
な
ど
の
怪
む
こ
と

な
り
。
是
は
、
古
來

の
事
と
見
え
て
、
古
事
記
に
も
、

　
　
我
之
庶
兄

中
二
十
九
丁

　
　
當
此
之
時

中
四
+
六
丁

　
　
此
之
こ
柱
無
二御
子
-也

下
-
丁

　
　
聞

是
之
御
歌

下
三
丁

　
　
庇
之
御
世

下
十
三
丁

　
　
不

レ知
二其
之
謀

空
二
+
四
丁
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納

其

之
稻

城

中

三
+
五
丁

な

ど

、
贅

用

ら

し

き
者

あ
り

。
　

田

中
民

の
校

訂

本

に

「
我

之

」

を

「
ワ

レ
ノ
」

と

訓

じ
た

る
に
依

れ

ば

、
「
ワ
ガ
」

と

區

別

せ

る
に

や

と

も
思

は

れ

、
隨

ひ

て

「
此

之
」

を

「
コ

レ
ノ
」

と

や
う

に
訓

む

べ

き

に

や

と

も
思

は

る
れ

ど

、
全

篇

を

逋

じ

て
考

ふ

ろ
に

、

な

ほ

「
ワ
ガ
し
「
コ
ノ
」
と

い

ふ

が

、
當

時

の
言

語

の
姿

に

て
、
「
ワ

レ
ノ
」

と

い

ひ

て

は
、

卑

し

め

た

る
對

稱

と

な

り

、

「
コ

レ
ノ
」

と

い

ふ
領

格

は

、

「
コ

レ
ナ

ル
」

に
邇

ふ

も

の
な

れ

ど

、

此
等

の
例

に

は
適

當

せ
ざ

る
な

り

。

　

次

に

「
之
」

を
是

に
邇

じ

て

「
コ

レ
」

と
訓

す

る

は
正
當

な

れ

ど

、
我

が
國

語

の

「
コ
レ
」

に

「
是

し
「
此

し
を
措

き

、

只
管

「、
之
」

の
字

を
宛

て
用

ゐ
む

と

す

る

は

、
現
代

の
悪

傾

向

な

り

。
古

事

記

に

は

「
之

」

を

「
コ

レ
」

と

訓

む

べ
き
箇

處

一
つ
だ

に
無

き

は
、

人

の
怪

む
所

な

る
べ

き

が
、
其

の
反

對

に
、

贅

用

と

思

は
る

ゝ

一
種

の
用

法

あ

る

は

、
今

人

の
、

更

に
怪

む

所

な

る
べ

し
。

　

　
|夲
《
ヤ
ス
ク
イ
》

　
|寢
《
ネ
テ
イ
ギ
》

　
|出

之
《

ヶ
マ
ヒ
キ
》上
三
+
五
丁

　

　

ト
|相

而

詔

之
《

ウ
ラ
ナ
レぜテ

ノ
ゆ
タ
マ
ハ
》
、
|因
《

ク
》
《

ヘ
》
|

二
女

先

言

凶而

不

良

云

々

上
四
丁

　

　

故

仕

二
奉

御

前

一
|
而

參

向

之

侍
《

マヰ
ム
カ
ヒ
　

サ
モ
ラ
フ
》
(
古

訓

む

か

へ
)
上

五
+
九
丁

　

　

其
惑

伏

御

軍
|悉

寤

起
之
《

,
メ
オ
キ
キ
ー
》
中
三
丁

　

　
|聞
《カ
》レ
|歌

之

者
《

テ
　

メ
》一
時

共
斬

中
八
丁

　

　
|恐
《
カ
シ
コ
シ
》

　
|之
《
　
》我

子
仕

奉

中
七
+
丁

　

　

如
何
|泥

疑

之
《

ネ
ギ
ツ
ル
　
》
中
四

+
六
丁

　

　
政

既

李
|訖

參

上

侍
《

マ
ヰ
ノ
ボ
リ
ヂ
サ
モ
ラ
》

　
|
之
《

フ
　
》
下
+
七
丁

,此
等

は

「
詔

之
」

の
類

の
外

は

、

正

用

に

は
あ

る
ま

じ
け

れ

ど

、

我

が

古

文

に
多

き

は

、

如
何

な

る
故

な

ら

む
。

-
醴

「
之
し

の
字

は
眞

の
代

名

詞

に
あ

ら

す

。

無

意
羲

の
字

な

り

と

い

ふ

こ
と

.
支

那

人

も
言

ひ

、
朝

鮮

人

も
左

樣

に

心
得

居

る

な
り

。

そ
れ

か

あ

ら

ぬ
か

、
朝

鮮

の
漢

文

に
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蕪
羈
灘
鑾
蕪
鑾
驪

辮
鑽

曝
贈
爨
削鬱
鑽

　
　

此
二
薯

…
…
因
汚
垢
-而
所
成
諦

者
也
幸

手

　
　
|
如
此
《

カ
ク
》瀏
|白
而
《

ノロヲ
シテ
》上
五
+
六
丁

　
　

蛎
露
週
驪
潮
行
時

中
七
+
五
丁

な
ど
も
解
す
べ
き
方
あ
る
べ
き
か
、
い
ま
だ
考

へ
得
す
。

　
　
　
如

一木
|花
《ノ
》
ご
榮

一
|
榮
坐
《

エ
セ
》上
六
+
三
丁

、

前
錨

諾
|
諜
《エァ
》灘

蕃

に
添
家

如
　

・
如
何
ー

・
　

は
「籌

を
名
詞
と
見
た
る
な
り
や
.
後
の
は
全

毳

婆

に
て
・
後
世
な
ら
籌

姓
之
餐

ど
訓
む
べ
き
な
る
が
、
ミ

て
は
讀
串φざ
る
な
る
べ
し
。

　
　
　

答
靉

・
僕
子
等
二
紳
隨
レ白
、
|僕
之
《

ア
レ
モ　
》不
レ違

上
五
+
六
丁

|

ゆ
バ
《

ノ

ヲ

ケ
ム
》

　
　
　

亦
使
二何
紳

-劇
吉

上
四
+
九
丁
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亦
浦
|
逼
《
ザ
》二
|
曷
《ノ
》
紬
|
胛
《
ヲ
》一
|者《パ》士
|口上
《

ケ
ム
》五
十
三
丁

　
　
㎝
|入
《
リタ
マ
》
ご
|
其
山
《

ヘバ
ゐく
》
-之
亦
遏
二
生
レ尾
人

-
中
五
丁

　
「
傳
之
」
は
他
に
類
例
な
く

「
亦
」
を
「
之
」
に
訛
れ
る
か
と
も
思
は
る
れ
ど
、
諸
本
皆

-
致
し
た
れ
ば
、
誤
と
は
見
え
す
。
次
の
二
例
は

触者

L

の
字
に
逋

へ
る
、
何
ぞ
の
故
あ
る
べ
し
。
(湯
淺
廉
孫
氏
は

「
之
」
「
諸
」
「
者
」
と
音
逋
な
ら
む
と
の
説
を
漏
さ
れ
た
り
)
。
案
す
る
に

「
之
」

の

字
、
接
辭
と
し
て
領
格
を
表
す
が
、
後
世

「
底
」
に
轉
じ

「
的
」

に
變
じ
た
る
は
、
皆
昔
遖
に
し
て

「
之
」
に
「
テ
ィ
」

に
近
き
古
音
あ
り
し
は
。

昔
韻
學
者
の
説
く
所
な
り
。
こ
ゝ
の

「
之
」
を

「
的
」

の
用
法
の
如
く
解
す
る
も
、
強
ち
暴
擧
に
は
あ
る
ま
じ
き
か
。
然

ら
ば

「使
何
紳
的
是
吉

と
い
ふ
が
如
き
姿
と
な
り
て
、
意
は
逋
す
べ
し
。
「
使
何
紳
的
」
は
「
使
何
紳
者
」
と
等
し
く
、
用
言
句
を
體
言
句
に
言
ひ
變

へ
た
る
者
な
る
が
、

今
の
支

那
語
な
ど
は
、
な
ほ
之
を
用
言
の
如
く
用
う
る
こ
と
、
我
が

「
君
ハ
ド
ウ
ス
ル
ノ
」
を
醴
言
句
な
り
と
自
覺
せ
ざ
る
が
如
く
な
れ
ば

「
使

サ
バ
」

と
い
ふ
用
言
句
に
添
ふ
る
も
理
な
し
と
謂
ふ
べ
か
ら
す
。
「
的
」
の
下
に
體
言
を
略
せ
る
は

「、者
」
と
同
義
同
形
同
用
な
り
。
果
し
て
然
り

と
せ
ば
,
「
之
」
「
者
」
相
逋
と
な
り
て
、
前
後
の
例
も
解
決
し
去
る
べ
し
。
　
田
中
氏
の
校
訂
本
に
、
獨
り
最
後
の
例
に
於

い
て

「
亦
上
恐
脱
二者

字
一下
文
有

一聞
歌
之
者
例
一不
然
則
者
字
衍
文
耳
し
と
い

へ
る
は
、
輕

々
し
く
從
ふ
べ
か
ら
す
。
前
逑

の
私
案

は
よ
し
當
ら
す
と
も
、
「、之
」
「
者
」

共
に
盧
字
に
し
て
、
他
の
字
句
に
添
ひ
て
意
を
補
ふ
者
な
る
時
は
、
兩
者

の
間
に

一
種
相
通
の
關
係
あ
る
べ
き
は
、
想
は
ざ

る
こ
と
能

は
す
。

『、之
者
L

と
重
用
す
る
は
、
獪

「
也
矣
」
「
也
哉
」
の
類
に
も
あ
る
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三

「
所

」

の

字

　
「
所
」

の
字
は
、
頗
用
ゐ
に
く
ゝ
、
悟
り
難
き
字
な
り
。
　
今
は

-
般
に

「
ト
コ
ロ
」
と
訓
じ
て
、
漢
文
家
も
隨
分
如
何

し
き
用
方
を
す
る
や
う

な
る
が
、
古
文
に
も
、
極
め
て
特
殊
な
る
H
本
的
用
方
あ
り
。
古
事
記
に
は
、
之
を
集
め
て
實
字
・虚
事
・(
正
・誤
)
被
役
・敬
の
五
種
あ
り
。

、・
|實
《

丶31
》字

(　
「
所
」
は
固
よ
り

「
處

」
の
義
に
用
う
べ
し
。
上
卷
三
+
四
丁

「
乃
速
二遣
於
木
國
之
大
屋
毘
古
紳
之
|御
所
《

ミ
モ
トニ
》
こ
と
あ
る
が
如
き
は
、
正
用
な
る
が
、

喉

、



一.
皸

纖
識
|鱗
《ヂあ
》籍

羸
灘

G徽

難

鑓

譲

は

蓮

藤

讌

殺
」
な
ど
も
あ
り
。

ロ
|虚
《

　
》
字
の
正
用

(　
　
今
吾
屡

坐
之
子
不
レ良
上
甼

　
　
艪
紬
御
佩
一之
+
擧
劍

上
九
丁

　
　

吾
與
レ汝
麗

柑
之
國
未
11作
章

上
+
一
丁

て講
鱗
鸚
謄

鶏

、鍵

縫
轗

饗

弾鑛

盤

な
ど
鱒

は
意
譯
な
り
・
「
所
」
に
、
完
了
叉

は
癸

の
義
あ
・⇔
に
あ
ら
す
。

分
詞
即
誌

用
詞
を
作
る
と
は
、
場
倉

因
り
て
は
謂
,寒

し
。
然

る
に
、

ハ
|虚
《

つ
》

字
の
誤
用

ー

於
御
涙
所

レ成
紳
…
-
其
鰍
講

鐸

之
伊
邪
那
論

上
卆

　
　
　
八
紳
者
因
椥

刀
-所
レ生
之
紳
者
也

上
+
丁

　
　
　
其
脈
一賦
大
紳
聞
驚
而

上
三
+
七
丁

　
　
　
以
髪

長
比
覃

賜
二于
其
御
子
所

レ賜
状
者
云
々
中
七
士
.丁

○
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の
諸
例

は

「
所
」
の
字
の
當
る
べ
き
下
の
名
詞
、「沸
」
「
状
」
等
は

「
成
」
「
生
』
寢
S
賜
」
等
の
動
作
を
受
く
べ
き
者
に
あ
ら
す
。
是
漢
文
に
は
決
し

て
有
ら
ざ
る
現
象
な
り
。
「
所
レ穀
者
白
帝
之
子
、
響

赤
帝
之
子
し
と
い
ひ
、
「
狷
者
有
所
不
爲
也
」
と
い
ひ

「
大
哉
孔

子
、
搏
學
而
無
所
戚
名
」

と

い

ふ
、
孰

れ

か

、

所

の

「
殺
」

「
不

爲
」

「
成

名

」

の
動

作

の
係

る
所

を

指

さ

穿

る
。
「
所

成

神

」

は

「
成

セ

ル
紳

」

と

は
謂

ふ

べ
き

も

、
「
成

レ

ル
」

と

は
謂

ふ

べ
か

ら

す

。
　

篇

首

に

「
於

高

天

原

成

紳
」

と

あ

り

て
、
「
所
」

の
字

な
き

は
、

極

め

て
當

れ

る

に

、

此

の
九

丁
以

下

に

「、所
」

の

濫

用

あ

る

は
、

偶

然

に
や

あ

ら

む

。

「
所

生

之
坤

」

も

「
生

メ

ル
し

な

ら

ば

正

し
け

れ

ど

も

、
國

文
脈

と

し

て

は

「
生

レ
ル
」

と
訓

ま

せ

た

る
も

の

な

る

べ
し

。
一、
所

成

坐

紳

上
+
五
T
L

な

ど
も

、
當

ら

ぬ
方

な
り

。

但
國

文

と

し

て

「
此

處

二
居

ル
所

ノ
人

」

と
言

は
む

は

、
少

し

も
難

な
く

。

「
所
」

は
廣

く
境

遇

揚

合

な
ど

を

指

し

て

「
此
處

二
居

ル
」

を
總

べ

て

「
人

」

を
修

飾

す

る

な

り
。
「
所
」

と

「
ト

コ
ロ
」

と

は
似

た

れ

ど

も
、

異

な

る
所

あ

る
を

知

ら

ざ

る

べ
か

ら

す

。
人

動

も

す

れ

ば

「
所

」

に

「
タ

ル
」

の
義

あ

り

な

ど
説

く

は

、
所
謂

和
習

的

に

て
、
早

く

此

の

時

代

よ
リ

有

り

し

者

と

見

ゆ
。
　

出
雲

風

土
記

に

「
|良

有

二
《

ニ
ラ
バ
》紳

靈

坐

-者

、

吾
|所
《ヲ
》レ傷

助
給

、

獄

レ
報

知

二
紳

靈

之
所

レ紳
」

と

あ

る

「
所

神
」

も
珍

し

き

が

「
爲

神

」

の
「
爲
」

冷
違

へ
た

る
な

り

。

(
「
所

天
」

と

は

別

な

り

。

そ

の
反

對

に

「
|僞
《
ね
》レ
射

二惡

紳

一
之

矢

之

至

者

上

五
+

一
丁
」

な

ど
あ

る

「
爲
」

は
、

「
所
」

の

誤

な

り
)
。

ニ
|被
《

)
》

役

ノ
f
丶　

「
所
」

は

被

役

を
表

す

こ

と
、

古

來

説

く

所

な

れ

ど

も

、

其

の
理

由

を

明

に

せ

る
を

聞

か

す

。
　
「
爲

人
所

笑

」

が
被

役

な
り

と

は
誰

し
も
知

れ

ど

、
「
僞

人

笑

」

に

て
も

同

義

な

る
と

き

は
、

被

役

の
義

「
爲

」

に

あ

り

や

「
所

」

に
あ

り

や

、
明

な
ら

す

。
「
爲

」

は

「
タ

メ
」

と

い

ふ
副

詞

に

あ

ら
す

。

漢

文

に

て

は
、
何

處

ま

で

も
動

詞

に

て

、
「
僞

二
人

笑

こ

は

「
爲

ご
人

所

笑

こ

と

い

ふ

に
近

し

。
實

は

、

被

役

の
意

は

「
爲
」

に
も

「
所

」

に

も
あ

り

て
、

或

る
場

合

に

は

「
所

」

は
略

せ

ら

る

ゝ
な
り

。

前

段

説

く

所

を

以

て
し

て
も

、

己

に

「,
所
」

の

「
被

」

に
逋

ふ
義

あ

る

は
、
自

ら

悟

ら

る

ゝ
な
り

。
「
所

殺

者
」

の

「
者

」

は

「
殺
」

の
目

的

に
し

て
,
「
殺

」

は

「
者
」

〃
處

分

す

る
動

作

な

れ

ば

、

之

を

「
者

」

の
方

よ
り

云

へ

ば

、
受

身

と
な

る
。
轉

換

の

理
法

炳
焉

た

り
。

民

は
天

子

の
所

治

に
し

て
、

治

む

る
者

は

天

子

、
治

め
ら

る

ゝ
者

は
民

な
り

と
知

る
。

此

の
義

は
.
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昔

も

明

な

り

き

と

見

え

、

　

　
|所
《
コ
」
サ
》
レ
|殺

迦
《

ェ
マ
シ
シ
》具

土

神

之

於

頭

所

成
神

上
+
丁

　

　

故
|所
《ヱ
》二
|避

追
《

トロヒ
ヤ
ラ
バ
》
-
而

降

二
出

雲

國

之

肥

河

上

在

鳥
髮

地

-
上
二
+
七
丁

　

　

郎

於

二
其

石

一
|所
《エ
》二
|燒

着
《

キ

カ
》一而

死

上

三
+
四
丁

　

　

弟

橘

比

賣

命
白

之

、
妾

易

一御

子

一
而

入

二
海

中

↓
御

子
|者

所
《

エ
タ
マ
ヘ
》
レ
|
遒
《
ル
サ
》之
政

邃

應

二
覆
奏

-
中
五
+

-
丁

な

ど

「
爲

○

所

O
」

の

「
爲

」

を
捨

て

た

る
形

に

て

も

、
自

由

に
用

ゐ
た

り

。

さ

て
、
然

ら

ば
被

役

を
ば

「
所
」

の
字

の

み

に

て
表

せ

る
か

と

い

ふ

に

、
「
見

レ
炎
」

「
見
レ
欺
」

被

レ
給
L

「
|被
《
ラ
レ
》レ捕

」

「、
|
爲
《
ル
》二
切
|仆
《サ
》こ

な

ど

の
記

方

も

あ

れ

ど

、
被

役

な

る

に
本

動

詞

の

み
を

用

ゐ

た

る

は
無

く

、

特

に

沖
.意

し

た

る

や
う

な

り

。

さ

れ

ば

、

　

　

熊

曾

建

自

云

々
。

是
事

日
訖

、

即

如
二
熟

颪

一
振

折

而

殺

也

中
四
+
八
丁

と

あ

る

「
殺
也

」

を

「
コ

ロ
サ

レ
ヌ
」

と

延
佳

本

に
訓

め

る

な

ど

は

、

い
つ

れ

よ

り

も

誤

な

る
べ

く

思

は

る

ゝ
な

の
。

萬

葉

集

の

用
字

法

は
、

古

事

記

と

同

じ

か

ら

ね
ど

、

此

の
被

役

に
は

「
所

」

を

丁
寧

に
用

ゐ

、
「
念

曾
所

燒

吾

下
惰

」

「
浪

爾

所

濕

」
「
不

所

レ
|見
《
ミ
エ
》」

「
|所
聞
《

キ
コ
ユ
》」

な
ど

記

せ
る

、
一

見

無

用

の

如
く

思

は

る
れ

ど

「
燒
」

「
濕

」

の
本

體

を

、

他

動

詞

と

見

た

れ

ば

、
其

の
自

動

詞

な

る

を
表

さ

む

と

て

の
深

切

な
り

。
「
見
」
も

「
聞

」

も

、

皆
自

動

詞

に

も

な

れ

ど
、

他

動

詞

に
も

讀

ま

る
れ

ば

、

誤

な

き

や

う
特

に

せ

し

も

の

と

見

ゆ
。

　

　

登

二
高

地

一
見

二
西
方

一
者

不

レ
見

二
國

土

一
中
六
+
丁

の
如

き
純

漢

文

は

、
「
見

エ
ズ
」

と
意

譯

す

る

な
れ

ど

も

、

|

コ
コ
ニ
ニ
《

み
セ
ル

ノ

ハ
ェ
テ

ト

ズ

ニ
》

　

　

是

於

一一河

下

一
如

ご
青

葉

山

一者

見

レ
山

非

レ
山

中
四
+
丁

の
如

き

國

文

は

、
「
山

ト
見

エ
テ
」

と

あ

る

古
訓

は
傾

か

る

ゝ
な

り

。

延

佳

の

「
山

カ

ト
見

レ

バ
」

と
訓

め

る

ぞ
相

應

し
き

。

ホ
|崇
《

　
》

敬

(
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に

「
所
〔

を
用

う

る

、
轉

用

も

甚

し

と

い

ふ

べ
し
。

　

　

汝

命
|者

所
《

シ
ラ
セ
》二知

高

天
|原
《テ　
》
矣

碕
上
+
七
丁

　

　

如

二
天

紳
=御

子
之

天

津

日

繼
|所
知

之
《

シ
ロ
シ
メ
ス
》登

陀

流

天
之

御

巛果
一
上
五
十
六
丁

　

　

此

二
棘

者
|所

二
到
《

イ
タ
リ
マ
シ
》其

穢

繁

國

-之

博
、

因

二
汚

垢

-
而
|所
《
　
　
》
威

之

祕

者

也

+
五
丁
既
出

　

是

の

み

に

て
は

、
動

詞

に
敬

意

を
加

ふ

る
者

、

必

し
も

「
所
」

な
り

と

は
言

は

れ
ざ

れ

ど

、

祀

詞

に

「
|所

知

食
《

シ
ロ
シ
ノ
ス
》」
「
|所

聞

食
《

キ
ゴ
シ
ノ
ス
》」

「
|所
聞

域
《

キ

コ

シ
テ
》」

と
あ

り

、

萬

葉

に

「
國
|所
知
《

シ
ラ
サ
》痲

之

」
「
天
|所
知

流
《

シ
ラ
シ
ヌ
ル
》君
故

爾

」
「
|所
念

有

計

類
《

ケ
モホ
セ
リ
ケ

ル
》」

と
あ

り

、

出

雲

風

十

記

に

「
初

國
|小
所

作
《

ク
ツ
ク
ラ
セ
リ
》」
「

童

女

智

鈕
|所

取
而
《

ト
ラ
シ
デ
》」

な

ど

あ

る

に
見

れ

ば

、
「
所
」

の
敬

語

を
表

せ

る
者

た

る

は
爭

ふ

べ
か

ら

す

。
　

さ

れ
ば

「
御

肇
國

」

の

「
御

」

に

代

ふ

る

に

「
所
知

」

を

以

て
し

て

、

「
|所

一
《

シ
ラ
ス
》
一知

初

國

一之

御

眞

木

天
皇

中
三
+

-
丁
」
と

も
記

す

な

り
。

抑

、
漢

文

に

て
敬

動

詞

と

い

ふ
者

は

、
天

子

に
用

う

る

「
御
」

「
勅

」
「
詔

」

等

の

數

字

に
過

ぎ
ざ

る

に

、
そ

の
文
字

を

以

て

、
我

が
敬

動

詞

の
語

尾

を
表

記

す

る
は

、
難

中

の
難

と
謂

は
ざ

る

べ
か

ら

す

。

「
御
」

を
添

ふ

る

は
、

ヤ
モ
ホ
《

こ
ソ
ナ
ハ
ス
》
|

シ

最
初

の
思
付
な
る
べ
く
、
「
坐
」
を
「
マ
ス
」
に
當
て
、
コ食
L
を
「
メ
ス
」
と
す
る
は
稍
窮
せ
り
。
「
看
行
」
「
所
念
|行
須
《

ノ
ス
》」
な
ど
は
、
「
オ

コ
ナ
フ
」

は
、
在
上
者
の
動
作
と
取
り
做
せ
る
な
る
べ
き
か
。
今
此
の

「
所
」
は
寧
被
役
に
し
て
、
釁
敬
と
は
遠
く
隔
れ
る
に
、
何

に
由
り
て
,
此
の
如
き

用
法

は
あ
ら
む
。

一
考
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
。

　
甲
説
に
云
は
く
、
「
所
」
は
「
ラ
ル
」
と
訓
す
る
、
そ
の
被
役
よ
り
可
能
に
轉
じ
、
や
が
て
敬
語
と
は
な
る
と
。
さ
れ
ど

「
ラ
ル
」
と
い
ふ
被
役

形
の
敬
語
に
用
ゐ
ら
る
ゝ
は
、
李
安
中
期
場
後
の
事
な
る
を
見
れ
ば
、
此
の
詭
は
立
ち
が
た
し
。

　
乙
説
に
云
は
く
、
「
所
」
に
本
來
可
能
の
義
あ
り
。
王
引
之
の
經
傳
釋
詞
に

「
所
可
也
」
と
釋
せ
る
あ
り
。
　
譬

へ
ば
、
莊
子
の

「
性
長
非
レ所
レ

斷
、
性
短
非
レ所
レ續
し

の
如
き
、
後
赤
壁
賦
の

「
顧
安
所
レ得
レ酒
乎
」
途
縦
處
‡
序
の

「
奚
所
諮
而
處
焉
」
の
如
き
、
皆

「
可
」
と
釋
す
べ
し
。

可
能
は
、
本
來
勢
力
な
り
。
勢
力
あ
る
や
う
に
言
ひ
な
す
、
是
敬
ふ
所
以
な
り
と
。
さ
れ
ど
、
此
の

「
所
可
也
」
説
は
問
題
な
り
。

「
所
斷
」
は

「
所
可
斷
し
と
は
あ
る
べ
き
も
、
「
可
斷
」
に
て
は
画
白
か
ら
す
。
「
所
得
」
は

「
安
所
」
と
見
て

「烏
從
也
」

な
り
と
い
ふ
説
も
あ
り
。
「
奚
所
」

、ε「

…
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亦
邇
す
べ
し
。
然
ら
す
と
す
る
も
、
「
何
所
思
」
「
問
君
何
所
之
」
の
「
所
」
と
同
じ
く
、
或
は
寧
李
凡
に
釋
し
去
る
を
得

べ
し
。
よ
し
叉

「
可
也
」

読
を
是
な
り
と
す
と
も
、
之
を
我
が
轉
用
に
充
て
ゝ
附
曾
す
る
は
、
迂
逋
の
謗
を
免
れ
す
。
　
　

・

　

こ
ゝ
に
丙
説
あ
り
。

試
に
、
之
を
述
べ
む
か
。
「
所
知
」
は
被
役
な
る
が
、
其
の
裏
に
は
、
必
使
役
す
る
勢
力
あ
れ
ば
、
被
役
形
を
使
役
に
轉

換
し
、
當
時
の
敬
相
な
る
使
役
形
と

-
致
す
る
よ
り
、
部
敬
相
表
す
を
文
字
と
し
て
、
之
を
用
ゐ
九
る
に
は
あ
ら
じ
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四

「
矣
」

の

字

　
太
田
氏
の
漢
呉
音
徴
に
曰
く
,
「、矣
、
轉
原
音
伊
余
、
次
昔
於
、

愚
案
矣

二
於
ノ
轉
昔
ア
ル
ベ
キ
ハ
義
上
ノ

「
意
」
字

二
同
ジ
。
然

ル
ニ
古
事

記
萬
葉
集
、
矣
テ
袁
ト
イ
フ
辭

二
用
ヰ
タ
リ
。

コ
レ
ハ
字
昔

ニ
ア
ラ
ズ
。
オ
ト
ヲ
ト
混
同
ス
ベ
カ
ラ
ズ
L
と
。

　
　
黌

阿
多
良
鏨

許
曾
鷦

響

我
那
勢
之
命
爲
二如
些

占
-+
三
丁

　
　
|天
《ノ
》逆
手
|矣
《
ラ
》於
二青
柴
垣
-打
成
而
憾
也

上
五
+
四
丁

　
　
若
|此
《ノ
》御
子
|矣
《ヲ》天
皇
之
御
子
所
思
看
者
、
可
二活
賜
-
中
三
+
六
丁

　
　
栲
衾
志
羅
紀
之
三
埼
|矣
《ア
》國
之
餘
有
耶
見
者

(
出
雲
風
土
記
ノ

　
第

}
の
分
注
に

「
阿
月
下
以
音
」
と
あ
る
に
見
て
も
、
【、矣
L
は
字
昔
な
る
ま
じ
く
思

へ
ど
、
い
ま
だ
先
哲
の
諡
を
見
す
,
凡

「
テ
」

の
假
字
の

中
に
、
昔
訓

の
疑
義
あ
る
は
、
「、乎
」
「
野
」
「、叫
」
と
、
此
の

「
矣
」
な
る
べ
き
が
、
他
の
三
つ
は
、
今
は
昔
に
定
れ
る
者

の
如
し
。
其
の
説
は
、

「
乎
」
「
呼
」
同
昔
に
し
て

「
呼
」
は
韻
鏡
十
二
轉
合
に
し
て
漢
音
引
引
・司
、
呉
昔
劃

・引
、
そ
の
轉
音
列
、「
鳴
呼
」]
鳴
乎
L兩
用
は
其
の
證
に
し

て

、
延

い
て

は

桝、
于
L
「
時

」
「
於
」

な

ど

、
皆

古

音

は
同

一
な

ーー
と

い

ふ
に

至

る
、.
之

を
推

す

時

は
、
「
矣

」

も

同
昔

な

り

と
言

は

れ
ざ

る

に
あ

ら

ね

ど

、
眞

正

の

古

育
は
恐

ら
く

今

存

す

る
書

籍

の

み

に
て

は

、
推

察

す

る

こ

と
能

は

じ
。

學

看

の
想

像

説

と

し

て

は
可

な

れ

ど

、
定

説

と
す

る

に

は
難

か

る

べ
し

。
「
叫
」

は
、
漢

呉

音

徴

に
叫

呉
轉

昔

呼

、
愚
案

萬

葉

集

「
叫

」

ノ
字

丿

テ

ノ
假

字

二
用

ウ
。

字

書

「
叫
」
字

ナ

シ
。

是

「
叫

」
字

ナ
ル
ベ
シ
。
然
ル
ニ
、
讐

刻

ノ
章

シ
。
喜

檠

四
聲
篇
ヲ
閲

ス
ル
ニ
、
呼
字
注
云
、
夂
許
交
切
、
臭
人
僞
レ叫
爲
レ呼

阯
撫

辮
謂

是
叫
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膏
呼
ト

ヨ
プ
也
、
許
交
反
音
琥

ト
讀

ム
ニ
ハ
ァ
ラ
ズ
。
今
類
聚
篇
還
テ
呼
字
テ
取
テ
、
琥

ノ
音

二
讀

ム
ニ
似
タ
リ
。
萬
葉

ノ
音

二
掾
テ
、
類
聚
篇

テ
正

ス
ベ
シ
と
あ
り
。
字
音
な
り
と
せ
ば
、
此
位
の
所
な
る
べ
し
。

さ
れ
ど
、

之
を
義
訓
と
し
て
、
「
テ
ラ
ブ
」
の

「
テ
」

な
り
と
言
は
ゞ
如
何

あ
る
べ
き
。

「
呼
」

も
亦
、

同
じ
義
訓
と
言
は
れ
ざ
る
に
あ
ら
す
。

萬
葉
集
古
義
の
論
に
、
具
書
と
題
し
て

「
戀
許
|曾
檜
《

マ
ザレ　
》
焉
」
「
戀
許
|曾
盆
也
《

マ
ド
レ
　
》」

「
鴨
騎
鳥
」
「
妻
乙
眦
脇
徳
爾
」
な
ど
「
焉
」「
也
」
な
ど
の
字
を
句
末
に
添

へ
て
書
き
た
る
は
・
例

の
か
ら
ざ
ま
の
助
字
に
な
ら

ひ
て
書
け
る
の
み
と
あ

る
は
、
忘
る
べ
か
ら
ざ
る
事
に
し
て
、
巻
二
の
長
歌

の
終
に

「
|吾

王

乃

形

見
何
此
焉
《

ワガ
オホ
キ
ミ
ノ
カタ
ミ
カ
ココ
ヲ
》
し
な
ど
も
、
或
は
其
の
例
に
入
る
べ
き
が
、
こ
ゝ
は
「鳥
」

に
邇

じ
て
、
確
に
テ
の
假
字
な
り
と
も
い
ふ
べ
し
。

　
我

が
輩
が
、
今
我
が
古
㈹
に
於
て
、
如
何
に
譯
字
を
用
ゐ
た
る
か
を
研
究
す
る
に
當
り
て
,、
更
に
飜
り
て
參
考
を
要
す

る
も
の
は
朝
鮮

の
吏
道

な
り
。
吏
道
は
新
羅
の
簾
聰
が
作
る
所
に
し
て
、
王
仁
來
朝
月
前
の
人
な
り
と
い
ふ
。
時
代
の
詳
細
は
、
今
之
を
論
ぜ
ざ

る
も
、
文
字
の
師
た
る

朝
鮮

の
吏
道
が
、
我
に
影
響
な
か
る
べ
し
と
は
、
思
考
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
所
な
り
。
吏
道
の
體
た
る
、
「
矣
身
」
「矣

女
」
「、別
乎
し
「
追
于
」
「其

矣
」
「
他
矣
」
「
爲
乎
」
「
爲
乎
矣
」
「
是
乎
乃
」
「
是
乎
故
」
等
、

二
字
よ
り
七
八
字
を
連
合
し
て
朝
鮮
語
を
表
記
し
、
漢

文
中
に
混
用
せ
る
者
に

て
、
正
に
我
が
萬
葉
・古
事
記
等
に
、
字
の
音
訓
を
取
り
て
國
語
を
寫
せ
る
に
等
し
。
「
儒
胥
必
知
じ

な
ど
に
、
其
の
發
音
を
記
せ
る
諺
文
に
よ
り

て
其

の
意
を
尋
ぬ
る
に
、
音
あ
り
、
訓
あ
り
、
昔
訓
知
る
べ
か
ら
ざ
る
あ
り
。
今
の
朝
鮮
人
も
之
に
邇
す
る
も
の
無
き
由
な
る
が
、
と
に
か
く
漢

文
の
助
辭
を
多
く
採
用
せ
る
點
に
於
い
て
、
我
が
乎
・焉
・矣
・也
な
ど
を
添
用
す
る
と
酷
似
せ
り
。
　
吏
道
の
矣
は
、
刻

と
字
昔
に
讀
め
ど
、
意

は
第

一
人
稱
の
卑
下
な
る

「
私
」

の
義
な
る
あ
り
、
韓
の
助
辭

「
の
」
の
義
な
る
あ
り
て

一
定
せ
ざ
る
が
、
我
が

「
矣
」
は
、
鹿
持
氏
の
所
謂
具

書
風
な

る

ケ
ム
ト
《

オ

モ
フ
》
|

テ

　
　
因
二吾
隱
坐
-而
以
二爲
天
原
自
闇
亦
葦
原
中
國
皆
闇
一矣
、
何
由
翊
天
宇
受
賣
者
云

々
上
二
+
六
丁

　
　
　
　
　

シラ
セ
　
　
　
　
・
(古
訓
)

　
　
汝
命
者
所
二知
山但
之
食
翩
劉
盒
み、
事
依
也

上
十
七
丁

の
如
き
あ
の
。
此
は

「
矣
」
を

「
テ
」
と
讀
む
べ
き
に
や
、
聊
斷
じ
難
け
れ
ど
、
前

に
掲
げ
た
る
類
に
參
照
し
て
、
倫
漢
文
助
辭
を
探
用
せ
る
者

jf
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な
る
を
見
る
べ
し
。
「
矣
」
は
、
読
文
に

「
語
己
詞
也
」
と
あ
り
.、
國
語
に
翻
し
て
,
「
ツ
」
「
ヌ
」
「
タ
リ
し
「
ヶ
リ
」
「
カ
シ
し

な
ど
に
當
る
べ
き

が
、
も
と
感
歎

の
意
よ
り
成
れ
る
も
の
な
る
は
、
諸
助
辭
逎
有
の
性
質
な
れ
ば
、
我
が
.感
歎
の
テ
に
用
ゐ
た
り
と
せ
む
は
、
兩
者
相
俟
ち
て
頗
妥

當
と
い
ふ
べ
き
に
あ
ら
じ
か
o

　
此
の
　
矣
」
字
、
萬
葉
集
月
後
に
は
廢
し
て
用
ゐ
ら
れ
す
。
「
乎
」
の
獨
占
と
な
れ
る
は
、
優
勝
劣
敗
の
數
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
「
乎
」
の
「
テ
」

と
し
て
古
事
記
中
に

】
處
も
用
ゐ
ら
れ
ざ
る
は
何
故
な
ら
む
。

一
疑
問
な
り
。
「
乎
」
も
義
訓
と
し
て
「
テ
」
に
用
ゐ
t
る
な
る
べ
き
が
、
そ
の
邇

用
や
ゝ
新
し
き
爲
に
、
阿
禮
の
口
誦
に
奮
記
を
參
酌
し
て
撰
録
せ
る
此
の
古
事
記

に
は
、
之
を
用
ゐ
ざ
る
に
あ
ら
ざ
る
べ
き
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五

「
而
」

の

字

　
「
而
し

は
承
上
之
詞
と
て
、
我
が

「
テ
」
に
近
似
せ
る
よ
り
、
漢
文
に
て
は
大
抵

「
テ
」
と
訓
じ
た
り
。
其
の
意
に
よ
り
て
、
古
事
記
は

「
而
」

を
用
ゐ
弛
る
中
に
、
唯

一
つ
の
異
例
あ
り
。

　
　
爾
香
坂
王
縢
二坐
歴
木
幡
|而《テ
ミ
》

　
|是
《
タ
マ
ツ
》
、
|大
《

ニ
》怒
猪
出
掘
二其
歴
木
-即
咋
二食
其
香
坂
王
一
中
六
+
四
丁

　
鈴
屋
翕

は

「
而
是
」
の

「
是
」
を
見
の
誤
寫
と
し
て
か
く
讀
ま
れ
た
る
が
、
田
中
頼
庸
氏
は
、
諸
本
を
校
す
れ
ど
、
皆

「
是
」
な
る
よ
り
、
戰

國
齊
策

に

「
而
此
者

三
」
と
あ
る
高
註
に

「
而
如
也
」
と
の
訓
あ
る
に
從
ひ
、
「
而
是
」
を

「
如
是
」
と
訓
じ
、
「
騰
リ
マ
シ
ヌ
、
カ
ク
テ
」
と
讀

み
た
り
。
此
の

「
而
」
「
如
」
相
逋
の
例
は
、詩
・書
・易
・左
傳
・管
子
・筍
子
・孟
子
等

に
、
其
例
多
き
こ
と
な
れ
ど
、
こ
ゝ
に
滴
當
す
と
は
、
考

へ

に
く
き

が
如
し
。

更
に

「
而
し
の
字
の
用
法
を
見
る
に
、
「
則
」
に
逎
す
る
も
の
あ
り
。
易
の
撃
辭
傳
に

「
君
子
見
レ幾
|而
《　》作
、不
レ俟
レ終
レ
日
し
左

傳
、
僖
+
五
年
に

「
何
爲
|而
《
つ
》可
」
楚
語
に

「
若
レ防
二大
川
一焉
、
潰
|而
《
　
》新
犯
必
大
矣
」
と
あ
る
が
如
く
、
又

「
而
」
「
則
」
を
互
用
せ
る
に
は
、
墨

子
明
鬼
篇

に

「非
レ父
|則
《
　
》母
、
非
レ兄
|而
《
　
》姐
也
」
史
記
欒
布
傳
に

「,與
レ楚
|則
《
　
》漢
破
、
與
レ漢
|而
《
　
》楚
破
」
の
如
き
あ
り
。
此
の
意
を
坦
て

「
騰
リ
マ
セ

バ
コ
、
二
」
と
讀
ま
ば
、
本
文
の
儘

に
て
亦
逋
す
べ
し
。
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抑

「
而
」
の

「
テ
」
の
義
な
る
は
、
連
用
的
夲
接

に
し
て

「
則
」
の
義
な
る
は
、
前
提
的
順
接
な
る
が
、
此
の
外
に

「
而

ル
ニ
」
と
訓
す
る
前

提
的
逆
接
も
あ
り
、
更
に
其
の
副
詞
的
牛
接
な
る
も
あ
る
は
、
言
語
接
續
自
然

の
現
象
な
る
べ
く
、
和
漢
殊
に
相
類
せ
る
者
あ
り
。
こ
ゝ
の
場
合

は
、
「
則
し

の
字
ほ
ど
に
順
接
す
べ
き
か
と
い
ふ
に
、
余
は
む
し
ろ
副
詞
的
に
「
ノ
ボ
リ
マ
シ

、
ニ
コ
、
一こ

と
讀
む
を
、
最
適
當
な
り
と
信
す
。

逆
接

の

「
シ
カ
ル
一こ

と
同
形
に
し
て
、
意
は
軍
接
な
る
も
の
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
　
「
是
」

の

字

　
　

爾
豐
玉
毘
賣
命
」
知
二
其
伺
見
之
事
凶以
二爲
心
恥
唱乃
生
一一置
其
御
子
-而
、
白
下妾
恒
逋
二海
道
一欲
ご
徃
來

-然
伺

一見
吾
形
一
|是
甚

作
《

ガ
イト
ハツカ
シキ
コト
》

　
之
か
20

　
　
塞
二海
坂
-而
返
入

上
七
+
-
丁

　
　
圓
野
比
賣
、
慚
下言
同
兄
弟
之
中
以
二姿
醜
-被
レ還
之
事
、
聞
レ於
一一隣
里
一
|是甚
慚
上
中
《

イト
ハツカ
シト
》四
+
一
丁

　
　

兄
子
者
既
|成
《リゾ
》
レ
|人
是
《

レト
パ
》無
レ悒
、
弟
子
|者
未
成
人
是
《

イ
マゾワ
カケ
レ
バ
》愛

(
延
佳
本
悒
)
中
六
+
九
丁

　
　
大
長
谷
天
皇
者
、
雖
レ爲
二
父
之
怨
-還
爲
二我
之
從
父
一亦
治
二天
下
一之
天
|皇
是
《

ニ
マス
テ
》
、
今
單
取
二父
仇
之
志
-悉
下破
治
二
天
下
一之
天
皇
陵
工者
、
後
人

　
　
必
誹
謗

下
四
+
六
丁

　
此
等
の
古
訓
を
、
意
譯
に
過
ぎ
た
り
と
思
ふ
人
も
あ
ら
む
。
田
中
氏
な
ど
は
悉
く

「
コ
レ
」
と
近
世
ぶ
り
に
訓
め
れ
ど
、
撰
者
は
、
唯
そ
の
意

を
翊
て

「
是
」
の
字
を
用
ゐ
た
り
け
む
こ
と
疑
ふ
べ
か
ら
ざ
れ
ば
、
必
し
も
字
を
逐
ひ
て
訓
を
施
さ
ゞ
る
べ
か
ら
ざ
る
理
由
は
存
せ
ざ
る
な
り
。

我
が
輩
は
、
本
居
翕
の
此
の
訓
の
中
に
於

い
て
、
ま
つ
、
第
三
の
「
バ
」
に
服
す
。
經
傳
釋
詞
に

「
是
獪
レ則
也
」
と
し
、
大
戴
禮
王
言
篇
の

「、欷

|

定
是
《

レパ
　
》正
矣
」
を
、
家
語
に

「
正
敢
定
|則
《
む
》本
正
矣
」
に
作
り
、
鄭
語
に

「
若
更
レ君
而
周
訓
レ之
|是
《
む
》易
レ取
也
」
と
あ
る
韋
注
に
、
「
更
以
二
君
道
一導
レ之
|則
《
　
》

易
レ取
」
と
云

へ
る
を
引
け
り
。
我
が
輩
は
、
此
の
獪
則
也
と
い
ふ
説
に
の
み
依
據
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ど
、
「
是
」

の
字
の
上
を
承
く
る
用
法
・小り

し
て
、
必
わ
が

「
バ
」
に
相
當
す
る
揚
合
あ
る
を
信
ぜ
ざ
る
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
。
(餘
事
な
が
ら
、
既
の
下
の

「
成
人
」
は
「
人
ト
ナ
リ
ヌ
レ
」

と
訓
み
た
し
)。

|

ニ
《

,」

噌・一考

ー

,…
ー
}

・
ρ
》
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さ

て
、
第

一r例

も
圓

熟

し
た

る
國

語

な

が

ら

、
「
カ

キ

マ
ミ
給

ヒ

シ
ガ
耻

シ
キ

コ
ト
し

と

い

ふ

は
、
|
語
《

O
Q
》

法

や

ゝ
李

安

朝

に

降

れ

る

者

の
如

く
慈

ぜ

ら

る
。

「
伺

ヒ
見

タ

マ
ヒ

ツ

ル
、

イ

ト

ハ
ヅ

カ

シ
」

と

主
格

助
辭

「
ガ
」
を
略

し

て

は
、

如
何

あ

る

べ
き

。
「
作

」

の

字

は

、

眞

福

寺

本

に

「
怪
」

に

作

れ

る

に
掾

り

て
、

田

中

氏

は

「
コ
レ
、

イ

ト

、

ケ

ヤ

ケ

シ
」

と
訓

み

、
延

佳

本

は

「
|甚

作

之
《

シ
キ
シ
ワ
ザ
ナ
リ
》
」

と

あ

る

を

、
賀

茂

翕

の
説

に
依

り

て

、

古
訓

は

か

く
定

め
た

る
な

り

。
第

三
の

「
是

甚

慚

」
は

「
|是
《
ソ
レ
》
」

と
訓

み

て

は

如
何

あ

ら

む
。

「
コ
レ
甚

耻

シ
」

と

や

う

の
語

法

は
、

古

來

聞

か

ぬ

こ
と

な

れ

ど

も
、
「
ソ

レ
イ

ト

云

々
」

は
、

古

よ
り

あ

る

こ

と
な

り
。

第

四

例

は

、
田

中

氏

「
|是

今

單
下
取
《

コ
レ
キ
ハノ
テ

ル
》二
|父

仇
《

ノ
ヲ
》一之

上
|志
《
ノ
ミ
ュノ
》

」

と
訓

め

る

、
當

時

の
語

に
近

し

と
も

覺

え
す

。

こ

ゝ
は

「
是
」

の

代

に

「
而

」
「
然

」

な

ど

も
用

う

べ
き

轉

語

の
揚

合

に

し

て
,

な

ほ
古

訓

當

れ

り

と
す

べ

し

。

(
か

ゝ
る
文

の

接

續

の
訓

法

に
就

き

て

は

「
爾

」

「
印
」

「
故

」

な

ど

、
別

に
題

を
改

め

て
言

ふ

べ

し
)
()

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

七

　

「
將

」

の

字

　

將

僞

　

爲

將

　
思

將

　
欲

　

我

が
想

像

助

動

詞

「
ム
」

に
當

る

べ

き
漢

字

は
何

ぞ

と
問

は

ゞ
、

人

多

く

は

「
將

」

の
字

と
答

へ
む
。

然

り
。
「、將

然
」
を

「
然

ラ

ム
」
「
將

往
」

を

「
往

カ

ム
」
な

り

と

心
得

た

る

は

、
今

の
人

の

み

に

あ

ら
す

。

徳

川

博
代

の
學

者

も

、

漢

字

渡
來

の

當

初

な

る
奈

良

時

代

の

人

も
然

り

し

に

て

、

萬

葉

集

に
も

「
將

レ
待
」

「
將

レ
言
」

の

類

多

く

、

古
事

記

に

も

、

　

　

八

上

比

賚

答

二
八

十

紳

一言

、
吾

者
不

レ聞

二
汝

等

之

言

一
|
將
《
ム
》二
|嫁
《
マ
ハ
》大
穴

牟

遲
|紳
《ミ
》一…
…
-
若

不

二
待

取

一
者

必
|將
《ム
》-
|
殺

汝
《

サ

ヲ
》一
上
三
+

三
丁

　

　

專

汝

往
|將
《ム
》レ
|間

者
《

ハ

ハ
》上

五
+
九
丁

　

　

我

押
ご
=流
=其

船
…一
者

差

暫

往

(
私
案

ユ
キ

テ

)
|將
《ム
》レ
|有
《
ア
ラ
》二味
御

路

一
上
六
十
六
丁

の
類

、
枚

擧

す

る

に
勝

へ
す

。

さ

れ

ど

、
今

少

し
く

思

へ
ば

、
「、將

」

は

「
ム
ト

ス
」

に
こ

そ
當

れ

。
「
ム
」

に
當

ら

ざ

る
は

、
容

易

に
悟

る

べ
き

こ
と

な

り
。

然

る

に
徇

之

を

怪

ま

ざ

る

は
、
「
ム
」

と

「
ム
ト

ス
」

と

の
差

、異

に

心
づ

か

ざ

る
故

な

り

。
「
ム
」

は
單

に
想

像

に
し

て

、
未

來

動

作

に

は
常

に
添

ふ

に

、
「
ム

ト

ス
し

は

】
種

の
進

行
態

に

て
、
洋

語

直

譯

の

「
ツ

・
ア

ル
」
な

る

を

、

如
何

に
ぞ

、
之

を

混

同

す

べ

き
。

「
將
」
の
義

を

見

る
に

「
且

也

し
「
甫

始

之
辭

」

(
帥

ム
ト

ス
)

「
抑

然

之
辭
…」

な

ど
あ

り

て

、
「
其
」
「
抑

」
「
乃
」
な

ど

に

逋

ふ
も

あ

れ

ど

、
「
ム
し

に
當

る

理

は
毫
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末
も
な
し
。
我
が
助
動
詞
テ

ニ
テ
ハ
は
、
都
べ
て
彼
に
譯
す
べ
か
ら
ざ
る
中
に
、
此
の

「
ム
」
な
ど
は
特
に
然
る
に
、
古
來

「
將
」
字
を
當
て
た

る
は
、
心
や
り
に
強
ひ
て
宛
て
た
る
の
み
。
彼
我

の
人
共
に
、
此
の
對
照
に
誤
ら
る
べ
か
ら
す
。

　
さ
て
古
事
記
に
は

「
爲
將
」
「
將
爲
」
と
い
ふ
用
法
あ
り
。

|

ム
ト
ス
ル
《

ヘ

ラ
》

　

　

伊

賀

所

作

仕

奉
於

一一大

殿

内

一
者

、
意

禮

先

入

明
下
白

其

將

二
爲

仕

奉

一
之
状

上
中
六
丁

　

　

乃
|爲
《ル
》レ
|將
《ムト
》
レ
|殺
《サ
》二當

藝

志

美

々

一之

時

中
+
三
丁

　

　
|爲
《シ
》レ
|
將
《ムト
》
レ
|禝
而
《

セ

テ
》中
六
+
五
丁

　

　

虚
底
山津

B
山咼
|僞
《ス
》レ
|
將
《しト
》
レ
|出
《
イ
デ
マ
》

ご
|幸
《
サ
》上
國

-
上
六
十
九
丁

(下
卷

ニ
モ
ア
リ
)

　

此
等

は

「
將
」

を

「
ム
」

に
充

て
た

る

よ
り

、
「
ト

ス
」

に

「
爲

」

の
字

を
補

へ
る

に

て
、

自

然

の
こ

と

な

る

べ
し
。

(
「
將
」

を

「
ム

ト

ス
」
に

充

て

た

る
正

用

も
固

よ
o
多

く

あ

り

)

か

く

て
、

此

の

「
爲

」

に

「
思

」

を

代

ふ
れ

ば

、

　

　

乃

㎜
|
雖
《
ド
モ
オ
》
レ
|思
《
ボ
シ
ン
》
レ
|
將
《
カ
ム
ト
》
レ
|婚
《
ィ
サ
》、
亦
|思

二
還
《

ォ
で
ホ
シ
テ
》
上

之

酔
|將

庇
婚
《

メ
ト
メ
サ
》
申
五
+
丁

　

　
|田
心
《

オ
F
ホ
》
レ
　
|將
《

シ
イ
ム
ト
》
…ご
|待

取
《

チ

ラ
》一
申
六
十
四
丁

と

樣

の
文

と

な

る
。
「

思

將
」

の
代

に

「
欲
じ

の
字

を
用

ゐ
ば

難

な

か

る

べ
き

を

。

　

こ

ゝ

に
序

に
言

ふ
べ

き

こ

と

あ

り
。

「
將
し

と

「
欲

」

と

は

、
義

も
用

方

も

極

め

て
近

き

所

あ

る
よ

り

、
希

望

の
意

強

き

「
ム
」

に

は

「
欲

」
の

字

を
用

ゐ

る

こ
と

な

り

。

　

　
誰

來

二
我
國

一而

忍

々
如

此

物

言

.
然
|欲
《ム
》二
|僞
《セ
》力

競

-故

我

先
|欲
《ム
》
二
|取
《ラ
》
其

御

手

上
五
+
五
丁

　

　
雖

レ
償

多

鈎

ネ

レ
受

、
|云
《フ
》-蕕
|
欲

二
得
《

ム
ト

エ
》其

本
|卸
《ヲ
》
上
六
+
六
丁

　

　

火
遠

理
命

見

こ
其

婢

一
|乞

欲

二
得

水
《

コ
ヒ
ク
マ
フ

エ
シ
メ
ヨ
ト

ヲ
》り
上
六
+
六
丁

　

此
等

を

田
中

氏

は

、
皆

つ
…
・…

ム
ト
欲

ス
L

と

訓

め

る
は

、

迂

の

至

な

り

。
我

は

、
終

の
を

も

つ
爪
テ
得

ム
ト
乞

ヒ
給

フ
L

と

や

う

に
、

讀

む
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べ
き

も

の

な

り

と
思

惟

す
G

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

八

「
爲

」

の

字

　
「
僞

」

の
義

た

る

、
極

め

て
多

き

中

に
我

が
國

文

に
用

ゐ

て
動

詞

に
す

る

と
.
殉
タ

メ
L

と
訓

み

て

副
詞

に
す

る

と

は

、
兩

大

別

な

る

べ
し
。
「
タ

メ
」

の
博

は
、

去
聲

箕

韻

于
嬬

の
切

な

る

が

、

そ

の

昔

に
動

詞

な

る
も

の
多

く

、

他

は
、

軍
聲

支

韻

于

嬬

の
切

な

り

。
　

之

を
漢

字

よ

り
見

る
時

は

、
共

に
動

詞

に

し

て

「
タ

メ
」

と
副

詞

に
す

る

は
、
我

が
國

語

の
法

に
し

て

、
本

意

に

は

あ

ら
ざ

る

が

、
奈

良

朝

似

前

よ
り

も
存

せ

し
も

の

ゝ

如
し

。

か

く

て

、
古

事

記

に
用

ゐ

た

る

爲

の
字

は

、
頗

種

類
多

し
。

イ
|將
《

　
》

欲

に
逋

す

る
者

(　

　

吾

御
|子
爲
《

ノ

ス
ル
》
ご
天
|降
《マサ
》
-
|之
《
ム
ト
》道
誰

如

此
而

居

(
田

中

氏

訓

「、
道

一こ

「
居

ル

ハ
」
)
上
五
+
九
丁

　

　
|時
《
ヨ
リ
ヨ
リ
》

々
|也

徃
《

ト
コ
ロ
ド
コ
ロ
》

々
|也

雖
《

あ
シ
テ
ド
ス
》
レ
|爲
《
レ
トロラ
》
レ
|取
《
ン
ト
》一m
|不
《

モ
》

レ
得

中
七
十
七
丁

　

此
等

は

「
天

降
」
「
取
」
を

名

詞

と

す

れ

ば

、
「
爲
し
は
蕁

常

な

れ

ど

、

文

勢

こ

の
古

訓

の

如

く
動

詞

な

る

べ
け

れ
ば

、「
將
」

と

「
欲
」
と

の
用

ゐ
ら

る

べ
き

場
合

な
り

。

漢

文

に
も

、

之

に
似

た

る

用
法

あ

り
。

孟

子
梁

惠

王
篇

の

「
克

告

レ
於

レ
君

爲

二
來

見

一
也
」
の
趙

注

に

は

「
君

將

レ
欲

レ來

」
と

い

ひ

、
吏

記
盧

綰

傳

の

「
盧

綰

妻

子
亡

降

レ
漢

、
會

二
高

后

病

-
不

レ
能

レ
見

、

舍

二
燕

邸

-僞

ご
歙

置

酒

見

ラ
之

、
高

后

竟

萠

ヤ
不

レ
得

レ
見

」
も

「、高

后
特

二
歓

置

酒

見

づ
之

し

の
義

な
り

と

い

ひ
、
衞

將

軍
驃

騎

傳

に

「
驃

騎

始

僞
下
出

二
定
襄

-當

喰
單

于
上
云

々
し

と

あ

る

「
爲
」

も

「
將

」

の
義

な

り

と

い
ふ
。

　

序

に

い

ふ
、

此

の

「
時

々
」

「
徃

々
」

の

下

の

「
也
」

の
字

は

「
今

也
」

「

爲

人

也
」

な

ど

、

副
詞

の

下

に

副

ふ
者

に

て

、
「
者
」

の
字

と
相

逋

ふ

な
り

。
「
徃

々
」

を

「
ト

コ

ロ
ド

コ

ロ
」

と
訓

む

は
、

續

日
本

紀

に

二
處

見

え
、

文
選

言
泉

賦

の

「,遑

々
離

宮

般

以
相

矚

兮
」

の
逞

々
を

も

、

古

來

し

か
訓

み
た

る

、

そ

の
注

に
逞

は
古

文

の
往

の

字

、
徃

々
は

一
に
非

ざ

る
を

言

ふ

と
あ

り

て
、
廣

く

場

所

揚

合

を

も

い

ふ
語

な
り

。

ロ
|所
《

　
》

に
逎

ふ
者

　

　
|或
《
モ
シ
》天

若

囗

子

不

レ
誤

レ
命
|爲
《タリ
》
レ
|
射

卜悪

紳
《

シ
で
ア
つ
イ
ル
》嶋
|之
《
ヲ
》矢

之

至
者

、

不

レ
中

二
天

若

日

子

一
上
五
+

一
丁
　

广
|惡

紳
《

ア
シ
キ
カ
ミ
》
ト

ヨ

ム
ベ

キ

カ
)
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此

は

、
極

め

て
稀
覯

の
例

な

れ

ど
、

と

に

か
く

に

「
所
」

の

あ

る

べ

き
場

所

に

あ

り
。

田

中

茂

は

「
射

タ

ル
」

涛
訓

み
た

る

が

、
或

は

「
射

ッ

ル
」

に

て
も

あ

る

べ
し

。

此

の

「
爲

」

の
字

無

く

て

は
、
物

足

ら

ぬ

心
地

や

し
け

む
。
「
|爲
《セ
》下射

二惡

神

一
之
矢

之
|至
《ト
》上
|者
《バ
》」

に

は
あ

ら

じ

。
「
|爲
《

シ
ツ
ル
》
レ
|射
《
ル
ユ
ヲ
》
ニ

悪
|紳
《ヲ
》
∵
」

な

ど

の
義

に

て

も

あ
ら

む

か

。

ハ
|目
《

　
》

的

を
表

す

動

詞

と
し

て
用

ゐ
た

る
も

の

(　
「
花

テ
取

リ

ニ
行

ク
」

な

ど

は

、
「丿矧

花

往
し

と

も
書

く

べ
き

に
、

本

書

さ

る
揚

合

に
は

「
爲
」
字

を
略

し

て

「
|看

二
行
《

ミ
ソ
ナ
ハ
シ
ニ
》
其
|紳
《ヲ
》一入

二
坐

其

野

こ

な

ど
書

し

、
叉

は

「
大

后
|爲
《シ
》レ
|將
《ムト
》
ご
豐
|樂
《セ
》一
|
而

於
《

ヂ

ニ
》レ
|採
《トリ
》
ご
御

綱
|柏
《ヲ
》-幸

二
行

木
國

こ

な
ど

「
於

」

字

を

用

ゐ
た

る
が

、

　

　

次
|爲
《シ
》レ
|直

二
其

禍
《

ザ
ント

ユノ
》-
|
而
《ヂ
》所
成

紳

名

紳

直

毘

紳

上
+
五
丁

は

「
直

サ

ム
タ

メ

ニ
」

と
も

訓

む

べ
く

、
「
將

」

の
義

に

は
あ

ら

す

。

叉

、

　

　

師
|爲
《
ク
メ
乙
》
レ
|鎭

二
《

ノ
ム
》御
|腹
《ヲ
》一取

レ
石

り

纏

二
御

裳

之

腰

一而

渡

二
筑

紫
國

-
中
六
+
三
丁

な

ど

は
、
「
鎭

メ
ム

ト

シ

テ
」

と

も
訓

む

べ
く

、
「
タ

メ

ニ
」

よ

り

は

、
當

時

の
語

に
近

か

る

べ
く

覺

ゆ

。

|

二
《

　
》被

役

の
義

(　

「
|爲
《ル
》二
|人

笑
《

ニ

ハ
》こ

「
父

母
宗

族

皆
|爲

二
《

ラ
ル
》殺
|戮
《セ
》こ

な

ど

「
所
」

の
字

と
連

結

せ

で
も

被

役

と
な

る

は
、
漢

文

に
は
珍

し

か

ら

ぬ

が
、

マ
ド
ヒ
フ
セ
《

エ

リ

サ

　ド
ラ
エ
コ
ヤ
セ
ル
》
|

ル

　

　

受

二
取

其

横

刀

一之

時

、
其

熊

野

山

之

荒
紳

自

皆

僞

二
刧
仆

-爾

其

、

惑

伏

御

軍

悉

寤

起

之

(
「、惑

伏
し

ト

ヨ

ム
ベ

キ

カ
)

中
三
丁

も

、
被

役

と
見

ざ

る

べ

か

ら
す

。

寛

永

本

の

「
切

リ

フ

セ

ッ
し

は

逋

ぜ

す

。

「
切

リ

フ

セ
ラ

ル
」

に

て
も

可

な

り

。
　

さ
れ

ど

、
此

の
例

、
外

に

見

え
す

。

ホ
|使
《

「)
》

役

の
義

(　

國

語

に

「
ス
」

は
、

サ
行

變
格

活

用

な

れ

ど

、

四

段
活

よ
り
出

で
け

む

こ

と
疑

ふ

べ
か

ら

す

。

使

役

の

「
ス
」

は

、
今

は
下

二

段
活

な
れ

ど

、

奈

良

朝

以
前

に

は
四

段

活

に
も
言

ひ

て

、

三
者

同
源

な
り

け

む

と
覺

ゆ
。
　

さ

れ

ば

、
俗

文

の
使

筏

に

「
爲

レ
致
」

「
爲

レ
知

」

な

ど
書

く
も

,
聊

所

二1
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謂
な
き
に
し
も
あ
ら
す
・
漢
文
に

「
其
側
三御
世
昭
二前
之
令
聞
一也
(魯
諸
ご

と
い
ふ

「
僞
」
も
、
獪
|使
《
つ
》也
と
注

し
、
孟

子
離
婁
篇
に

「
荷
|爲
《
と
》レ不
レ

畜
終

身

不

レ
得
」

と

い
ひ

「
荷
矧

レ
無

レ
本

、
甚
涸

也

、
可

二
立

而
待

一也

」

と

い

ひ
、

告

子
篇

に

「
驀

レ
不

レ
熟

、
不

レ
如

二
黄

稗

こ

と

い
ひ

、
荘

子
人

間

世
篇

に
、
「
苟
矧

レ
不

レ
知

一一其

然

一也

、
熟

知

二其

所

丁終

」
)

と

い

ふ
、

皆

,
苟

使

の
義

な

り

と
釋

せ

る

を
見

れ
ば

、
此

等

も

、
和

漢

一
揆

と

い
ふ

べ

し
。

|

セ

ヱ
ゲ
タ
《

ユ
》

　

　

亦

新

羅

人
參

渡

來

、
是

以

建

内

宿

禰

命

引

率

僞

レ
役

二
之

堤

池

一而

作

二
百
濟

池

「
中
七
+
四
丁

は
漢

文

の
用

例

と

は
異

な

れ

ど
も

、
使

役

に
用

ゐ
た

る
者

と

見

る

を
可

と

す

べ
し

。
　

延
佳

本

に

は

「
|爲
《
シ
エダ
》
レ
|役
《
チ
ト
》
」

と
訓

み
た

る
、

そ

れ

や

が

て

、
國

語

の

「
エ
グ

・
セ
」

な

り
・
　
漢

文

よ

り

言

へ
ば

、

此

の
場

合

に

「、僞

」

の
字

の
用

な

く

、
「
役

于

堤

池
」

と

も

書

く

べ
き

な

れ

ど

、

さ

て
は
、

當

時

の

「,
エ
ダ

・
セ
し

に

は
物

遠

き

や

う

に
覺

え

て
、
「
爲

」

の
字

を
加

へ

つ
る

に
も

あ

る

べ
し

。

へ
|動
《

　
》

詞

の
補

助

語

尾

的

に

用

ゐ

た

る

も

の

(　

　

須

勢

理
毘

賣

命
|甚

爲
《

シ
タ
マ
ヒ
キ
》
ご
|嫉

妬

一
《

ゥ
ハ
ハ
リ
ネ
タ
こ
》(
夂

訓

「
モ

ノ
ネ

タ

ミ

シ
玉

ヒ
キ
」
「
ネ

タ

ミ

シ
玉

ヒ

ニ
キ
」
)
上
四
+
丁

　
　
穆

伊
藤

毘
驀

倏
忽
駕
二蠶

及
禦

皆
莚

而
伏
繼

李

中
三
丁

　

　

枕

二
其

后

之
御

膝

一
|
爲

御

寢
《

ミ
ネ
マ
シ
キ
》坐

也

、
爾

其

后

月

二
紐

小

刀

-
|僞
《シヰ
》
レ
|
刺
《ザム
》
ご
|其
《
コ
》天

皇

之

御
|頸
《ヲ
》-申

三
+
四
丁

　

　

答

白

既
|僞
《ツ
》二
|泥

疑
《

ネ

ギ
》一也

(
夂

訓

ネ

ギ

シ

ツ
)
中
四
+
六
丁

　

　
|
詔
《
ア
リ
タ
》
レ
|
爲

二
易

刀
《

マ
フ
セ
ン
ト
タ
チ
カ
へ
》一
中
四
+
八
丁

　

　

汝

之

子
目

鶸

王

成

レ
人

之

時

、
知

三
吾

殺

二
其

父

手

者

、
|還

爲

二
《

カ
バもシ
デ
ア
ラ
》

ー
|有
《
ン
》邪

心

嶋
乎

(
還

叉
訓

力

ヘ
リ

テ
)
下
二
+
五
丁

　

此

等

の

「
僞

」

の
字

は

、
爲

無

く

て
も

逋

ず

べ
き

中

に
、
「
遠

延
」
「
泥
疑

」

な

ど
假

字

が
き

な

る

は
、

語

尾

を
書

か

ざ

る

よ
り

、
其

の
動

詞

な

る

を
明

に
す

る
爲

に

は

「
爲
」

の
字

を
添

ふ
る
必

要

あ
り

。
「
爲
嫉

妬
」
は

「
性

甚

嫉

妬
」

な

ど

書

け

ば

可

な

る
も

、
國

語

に
は

「
モ

ノ
、不
タ

ミ
」

な

ど

名
詞

に

云

へ
ば

、

其

の
語

法

よ
り

「
爲
」

を
獨

立

動

詞

に

用

ゐ

た

る

な

る

べ
く

、
「
御
寢

」

は
、
漢

文

に

て
動

詞

に
な

れ

ど

も

、
「
ミ

ネ
」

と
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い

へ
ば
藹

な
る
よ
り
、
之
・螽

詞
に
し
て
下
璽

、坐
L
に
續
け
む
と
三

爲
L
の
字
を
加
へ
た
る
な
ゑ

し
。

帥鵬轢
蕪

癖

、「礬

藤
纖

饗

涌蕪

鑛

幹

・郵
・影

「鰻

難

敷

霧

蔀

鞴

旗

詞
な
れ
鰭

.舜
一
を
加
ふ
る
も
理
あ
る
が
、
終
の
.爲
有
」
は
.有
…

ー

る鱗

鞭

錐

纏

罷
潮肌謔

簿

擁

纂

鐶

すに足ー

あればな

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九

「既
」

の

字

舷

L態

ボ

鬻

為

饗

雛

　
の
義
よ
り
出
で
た
る
に
て
,
國
語
の
「
ハ
ヤ
ク
」
「
ス
三

」
ー

致
す
べ
か

G

「
|全
《

　
》

」
「
こ

の
義

　
　
如
叢

女
之
髫

硫

垂
籍

御
髪
服

二羨

之
御
衣
貍

鴎衄
成
二童
女
之
姿

申
四
‡

丁

　
　
百
官
恭
敬
往
來
之
状
朗
如
-主

子
之
坐
所
一而

中
七
+
六
丁

　
　
其
王
子
者
服
二布
衣
褌
-既
爲
二賤
入
之
形
一執
レ樮
立
レ船

同
上

　
　
御
齒
長

一
寸
廣
こ
分
、
王
下
等
齊
、
朗
如
レ貫
レ珠

下
+
七
丁

有
下
昔

二所
叟

山
犀

登
二山
上
入

上朗
等
二天
嵳

蠡

赤

蓁

束
之
状
及
人
衆
相
似
不
観

下
三
+
手

「
ナ

ツ
噛ア
シ
。マ
フ
」

3

リ

ヰ

ル
L

な

ど

「
ス
丿ア

ニ
」

「
モ
ゥ
」

壷

へ
る
よ

り

・

か

斎

鼕

生

ξ

と
思

は
れ

ぬ

に

も

あ

ら

ね

ど
、

加
茂
島
蘭
.
子
島
囎
.
一云
々
.
野
代
海
中
蚊
島
。
周
六
+
歩
、
中
央
墾

面

方
蜘
樊

々
(
出
雲
塁

記
・
羣

郡
)
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天

下
|須

泥

爾
《

尺
　
デ
　
　満
》
於

保

比

底

布

流

雪

乃

比
加

里

乎

見

禮

婆

多
敷

刀

久

母

安
流

香

へ萬
葉
集
、
+
七
)

な

ど

あ

る
例

を
見

れ

ば

、

さ

の

み
は

斷

す

べ

か

ら

す
。

却

て

、
國

語

「
ス
デ

ニ
」

に

は

「,
ス

ベ

テ
」

「
マ
ソ

タ

ク
」
「
ミ

ナ
し
「
コ
ト

ゴ

ト

ク
」

な
ど

い

ふ
意

義

の
ま

つ

あ

り

て

、
普

邇

の
用

例

は
生

じ
た

り

と
思

は

る

ゝ
な

り

。

術

萬

葉

の

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

〔

　

　

梓

弓
|引

見

縱

見
《

ヒ
キ

ミ
ユ
ル
ペ
ミ
》
思

見
而
|既

心
《

ス
デ
ニ
》揃

因

爾

思

物

乎

(+

二
)

　

　

吉

美

爾
餘

里

吾

名
波

須

泥

爾

多

都

多

山

縄

多

流

孤

悲

乃

之

氣

吉

許

呂
可

母

(
+
七
)

　

此
等

は
、
稍

漢

字

の

「
既

」

の
義

に
近

づ

き

た

る
樣

に
も

見

ゆ
れ

ど

、

爾

意
義

の
中

心

は

「
全
」
「
悉
」

コ

L

に
あ

る
も

の
な

り
。

繼

體

紀

に

も

{、
全

贓
傳
L

と

註

し

た

り
。

さ

れ

ば

、
國

語

の

「、
ス
デ

ニ
」

の
古

き

意
莪

は
ほ

ゞ
明

ら

か

な

る

べ
し
。

　

　

　

.養

　

又

「、親

王

等

…

…
天

下

公

民
等

,皆

爾

受

所

賜
…

…

(
南

京

遺

文

)
も

(
ス
デ

ニ
)

な

ら

む
。

然

ら

ば

如
何

に

し

て

「
既

」

の
字

と

「
ス
デ

ニ
」

が

結

び

つ
き

た

り

き

や

。
「
モ

ハ
ラ
」

「
マ
タ

ク
」

の
|義
《

"ト
ゴト
ニ
》

が

「
既

」
の
字

に
存

せ

り

と

思
惟

し

て

か

く
用

ゐ
け

む

や
。

思

ふ

に

「
既
」

の
字

開、
譱

L
「,畢
」

の
義

あ
り

。
「
悉
」

の
義

に
近

似

せ

る
よ

り

、
「
ス
デ

一こ

と
訓

ぜ

し

が

、
後

漸

く
字

の

本
義

に
傾

き

た

る

も

の
な

る

べ
し

。

(「
不

傾
」

の

字

、
田

中

氏

は

「
タ

ガ

ハ
ズ
」

と
訓

み

た

り
。

難

字

な

が

ら

、
誤

寫

と

も
見

え
す

。

兩

者

相

李

均

し

て
傾

か

ざ

る
義

な

る
べ

し
)
。

ロ
「
|速
《

　
》

」
の
義

(　

　

　

　

nヤ
ク
'古
訓
茅
千
ホ
ス
・ム
　
　
　
ヲ

ネ
ト
γ

　
　
天
皇
既
　
　
所
ー
以
」

恵

吾
死
乎
-何
撃
二
遘
四
方
之
惡
人
等
一而
返
參
上
來
之
問
未
レ經
二幾
時
一不
レ賜
二
軍
衆
-今
更
夲
二
遘
東
方
+
二
道
之

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

ヲ
ハ
ヤ
タ
(古
訓
)ネ
ト

　

　

惡

人

等

-
因

レ
此

思
惟

獪
|所
《
ヒ
モ
ホ
ス
ナ
》

ー
|
思

二
《

リ
ケ
リ
》看

吾

既

死

一　

焉

中
四
+
九
丁

　

此

の
例

は

、
外

に
斜

當

ら

ざ

れ

ど

も

、
前

項

と

は
異

な

り
。

此

の

二

の

「
既
」

の
前

の

は

、
措

辭

の

上

よ
り

は

「
思

ス
し

に
係

る
や

う

に

も
見

ゆ

れ

ど

、
侮

「
死

ネ
」

に

係

る
な

る
べ

く

、
後

の

【、
既

死
L

は

「
死

ン
デ

シ

マ

へ
」

の
義

に

も
見

ら

る

べ
き

が

、
當

時

、
さ

る
語
法

も

あ

る

べ
か

ら

す

。
「
速

二
死

、不
」

と
見

る
方

、
前

段

に

「
天
皇

惶

二
其

御

子
之

娃
荒

之

情

一而

詔
之

」

と
あ

る

に
應

じ

て
、

爰

當

な

り

と

す

。

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

+

種

々

の

字
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「
|更
《

　
》

」

の
字

(

副

詞

に

「
サ

三

ご

と
訓

ず

る

「
サ

ラ
し

は

「
新

の
義

に

や
・
「
マ
条

」

「
ア

ラ

タ

メ
テ
し

な

ど

、
同
義

な

り

。
然

る

に
、
國

語

の

「
更

蕪

イ
」

な

ど

「
決

シ
テ
」
「
全

ク
」

な

ど

の
義

な

る

は

、
「
更

」

の
字

に
當

ら
ざ

る

に

、
其

の
語

は
早

く

有

り

し

と
見

え

て
、

　

　

息
長

帶

日
賣

命

者

既

崩

故
|無
《シペ
》
レ
|
可

二
更

戰
《

キ
コ
サ
ノ
ニ
フ
》輔
中
六
+
四
丁

　

　

大

后

云

々
、
看

一行

此
蟲

-而

入
坐

耳
|更
《ニ
》無

二
異

心

-
下

八
丁

　

　

汝

命

不

レ
顯

レ名

者

、
|更
《ニ
》
非

下
臨

二
天

下

-
之

君

工
下
四
+
三
丁

な

ど
皆

特

殊

の
者

な

り
。

此

の
語

法

夲

安

朝

を
經

て
、

現

今

ま

で
多

く
用

ゐ
ら

る
。
　

(
此

に
似

た

る

「
敢

ヘ
テ
」

は

、
遙

に
降

れ

る
世

よ
り

の
事

な
り

)
。
　

　

　

　

・

の

「
然

」

の
字

(　
「
シ
カ

リ
」
「
シ
カ

ル

ニ
」
「
シ
カ

シ
テ
」
「
シ

カ

レ
ド

モ
」

の
類

「
然

」

の
字

に
當

る

は
論

な

き

が

、
「
シ

ヵ
」

い
ふ

副
詞

に
當

つ
る

は

ー1
本

的

用

|

シ
タ
マ

ハ
ノ
カ
《

パ

ド
モ

シ
カ
ス
レ
》

法

な
り

。
「
所

二
獄
爲

ウ
然

者
」

「
汝

爲

レ
然

者

」

「
雖

二
然

爲

こ

の
類

、
己

む

こ

と
を

得

ざ

る

に
出

で
け

む
。

「,
然
」

に

「
如

是
」

の
莪

あ

れ

ど
も

、

我

が

「
シ
ヵ
」

に
當

る

べ
き
漢

字

は

あ

ら

ざ

る

な
り

。

の

「
那
珂

の
字

(　

魏

志

に

「
那

一後

無

レ繼

何

こ

と

あ

り

「
那

者

奈

之
轉

也

」

と
釋

し
、
左

傳

、
宣

二
年

に

「
棄

レ
甲

則

那

」

と
あ

る

は

、
杜

註

に

、
「、那

獪

レ何

也

し

と

し

、

日
知

録

に

「
直

言

レ
之

日
レ
那

、
長

言

レ
之

日

二
奈

何

一
一
也
」

と

あ

り
。

「
那
何

」

を

「
奈

何

」

に
用

ゐ

た

る

は
珍

し
。

　

　

若

汝

従

ご
吾

言
尸
者

、
吾

爲

二
天
皇

↓
汝

作

一天

臣

↓
|治

二
天

下
《

シ
ロ
サ
ム
ト
ス
》-
|那
何
《

ィ
ヵ
ニ
ロ
》下
+
六
丁

　

　

・…

…
|人

取

一
《

ト
リ
"、ツ
》
一
|
天

皇
《

レ
ワ
ヲ
》↓
|爲
《
セ
マ
シ
ト
》

　
　
|那

何
《

イロカバニ
》
《

げ
》
|

下

こ
+
六
丁
　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
　

|

二
《

、)
》
《

へ

の
》
|

諸

俗

字

ノ
藍
丶
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。
「
乍
」

を

「
ツ
、
」
に
用
霧

者
二
處
あ
り
Q
萬
輩

も
、
多
島

・
L

に
用
ゐ
た
り
.
「
ナ
ガ
一フ
」
に
は

「隨
」
「
任
」
な
ど
用
ゐ
池

.蹴

.驚

磐

麹
鋸

簸

翳
邸.難

轗鎚
雛

り

べ
し
・
「
俣

」

に

「
マ
ッ
」

の
義

あ

り

と

い
ふ
説

に

よ

れ
ば

、

其

の
省

筆

と
も

い

ふ

べ

し
}。

○
「
誂
」

を

「
ア
ト
ラ
フ
」

に
充
て
砦

墜

古
き
こ
と
ゝ
見
ゆ
。

。
摺

L

を

「
ス
ル
」
に
用
ゐ
砦

は
、
後
人
騫

の
際
に

コ
揩
㌧

ぞ
誤
れ
る
か
。
と
ま
れ
、
是
も
古
き
こ
と
な
り
。

q

御
方
L

と
い
ふ
字
を
・
礬

頃
も
、
皆

「
御
方
」
と
せ
り
。
俗
に
味
方
と
書
く
は
後
世
な
り
。

　

○
「
彦
」
　
の
字
な
き
は
奇
な
り
。

。
「
奈
し

を
假
芒

使
用
せ
し
例
も
奇
な
り
。
「
則
」
の
字
、
及

「
乎
」
の
撃

苳

は
、
聾

ロ
へ
り
。

ホ
|諸
《

　
》

珍

字

　

　

　

　
・

(

　

コ
左

ノ
　

　

カ
ナ
タ

コ
ナ
タ

　

○
「
此

廂

人
」

「
彼

廂

此
廂

」

　

○
|
患
《

ウ
レ
ヘク
ル
》

　
|惚
《
シ
ム
》(
俗

ノ
惱

ノ
字

)
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、

。
㌦縷

L
「
雛

黥

」
「
琴
携
」

　

沙

冠

.耕

刃

.
、、鈴

・
.拶

山

繍

矢

　

　
〇

五

件

緒
|矣

支
《

ヲ
ク
マ
リ
》(
夂

訓

サ

シ
)
|加

而
《

ク
ハ
ヘ
テ
》



二=二
57集 究 研 典 古 篇一第

　

○
|
蝮
《

タ
ヂ
ヒ
》

　

○
|
繁
《
カ
ケ
》

　

○
|
呉

床
《

アゲ
ラ
》

・

憚

護

+

「
心
裏
歓
婚
、
憚
蓋

柔

得
成
婚
而
」
と
あ
る
を
、
皆
字
に
從
ひ
雪

ハ
"
カ
リ
L
と
讀
め
れ
ど
、
こ

ゝ
は
姜

と
攣

る
を
、

人
夂

は
紳
に
憚
る
な
ど
考
ふ
べ
か
ら
す
。
婚
交
に
堪

へ
ざ
る
べ
き
を
い
た
む
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
な
り
。
興
旙
寺
本
に

「
悼
」
の
字
と
な
れ
る
に

掾
ら
ん
と
欲
す
。
「
悼
」
と
あ
る
を

「
憚
」
と
誤
る
類
、
古
字
を
新
字
も
て
寫
し
直
す
時
、
常
に
あ
る
こ
と
な
り
。

　
○

上
表
文
の

「
慍
悌
」
な
ど
、
大
抵
傳
に
論
じ
た
り
。

第
五
章

總

括

　
上

の
四
章
に
述
べ
た
る
は
我
が
思
は
く
の
片
は
し
の
み
。
さ
れ
ど
こ
れ
に
て
、
古
事
記

に
於
け
る
訓
讀
法
の
特
殊
な
る
も
の
に
就
き
て
は
、
略

其
研
究
方
針
の
概
略
を
述
べ
た
り
。

い
で
、
茲
に
は
云
ひ
殘
し
た
る
大
鱧
論
を
述
べ
て
、
此
の
論
の
と
ち
め
と
爲
さ
む
。

　
先
づ
云
ふ
べ
き
は
、
安
萬
侶
が
古
事
記
を
撰
録
せ
し
規
前
既
に
久
し
き
慣
用
を
經
て
、
讀
み
癖

・
宛
て
字
な
ど
の
、
稍
固
定
し
初
め
た
り
し
こ

と
な
り
。
第
四
章
に
擧
げ
た
る
様
々
の
字
の
、
様

々
な
る
用
法
は
、
決
し
て
安
萬
侶
が

一
存
よ
り
出
で
た
る
も
の
に
非
ざ
る
べ
き
は
、
論
明
に
も

及
ぶ
ま
じ
け
れ
ど
、
禽
云
は
ゞ
、か
く
樣
に
變
化
を
經
九
る
多
樣
な
る
用
例
が
、
一
朝

一
夕
に
生
す
べ
き
理
な
く
、
よ
し
生
じ
た
り
と
す
と
も
,
俄

に
し
か
書
き
出
さ
れ
た
ら
む
に
は
、
誰
か
は
其
讀
み
癖
・宛
て
字
の
儘
に
讀
み
下
す
こ
と
を
得
べ
き
。
「
|亦
《

し
》

於
二姓
日
下
-
謂
二玖
沙
訶
扁於
ご名
帶
字
-

謂
二多
羅
斯
-如
レ此
之
類
隨
レ本
不
レ改
」

と
あ
る
も
、既
に
是
等
の
固
有
名
詞
を
表
す
字
の
固
定
し
て
、
中
に
は
、夙
く
原
義
の
辿
り
難
き
す
ら
あ

り
し
を
暗
示
せ
る
も
の
と
云
ふ
べ
し
。

　
蕾
に
固
有
名
詞
的
な
る
字
に
は
限
ら
す
、

一
字

一
訓
或
は
數
訓
に
固
定
せ
む
と
す
る
傾
き
は
見
え
初
め
な
が
ら
、
未
だ
讀
法
の

-
定
せ
ざ
る
も

.-
烈

q

厂

』、、　
事　
ド　
、
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あ
り
。
字
義
を
正
用
し
た
る
が
あ
る
か
と
見
れ
ば
、
同
訓
異
義
を
逋
用
し
、
異
字
同
訓
を
並
用
せ
る
如
き
も
あ
り
。

　
扨
も
、
何
時
の
頃
よ
り
、
此
の
傾
向
は
始
り
た
り
け
む
。

-
字
に
は
、

一
字
の
沿
革
あ
れ
ば
、
到
底
定
め
て
言
ひ
難
け
れ
ど
、
多
く
、
歸
化
人

の
末
な

る
文
部

・
史
部
の
人

々
、
又
は
僣
侶
た
ち
の
常
用
文
字
が
、
か
ゝ
る
傾
向
を
導
き
出
で
け
む
は
、
疑
な
き
こ
と
な
り
。
而
も
博
士

.
留
學

歸
朝
者

の
正
純
な
る
知
識
た
ち
の
正
用
せ
る
も
、
代
々
に
行
は
れ
た
ら
め
ど
、
世
間
の
實
用
に
は
却
り
て
和
習
多
き
用
字
例
が
叶
ひ
た
る
も
の
と

考

へ
ら
る
。

　
其
に
就
き
て
考
ふ
べ
き
は
、
さ
る
人
々
の
仲
間

々
々
に
よ
り
て
、
字
の
用
例
を
異
に
し
た
ら
む
と
思
は
る
ゝ
節
あ
る
こ
と
な
り
。

　
萬
葉

の
卷

々
に
よ
り
て
,
表
記
法
の
多
樣
な
る
が
如
き
は
、
其

の
甚
し
き
者
な
る
が
,
是
は
種

々
な
る
歌
集
の
、
集
大
成
せ
ら
れ
た
る
も
の
と

し
て
然

あ
る
べ
き
こ
と
な
り
。
古
事
記
は
萬
葉
よ
り
夙
く
世
に
出
で
た
れ
ど
、
萬
葉
の
如
く
雜
然
た
る
點
少
き
は
、
其
處

に
ぞ
安
萬
侶
の
苦

心
は

存
し
た

る
な
る
。
さ
れ
ど
も
、
安
萬
侶
の
方
針
は
、
眼
に
熟
し
た
る
慣
用
は
、
是
を
探
用
す
と
い
ふ
處
に
在
り
た
れ
ば
、
古
事
記
の
文
字
或
は
文

章
の
外
形
を
見
む
に
は
、
安
萬
侶
以
前
の
漢
字
使
用
の
歴
史
を
顧
み
ざ
る
べ
か
ら
す
。
さ
れ
ど
、
奈
何
せ
む
、
其
資
料
と
な
る
べ
き
も
の
極
め
て

稀
に
し

て
、
正
倉
院
其
の
他
に
於
け
る
文
書
の
斷
片
、
或
は
金
石
文
等
の
此
の
書
よ
の
稍
時
代
降
り
牝
る
古
文
獻
の
調
査

よ
り
、
助
を
求
む
る
外

な
か
ら
む
。

　
萬
葉
な
ど
を
見
る
も
,
人
廊
呂
集

一
類
の
も
の
に
は
、
助
辭
等
は
、
深
く
念
頭
に
置
か
ざ
り
け
む
,
い
と
お
ほ
ま
か
な
る
表
記
法
を
と
り
て
、

後
世
よ
り
は
、
如
何
に
と
も
讀
ま
る
べ
き
も
の
多
く
見
え
た
り
。
か
く
て
も
、
當
時
は
訓
み
違

へ
す
や
あ
り
し
、
と
う
ち
傾
か
る
れ
ど
、
其
の
頃

の
人
は
、
其
の
時
代
の
語
法
の
自
ら
な
る
適
用
に
ょ
り
て
、
さ
の
み
は
誤
ら
ざ
り
け
む
。
叉
書
き
記
す
人
も
、
或
點
ま
で
は
、
讀
者
の
自
由
に
委

せ
た
ら
む
と
見
ゆ
る
こ
と
は
、
は
や
く
述
べ
置
き
た
り
o

　

此
の
頃
の
文
章
は
、
卒
安
朝
の
假
字
文
流
行
の
時
勢
と
は
様
か
は
り
て
、
純
粹
の
國
語
も
て
、
思
想
感
情
を
あ
り
の
儘

に
表
す
ま
で
に
は
、
世

蓮
未
だ
熟
せ
す
、
ひ
た
ぶ
る
に
漢
文
に
擬
す
る
か
、
律
語
の
調
子
に
縋
る
か
す
る
に
非
す
ば
、
細
や
か
な
る
表
現
は
せ
ら
れ
ざ
り
し
樣
な
り
。
さ
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れ
ば
、
祀
詞

・
宣
命
の
類
の
律
文
調
な
る
と
、
文
學
的
享
樂
を
圭
と
し
た
る
詩
文
以
外
に
は
、
委
曲

に
心
の
隈

々
ま
で
は
、
表
さ
で
も
あ
り
ぬ
べ

き
實
用
文
の
類
の
み
な
り
し
こ
と
正
倉
院
其
の
他
の
宣
命
書
き

・
假
字
書
き
の
文
書
類
に
よ
り
て
も
悟
ら
る
べ
し
。

　
古
事
記
に
於
て
も
、最
も
傳
誦
を
重
ん
じ
た
る
部
分
に
は
、極
め
て
忠
實
な
る
表
記
法
を
と
り
、
|音
勢
點
《

マク
セ
ント
》を
示
し
た
る
さ
へ
あ
れ
ど
、
或
部
分
に

至
り
て
は
、
大
罷
の
訓
讀
だ
に
出
來
た
ら
ば
、
細
部
は
讀
者
の
自
由
な
る
訓
讀
に
委
せ
む
と
し
た
る
ふ
し
も
見
え
ざ
る
に
非
す
。
さ
れ
ば
と
て
、

萬
葉

の
助
辭
類
を
省
き
た
る
書
き
方
に
も
、
自
ら
超
ゆ
べ
か
ら
ざ
る
訓
み
方
の
境
は
あ
り
け
む
と
覺
ゆ
る
如
く
、
ひ
た
ぶ
る
な
る
漢
文
讀
の
み
に

よ
り
し
も
の
と
は
言
ふ
べ
か
ら
す
。
さ
れ
ば
ど
こ
ま
で
も
先
達
等
の
辛
苦
せ
し
訓
讀
の
上
に
立
ち
て
、
更
に
最
も
正
し
く
、
最
も
當
時
の
人
の
語

法
意
識
に
叶
ひ
た
る
讀
法
を
研
究

せ
ざ
る
べ
か
ら
す
。

　
是
れ
、
余
が
此
の
小
論
文
を
草
し
た
る
所
以
に
し
て
、
兼
て
は
、
思
辨
よ
り
出
で
ゝ
演
繹
的
態
度
を
探
る
大
體
論
の
空
し
き

に
掾

ら
む

よ
り

も
、
個

々
の
語
法

・
用
字
法
よ
り
歸
納
し
て
、
眞
の
訓
讀
法
に
逹
し
得
べ
き
實
證
的
態
度
を
と
る
こ
と
を
主
張
せ
む
爲

の
試
み
に
過
ぎ
す
。

第
二
　

古
事
記
を
讀

み

て
思

へ
る
ひ
と

つ
ふ
た

つ

　
敢
理
な
し
經
典
な
し
と
い
ふ
こ
と
の
、
我
が
祿
道
を
云
ひ
腐
し
ゝ
こ
と
久
し
。
是
、
實
に
さ
る
こ
と
な
れ
ど
、
更

に
紳
道
の
價
値
を
塘
減
す
る

こ
と
無
か
る
べ
し
。
そ
は
、
神
な
が
ら
言
擧
せ
ぬ
國
に
、
紳
な
が
ら
行
は
る
ゝ
が
即
紳
道
な
れ
ば
、
異
國
に
あ
な
る
敢

の
如
く
、
こ
ち
九
き
言
擧

の
無
き
は
お
の
つ
か
ら
の
理
な
れ
ば
な
り
。
是
、
ま
こ
と
に
貴
き
道
な
れ
ど
、
世
は
永
く
上
れ
る
代
の
如
く
、
純
樸
に
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
亦

惟
神
の
逍
な
れ
ば
、
言
擧
の
起
る
こ
と
も
已
む
べ
か
ら
す
。
さ
れ
ば
こ
そ
本
居
大
人
も

「言
擧

こ
ち
九
み
言
擧
す
」
と
は
詠
ま
れ
け
れ
。
紳
道
と

は
、
か
く
廣
ら
か
に
云

へ
ば
、
と
り
と
む
べ
き
點
も
無
き
絶
大
の
者
な
が
ら
,
又
、
狹
め
て
云

へ
ば
我
が
固
有

の
大
道
部
本
敢
と
い
ふ
者
と
も
な

る
べ
し
。
先
王
は
、
惟
神
の
道
を
體
し
給
ひ
て
、
儒
佛
は
た
種

々
の
外
國
の
物
事
を
探
用
し
給
ぴ
し
も
の
か
ら
我
が
國
體
を
峙
立
せ
し
め
む
に
は

代
の
逕
む
ま
ゝ
に
、
愈
深
く
此
の
本
敢
を
發
揮
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
。
古
に
は
と
も
あ
り
な
む
。
異
邦
の
事
物

の
か
く
盛

に
採
用
せ
ら
る
ゝ
今
の
蒔
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に
當
り
て
、
本
敢

々
理
の
光
を
顯
さ
す
、
古
典
の
晦
藏
す
る
は
、
全
く
學
者
の
罪
な
り
。
近
時

『
日
本
主
義
』
の
此
の
事
を
唱
道
研
究
す
る
は
頗

多
な
り
と
す
べ
し
。
は
た
、
古
の
學
者
の
之
を
闡
明
せ
る
も
の
も
多
し
。
其
の
當
を
得
九
る
者
は
盛
に
之
を
皷
吹
唱
道
し
て
、
世
人
を
し
て

一
日

も
早
く
、

一
人
も
多
く
其
の
貴
ぶ
べ
く
、
信
す
べ
く
、稿守
る
べ
く
、
據

る
べ
き
を
知
了
せ
し
め
ざ
る
べ
か
ら
す
。
乃
愚
解

の
二
三
を
録
し
て
大
方

の
君
子

に
質
し
、
併
せ
て
賢
明
篤
道
の
士
の
本
敦
研
究

の
結
果
を
世
に
公
に
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
所
る
。

|

一
《
)
》古
事
記
上
卷
伊
邪
那
岐
算
の
夜
見
國
よ
り
逃
げ
蹄
り
給

へ
る
段
に
日
は
く
、

(　
最
後
に
其
の
妹
伊
邪
那
美
命
身
自
追
ひ
來
ま
し
き
。
,す
な
は
ち
千
引
石
を
其
の
黄
泉
比
良
坂
に
引
塞
ぎ
其
の
石
を
中
に
置
き
各
對
ひ
立
ち
て
事

戸
を
度
す
時
に
伊
邪
那
美
命
言
さ
く
愛
し
き
我
が
那
勢
の
命
か
く
|爲
《
セ
》さ
せ
ば
汝
の
國
の
人
草

一
日
に
千
頭
を
絞
り
殺
さ
む
と
。
こ
ゝ
に
伊
邪
那
岐

命
詔
は
く
愛
し
き
我
が
那
邇
妹
の
命
,
汝
し
か
せ
ば
吾
は

一
日
に
千
五
百
産
屋
を
立
て
む
と
。
是
を
以
ち
て

一
日
に
必
千
人
死
に

】
日
に
必
千
五

百
人
生
る
。

　
古
事
記
の
筆
者
は
、
唯
之
を
紳
誓
と
し
て
、
そ
の
誤
ら
ざ
る
由
を
附
記
せ
り
。
さ
れ
ど
、
愚
解
は
少
し
く
同
じ
か
ら
す
。
深
く
諾
尊
の
物
と
箏

ひ
給
は
ざ
る
大
御
心
に
感
佩
し
奉
る
な
り
。
凡
、
物

に
は
絶
對
の
も
の
あ
る
べ
か
ら
す
。
其
の
之
あ
る
は
、
理
に
於

い
て
云
ふ
の
み
な
り
。
混
沌

と
い
ひ
、
太
極
と
い
ひ
、
無
名
と
い
ふ
者
、
是
な
り
。
絶
對
よ
り
し
て
相
封
を
生
す
。
陰
陽
と
い
ひ
、有
名
と
い
ふ
者
、
是
な
り
。
さ
れ
ど
も
、相

對
の
物
に
も
純
陰
純
陽
な
る
無
き
は
、
易
理
明
に
之
を
説
く
。
陰

と
云
ひ
、
陽
と
云
ふ
も
、
決
し
て
、
其

の
純
な
る
に
あ
ら
す
し
て
、
比
較
的
に

陰
の
勝
ち
、
陽
の
優
れ
る
を
云
ふ
な
り
。
故
に
、
維
對
を
欲
し
、
又
は
、
相
對
に
も
純
な
ら
ん
を
望
む
は
、
是
天

理
を
知
ら
ざ
る
妄
な
り
。
生
あ

れ
ば
死
あ
り
、
成
あ
れ
ば
滅
あ
り
。
生
成
あ
り
て
死
滅
の
無
か
ら
む
こ
と
を
思
ふ
は
妄
な
り
。
而
も
、
唯
、
生
の
死
に
勝
り
、
成
の
滅
に
優
ら
む

こ
と
を
欲
せ
ば
可
な
り
。
世
に

-
小
惡
も
無
か
ら
し
め
む
と
歓
す
る
は
愚
な
り
。
祓
除
懺
悔
は
果
し
て
紳
聖
な
る
善
事
に
あ
ら
ざ
る
か
。
前
裁
に

必
し
も

一
小
嫩
草
だ
に
無
き
を
要
せ
す
。
他
の
花
卉
樹
石
の
觀
を
害
せ
す
ん
ば
足
る
。
儒
彿
基
回
百
千
の
異
欷
を
撲
滅
す
る
を
要
せ
す
。
我
が
本

敢
の
大
體
を
失
は
す
ん
ば
可
な
り
。
故
に
、
異
端
を
攻
む
る
は
是
害
な
り
。
他
の
死
滅
し
て
我
の
み
獨
生
成
す
る
を
必
せ
す
。
患
ふ
る
所
は
、
我
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の
他
に
比
し
て
優
勝
な
る
こ
と
能
は
ざ
る
に
あ
り
。
火
中
陰
あ
り
て
而
も
よ
く
そ
の
陽
を
保
ち
、
水
中
陽
あ
り
て
而
も
よ
く
其
の
陰
を
保
つ
。
敵

國
外
患
な
き
も
の
は
國
常
に
滅
ぶ
と
い
ふ
に
あ
ら
す
や
。
鳴
呼
、
吾
人
は
何
を
苦
み
て
蝸
牛
角
上
の
鬪
爭
を
事
と
せ
む
。
破
邪
顯
正
と
は
い
へ
ど
、

徳
は
必
隣
あ
り
。
但
、
須
く
諾
尊
の
紳
慮
を
體
し
て
千
五
百
産
屋
を
建

て
む
こ
と
を
務
む
べ
し
。
此
の
心
あ
り
て
こ
そ
本
敢
を
説
く
べ
く
、
中
つ

國
の
經

管
を
論
す
べ
く
、

一
身
を
も
修
む
べ
け
れ
。
『
日
本
王
莪
」
以
て
如
何
と
す
る
。

|

二
《
　
》仝
卷
素
羔
男
命

暴
惡
の
段
に
曰
は
く
、

(　

こ
ゝ
に
速
須
佐
之
男
命
天
照
大
御
紳
に
白
さ
く
。
我
が
心
清
く
明
き
故
に
我
が
生
め
り
し
子
手
弱
女
を
得
た
り
。
此
に
因
り
て
言

は
ビ
お
の
づ

か
ら
我
勝
ち
ぬ
と
云
ひ
て
勝
さ
び
に
天
照
大
御
紳

の
營
田
の
|畔
《
ア
》を
離
ち
其
の
溝
を
埋
め
夂
其

の
大
甞
き
こ
し
め
す
殿
に
屎
ま
り
散
し
き
。
か
れ
然

す
れ
ど
も
天
照
大
御
紳
は
咎
め
す
て
告
り
給
は
く
屎
如
す
は
醉
ひ
て
吐
き
散
す
と
こ
そ
我
が
那
勢
の
命
か
く
し
つ
ら
め
叉
田
の
阿
を
離
ち
溝
を
埋

む
る
は
|地
《
ト
コロ
》
を
あ
た
ら
し
と
こ
そ
あ
が
な
せ
の
命
か
く
し
つ
ら
め
と
詔
り
直
し
給

へ
ど
も
當
そ
の
悪
し
き
|態
《
ワザ
》
止
ま
す
て
|轉
《
ウ
タテ
》
あ
り
。

　
素
尊
が
勝
に
募
り
て
ダ
"
を
振
舞
ふ
其
の
暴
慢
頗
憎
む
べ
き
者
あ
り
。
常
人
は
之
に
對
し
て
悪
意
を
發
す
べ
く
、
賢
者
は
之
を
憐

む
べ
く
も
、

正
に
相
當

の
處
置

に
出
づ
べ
し
。
大
神
の
之
を
見
直
し
、
取
り
な
ほ
し
詔
り
直
し
給

へ
る
、
何
等

の
大
慈
悲
、
何
等
の
宏
量
ぞ
。
葢
し
、
こ
れ
仁

の
極
に
あ
ら
ざ
ら
む
か
。
吾
人
は
屡
慈
母
が
愛
兒
に
對
し
て

「
い
ひ
な
ほ
し
」
の
歉
育
法
を
用
う
る
を
見
る
。
い
ひ
な
ほ
し
は
印
敢
育
法
の
根
元

に
し
て
、
叉
接
人

の
秘
訣
な
り
。
而
も
、
古
今
東
西
之
を
説
く
も
の
絶
無
に
し
て
、
我
が
古
典
ひ
と
り
此
の
貴
ぶ
べ
き
大
道
を
洩
ら
せ
る
は
、
大

奇
と
い
ふ
べ
し
.。
恨
に
報
ゆ
る
に
恨
を
月
て
せ
す
し
て
、
直
を
以
て
し
、
徳
を
以
て
す
る
が
如
き
は
、
少
し
く
這
邊
の
理
に
近
け
れ
ど
も
、
未
、

こ
の
大
紳
の

「
詔
直
」
と
い
ふ
位
に
は
至
ら
す
。

　
渦
津
日
紳
の
ま
つ
人
に
働
く
や
、
そ
の
力
頗
強
大
に
し
て
、
同
じ
力
の
直
毘
紳
に
て
は
、
到
底
後
よ
り
之
を
脱
除
し
が
た
き
も
の
あ
り
。
過
ち

て
は
改
む
る
に
憚

る
こ
と
勿
れ
と
は
常
に
聞

く
も
の
か
ら
、
過
を
二
た
び
せ
ざ
る
を
以
て
顏
回
の
亜
聖
た
る
に
見
れ
ば
、
其
の
云
ふ
べ
く
し
て
行

ひ
難
き
を
證
す
る
に
あ
ら
す
や
。
祓
除
懺
悔
の
紳
聖
の
行
事
と
し
て
稱
せ
ら
る
ゝ
も
、
此
の
故
な
り
。

一
の
禰
津
日
を
矯
正
せ
ん
に
は
、
二
の
直

『一隔
』
-
…

～
凄

浴　
≒
【鬘　
　「



究 研 新 の 學 丈 國62
)丶～～～～"犠 丶、～～～丶丶～"～ 丶丶～丶丶丶丶丶丶丶脅

毘
を
要

せ
ん
こ
と
獪
員
數
の

一
を
正
數
と
せ
ん
に
は
、
二
の
正
數
を
要
す
る
が
如
し
。
然
の
み
な
ら
す
、
先
入
せ
る
者
に

は
頑

た
る
惰

性
あ
り

て
、
之
を
除
却
す
る
に
は
、
又
相
應
の
力
を
要
す
。
さ
れ
ば
、
人
を
致
導
す
る
に
、
其
の
惡
を
の
み
指
摘
し
て
之
に
封
す
る
時
は
、
禰
津
日
融
返

の
て
暴
ぴ
て
、
或
は
反
撥
し
、
或
は
自
暴
自
棄
す
る
に
至
ら
む
。
荷
し
く
も
良

心
あ
る
も
の
は
、
誰
か
善
の
善
た
り
悪

の
惡

た
る
を
知
ら
ざ
ら

む
。
其

の
之
を
知
る
と
い
へ
ど
も
、
惡
を
去
り
て
善
に
就
く
こ
と
能
は
ざ
る
は
圭
と
し
て
惰
性
の
然
ら
し
む
る
な
り
。
是

の
時
に
當
り
て
、
前
の

悪
を
惡
と
し
、
な
つ
む
こ
と
な
く
、
「
汝
は
悪
を
せ
ん
と
す
る
に
は
あ
ら
じ
。

善
を
し
つ
ゝ
あ
る
め
り
。

い
ざ
此
方

へ
」

と
手
を
引
き
足
を
あ
げ

し
め
て
、

一
も
二
も
無
く
誘
導
せ
む
に
、
凡
人
は
之
に
機
を
得
勵
ま
さ
れ
て
、
直
に
善
導
に
赴
く
べ
く
、
惡
意

の
者
も

(素
尊
の
如
き
は
例
外
と

し
)
さ
す
が
に
然
ら
す
と
は
云
ひ
難
ね
て
、
厭
々
な
が
ら
も
之
に
從
ふ
べ
し
。
諷
諌
を

一
と
し
、
直
諌
を
二
と
す
る
も
、
此
の
理
な
り
。
而
も
,

人
情
善
を
喜
び
惡
を
憎
む
。
人
の
惡
を
視
て
は
、
お
の
つ
か
ら
其

の
人
に
對
す
る
愛
を
も
害
す
る
が
故
に
、
多
少
の
不
快
を
懷
き
、
惡
意
を
持
せ

ざ
る
は
な
し
。
是
の
故
に
、
忠
言
を
致
し
て
も
他
は
瞑

々
の
中
に
之
に
感
じ
、
必
し
も
善
意
を
以
て
之
を
聽
か
す
、
折
角

の
深
切
な
る
忠
言
も
、

水
泡
に
歸
す
る
こ
と
あ
る
は
豈
悲
し
か
ら
す
や
.)
必
や
、
こ
の
不
幸
を
見
ざ
ら
む
に
は
、
我
に
江
海
の
量
あ
り
て
、
他
に
對
す
る
愛
の

一
分
を
も

滅
せ
す

、
見
直
し
、
聞
直
し
、
取
直
し
、
云
直
し
て
、
自
己
の
藥
嚢
中
に
全
く
他
を
捕
收
し
了
す
る
を
要
す
。
此
の
大
風
呂
敷
的
な
る
大
智
徳
に

對
し
て
、
誰
人
か
能
く
之
を
爭
ひ
得
べ
き
。
此
の
間
固
よ
り
厭
應
の
自
由
を
容
れ
す
。
鳴
呼
、
大
御
紳
の
詔
直
の
御
振
舞
偶
、
素
尊
の
意
を
改
む

る
こ
と
能
は
ざ
り
し
か
ど
も
、
萬
代
か
け
て
仰
ぎ
貴
み
瀰
習

ふ
べ
き
な
り
。

　

こ
ゝ
に
、
又
、
古
來
英
雄
の
行
事
を
見
る
に
、
其
の
企
岡
の
完
成
す
る
時
は
、
巳
に
そ
の
事
の
成
れ
る
が
如
く
振
舞
ふ
者
多
し
。
豐
太
閤
の
山

崎
、
賤

が
嶽
、
征
韓
の
役
に
於
け
る
、
始
よ
り
明
智
な
く
、
柴
田
な
く
、將
、朝
鮮
な
き
を
見
る
。
之
を
凡
夫
に
と
ら
ば
、
極
め
て
早
計
な
る
が
如

く
な
れ
ど
も
、
這
般
英
雄
の
行
事
は

一
點
の
遲
疑
を
容
れ
ざ
る
者
あ
り
。
其
の
信
仰
が
成
功
を
助
く
る
こ
と
極
め
て
多
な
り
。
會
、
そ
の
企
圖

の

齟
齬
す
る
こ
と
あ
る
は
、
驥
駿
の

一
蹶
、
固

よ
り
己
む
を
得
ざ

る
者
。
何
ぞ
、
英
雄
の
價
値
を
減
ぜ
ん
。
非
常
の
際
我
が
力
量
に
堪

へ
ざ
る
重
物

を
も
能
く
蓮
搬
す
る
は
、能
不
能
の
際

に
疑
を
挿
ま
す
、必
定
能
く
す
る
者
と
云
ひ
直
し
、
思
ひ
直
し
て
手
を
下
せ
ば
な
り
。
天
壤
無
窮
の
紳
勅
の
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如
き
も

、
恐
な
が
ら
此
の
種
の
慨
あ
る
。べ
く
想
像
し
奉
ら
る
ゝ
は
非
か
。

　
飜
り

て
、
世
上
の
態
を
概
觀
す
る
に
、
怨
を
以
て
怨
に
報
い
、
暴
を
月
て
暴
に
代
ふ
る
底
の
事
多
き
は
、
そ
も
我
が
本
敢
の
流
布
せ
ざ
る
に
因

る
に
あ

ら
ざ
る
か
。
法
律
は
・爭
よ
り
生
す
。
人
を
見
ば
盜
賊
と
思
惟
せ
よ
的
の
原
理
よ
り
出
で
た
る
法
律
に
ょ
り
て
支
配

せ
ら
る
ゝ
こ
の
代
の
悲

し
さ
よ
。
い
か
で
か
、
靄

々
た
る
大
道
を
見
る
こ
と
を
得
む
。
こ
の
法
律
は
た
惟
紳
の
わ
ざ
な
る
べ
け
れ
ば
、
強
に
誹
る
に
は
あ
ら
ね
ど
、
其

の

缺
員
を
補
足
す
べ
き
道
徳
の
萎
縮
し
ぬ
る
、
い
か
に
悲
し
か
ら
ざ
ら
む
。
殊
に
い
ふ
べ
き
は
、
各
、橦
學
校
欷
育
の
現
況
な
り
。
生
徒
に
か
く
の
如

き
惡
あ
る
に
對
し
て
、
此
の
法
を
設
け
た
り
。
そ
れ
に
は
そ
れ
、
こ
れ
に
は
こ
れ
、
恰
も
商
鞅
の
法

に
類
す
る
者
漸

々
其

の
數
を
加

へ
む
と
す
。

生
徒
を
以
て
惡
を
し
ぬ
べ
き
も
の
と
見
て
法
φ'8立

て
む
に
、
彼
等
は
何
等
の
愛
に
感
じ
て
其
の
徳
を
正
し
く
す
べ
き
。
前
陳
詔
直

の
説
明
に
詳
せ

る
が
如
く
、
返
り
て
其

の
心
意
を
害
し
、
そ
の
徳
を
壌
ら
む
の
み
。
此
の
如
き
は
獄
吏
警
官
の
爲
に
し
て
、
敢
育
家
な
ど

ゝ
は
か
け
て
も
思
ひ
よ

ら
ぬ
事
共
な
り
。
師
、
弟
を
信
ぜ
す
、
弟
、
師
を
信
ぜ
す
、

一
の
信
な
き
が
故
に

一
の
誠
な
く
、

-
の
愛
な
く
、
路
傍
人

の
如
き

に
至

り

て
極

る
。
慨
く
べ
き
か
な
。

|

三
《
　
》　
同
木
花
之
佐
久
夜
毘
賣
皇
后
册
立
の
段
に
日
は
く
、

(　
こ
ゝ
に
大
山
津
見
祕
、
石
長
姫
を
返
せ
る
に
よ
り
て
大
に
恥
ぢ
て
白
し
途
の
て
言
は
く
我
が
女
二
人
並
べ
て
奉
れ
る
由
は
石
長
比
賣
を
し
て
は

天
紳
の
御
子
の
命
は
雪
零
り
風
吹
く
と
も
恒
な
る
こ
と
石
の
如
く
常
磐
に
堅
石
に
動
か
す
坐
さ
せ
、
夊
木
花
之
佐
久
夜
毘
賣
と
し
て
は
木
花

の
榮

ゆ
る
が
如
、
榮

え
ま
さ
せ
む
と
う
け
ひ
て
貢
り
き
。
今
石
長
比
賣
を
返
し
て
獨
木
花
之
佐
久
夜
姫
を
留
む
る
が
故
に
天
紳
の
御
子
の
御
壽
は
木
の

花
の
あ
ま
ひ
の
み
坐
さ
む
と
。
か
れ
是
を
以
て
今
に
至
る
ま
で
天
皇
命
た
ち
の
御
命
長
か
ら
ざ
る
な
り
。

　
此
の
段
、
よ
く
、
長
久
短
命
美
醜

の
關
係
を
示
し
得
た
り
。
美
な
る
も
の
は
柔
軟
に
し
て
、
長
久
堅
固
な
る
こ
と
能
は
す
。
長
久
な
る
も
の
は

堅
固
な
れ
ど
も
、
多
く
は
、
美
な
る
こ
と
能
は
す
。
是
免
る
べ
か
ら
ざ
る
天
の
數
な
り
。
要
は
唯
其
の
撰
ぶ
こ
と
如
何
に
あ
り
。
天
孫
は
政
の
美

を
見
て
責
の
短
壽
を
見
給
は
ざ
り
き
。
世
に
は
、
叉
、
之
に
反
し
て
、
見
る
所
醜
惡
な
り
と
も
實
の
常
磐
に
し
て
而
も
美
な
る
を
取
る
も
の
も
あ

___一J
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る
べ
し
。
恐
け
れ
ど
も
、
此
の
段
天
孫
の
行
は
少
し
く
實
を
輕
じ
給
ひ
し
者
あ
る
か
に
察
せ
ら
る
。

　
世
事
萬
物
利
の
み
な
る
者
な
く
、
害
の
み
な
る
者
な
し
。
美
の
み
な
る
も
の
な
く
、
醜
の
み
な
る
も
の
な
し
。
而
も
、
此

の
間

に
得
失
相
錯

す
。
富
國
強
兵
と
文
明
開
化
と
は
相
容
れ
ざ
る
者
あ
り
。
自
由
李
等
と
忠
孝
と
亦
然
の
..
此
の
種
の
對
を
求
め
ば
枚
擧
に
遑
あ
ら
す
。
而
も
、
其

の
諸
對

の
も
の
各
利
害
得
失
あ
り
。
之
を
大
別
し
て
長
久
と
美
好
と
す

べ
し
。
世
人
は
、
果
し
て
、
其
の
い
つ
れ
を
選
ば

ん
と
欲
す
る
か
。
古
事

記
學
者
最
後
の
斷
案
を
考

一
考
す
べ
し
。　
　

(國
、
第
四
卷
第
+

一
號
)

(
明
治
三
十

-
年
十

一
月
)

第
三
　
源
氏
物
語
の
價
値

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

總

　

　
論

　
　
　
　
源
氏
物
語
は
國
文
學
の
上
に
第

-
等

の
書
な
り
。

　
　
　
　
　
　
右
は
題
に
對
す
る
判
定
な
り
。

　
奈
良

李
安
の
國
文
は
夂
と
な
き
純
粹
な
う
も
の
な
が
ら
奈
良
の
は
極
め
て
い
と
け
な
き
に
李
假
字
片
假
字
成
り
て
李
安

に
こ
そ
盛
に
生
ひ
出
で

け
れ
。

さ
れ
ど
そ
れ
も
し
ま
こ
と
に
ょ
く
發
達
し
て
後
の
世
に
も
及
び
な
ま
し
か
ば
唯
鼻
祗
と
し
て
古
文
と
し
て
の
値
の
み
な
る
べ
け
れ
ど
さ
は

な
く
て
此
等
の
文
の
起
る
前
よ
り
己
に
廣
こ
れ
り
し
漢
文
の
僞
に

ー
す
ち
な
る
生
長
を
ば
せ
ざ
り
し
か
ば
純
國
文
の
性
格
を
見
む
に
夲
安
の
文
を

お
き
て
他
に
夂
と
は
あ
る
ま
じ
き
な
り
。
そ
れ

が
中

に
も
と
も
勝
れ
て
め
で
た
き
は
こ
の
源
氏
物
語
な
り
。
組
黻
の
大
な
る
、
言
語
の
豊
富
な

る
、
學
識
の
廣
く
て
高
き
な
ど
す
べ
て
之
に
ま
さ
れ
る
も
の
な
し
。
夲
安
朝
ω
純
國
文
を

一
に
う
け
て
代
る
べ
き
値
に
餘

あ
り
。
國
文
學
の
上
に

第

-
等

の
書
な
り
と
云
ふ
事
豈
強
ひ
た
ら
め
や
。

　
理
想

は
摸
唐
奪
外
の
世
に
女
の
心
な
れ
ば
今
よ
り
見
て
は
幼
し
と
も
幼
し
。
さ
れ
ど
文
學
の
特
性
と
し
て
そ
の
世
の
心
を
察
す

る
に
は
足
れ

り
と
も
足
れ
り
。
男
女
さ
ら
ぬ
も
人
の
情
を
う
つ
せ
る
筆
は
古
も
今
に
て
よ
く
翼
美
を
得
た
り
。
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